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　シロツメクサ【白詰草】



　　　学名　Trifolium repens　原産地　ヨーロッパ

　　　地を這はう茎、３小葉の複葉からなるマメ目マメ科シャジクソウ属の多年草。春から夏に白い小花をつける。

　　　稀まれに小葉の数の多い変異体があり、『四つ葉のクローバー』は、このうち４小葉からなるものを指す。

　　　『詰草』とは、約百五十年前、外国から献上されたガラス製品の緩衝材として詰められていたことから由来する。

　　　花言葉は『私を思って』『約束』。






　──それは、最も深い記憶。




　陽ひをはらんだ茶、鮮やかな赤、そして透き通るような白。

　柔らかな胸の中に抱かれて聞いた、小さな小さな約束の声。

　忘れたくなくて、頬ほおに落ちてきた毛先を必死に掴つかんだ。

　それを見て、優しく微笑ほほえんだその口元が、また約束を紡ぐ。




　その声はもう──

　淡く、淡く。

　遠く、遠く。




　懐かしいと思うことさえ馬ば鹿からしいほど、遙はるか、彼方かなたで。

　けれど、心地よく甘いあのひとときを、約束を、ずっと忘れることが出来ない。

　瞼まぶたを閉じては、あの日の面影を探す。

　もう一度抱きしめて欲しいと、願いながら。





　　　＊　　　＊　　　＊





　──とはいえ、祭である。

　祭は精一杯楽しむもの。いっそ阿あ呆ほうになって楽しまなければ損である。

　と、世間では言われているが、この世にはそんな世間の『大多数意見』に真っ向から反対する者も勿もち論ろんいる。

　銀杏いちようヶが峰みね高校、一年Ｂ組、御み陰かげ和かず希き──彼もまた、この世の『大多数意見』という荒波で溺おぼれかける若者の一人である。




「ぶんかさい？」

「そう、文化祭」

　自動販売機の『あったか～い』ボタンを押しながら、和希は首に巻いた毛皮の襟巻きの問いに答えた。

　手だけ伸ばして落ちてきた缶を拾おうとしたが、いつもとは違う厚手のカーディガンの所せ為いでブレザーの肩がややキツい。和希は仕方なく、自動販売機の前にしゃがみ込んだ。

「学校で開くお祭りだよ。うちの学校では、銀ぎん葉よう祭さいっていうんだってさ」

　取り出し口に手を突っ込み、カーディガンの袖そでで掌てのひらを守りながら熱々のお汁粉の缶を拾う。

　襟えり巻きに差し出すように押しつけると、尻尾しつぽを咥くわえていた襟巻きの口元がフガフガと動いて「まだいい」と返事をした。

「寒いから飲みたかったんじゃないのかよ」

　和希の言葉に、襟巻きはまたフガフガと返事をする。

「まだ熱いじゃろ。舌が火傷やけどする」

　その言い分に、和希は呆あきれて溜ため息いきを吐ついた。

「ってかさ、いつまでその姿でいるんだよ。もうそろそろ学校だけど」

　襟巻きが和希の首回りでもぞもぞと毛を波打たせる。

「まだ嫌じゃ……寒い……」

「いやさ、いい加減重いし──」

「重いとはなんじゃ！」

　そう言って襟巻きはバッと和希の肩から飛び降りた。

　石畳の歩道から毛を逆立てて和希を睨にらみつけているのは毛皮の襟巻きでなかった。

　その正体は、まだ皮のむかれていない狸たぬき──よりやや小さな豆狸──である。

「乙女に対して重いなどと！」

「そんな見てくれで乙女って言われてもなぁ……」

　苦笑した和希が言い終わらないうちに、ボムッ！　と何かが破裂したような音がその場に響き渡った。

　拍子に、しゃがんでいた和かず希きは思わず尻しり餅もちをつく。

　吹き抜けた空気に思わず顔を背けた和希が再び前を向くと、そこにはセーラー服を着た小柄な少女が和希を睨ねめ付つけていた。

「生意気なヤツ！」

　そう吐き捨てた少女──先程まで狸たぬきの姿をしていた──がセーラー服の上から羽織っているグレーのカーディガンは、小柄な彼女には少しばかり大きく、袖そでが二重に折り返されている。

　それが、昨晩から行方不明になっていた自分のカーディガンだと気付いて、和希が抗議の声を上げた。

「ちょ、お前なに着ちゃってんだよ、それ！　俺のじゃん！」

「うるさいのう、ちょっと寒かったから借りただけではないか！」

「勝手に借りるなよ」

　おかげで和希は、普段着ない厚手のカーディガンの所せ為いで、いまいち動きが窮きゆう屈くつだ。

「返せよ」

「嫌じゃ」

「返せって」

「い・や・じゃ！」

「いいから返せ！　お前の所為で制服がきついんだよ！」

「やいやいやいやい、うるさい小こ童わつぱじゃのう！　命の恩人に向かってなんたる口の利き方じゃ！」

「！」

　命の恩人──その言葉に、和希の顔色がギクリと変わる。

　その様子を見た鈴すずの口の端がフフンとでもいうように、生意気に引き上げられる。

「一度死んだそなたが、誰だれのお陰で生き返ったのか、もう一度じっくり考えた方が身のためではないか？」

　そう、和希は確かに一度、命を落とした。

　秋迫る夕暮れの教室で、『蟲むし』と呼ばれる異形の触つ角のに腹を刺され、無残にも殺されたのだった。

　しかし、今、和希はこうして生きている。

　それは何な故ぜか──？

　答えは全すべて、目の前の少女が握っていた。

「一体誰の魂たましいのお陰で、そなたは生きているのじゃ？」

　少女の瞳ひとみが、小こ狡ずるくきらめいて和希を見上げる。

　細く白い指先が指したのは、和かず希きの無防備な鳩尾みぞおちだ。異形に刺され、あまりの衝撃に痛みすら感じなかったその場所を、少女の思わせぶりな指先がなぞるように空を這はう。

　ヨロヨロと後ずさった和希を見て鈴すずは楽しげな笑い声を上げると、今度は気迫を込めた強い視線で和希を睨ねめ付つけた。

「さあ、そなたを生かすその魂たましいが誰だれのものか、ここでハッキリと申してみよ！」

　和希はムッと口を噤つぐんだ。

　答えなくとも、分かっているはずだ。

　それは、この化ばけ狸たぬきの少女・間ま宮みや鈴の魂の半分、なのだから。

「さて、脳みそが糸瓜で作ったタワシのようにスカスカしているそなたでも、ようやく分かったようじゃな。ワシとそなた、一体どちらが偉いのか」

「……偉いとか、偉くないとかの問題じゃないだろ。俺は俺の持ち物を返せと言ってるんだ」

「持ち物を返せ？　ならばそなたこそ、ワシの魂を返してみよ。まぁ、どうなるかは分かっているじゃろうがな」

　そう言って「ほほほ」と笑う。

　結局、こうして言い負かされてしまう。その小さな身体からだのどこに、こんなにも小憎たらしい嫌いや味みが詰まっているのか。

　やはり妖あやかしの……いや、五百歳を超える人生経験の差なのか。

　そう、人間から狸へと自在に変幻し、和希の身体に己の魂の半分を宿したこの少女・間宮鈴は、齢よわい五百を超える妖なのだ。しかも、半分人間の血を引く半はん妖ようだ。

　妖たる鈴が、平凡な男子高校生・御み陰かげ和希の命を助けたのかは分からない。けれど一つの魂を分け合うということは運命共同体も同じ。しかも彼らには、成さなければならない役目があった。

　それが、和希のクラスメイト・榊さかき薫かおる子この命を、妖から守ることである。

　何な故ぜならその榊薫子こそ、和希の淡い想おもい人びとであり、五百年前、この世に鈴を産み落とした母親の生まれ変わりだからだ。

「早はよう学校へ行くぞ。母上を狙ねらう阿あ呆ほうな妖どもが、どこから現れるか分からんからな」

「へーいへい」

　鈴の前世の母、榊薫子の魂は、常に妖に狙われる立場にある。

　それは彼女が、『清白魂すずしろ』と呼ばれる強い力を持った魂を持つことに由来する。

『清白魂』──それは、清せい冽れつで無む垢くで大いなる力を持った魂。それ故ゆえ、清白魂を授かった人間は常にその力を奪わんとする者たちから命を狙われている。

　鈴はその母に即つかず離はなれず寄り添い、自らの正体を明かすことなく、陰ながらその命を守ってきた。

　清白魂すずしろの器である肉体が穏やかに滅び、その人生を全まつとうするまで。器を失った魂たましいがまた生まれ変わり、そしてまた、次の輪りん廻ねの輪に還かえるまで、ずっと、ずっと──。

　そしてその手伝いをするのが、鈴すずの魂の半分を託され、その身に妖あやかしの力を宿すことになった和かず希きなのである。

　以来、この妖の少女・鈴は、和希の家に転がり込み、あろう事か和希の母親に暗示を掛けて、すっかり御み陰かげ家に居座ってしまった。和希の自室を取り上げ、和希のおやつを取り上げ、遂ついには、和希の安あん穏のんたる日常を取り上げというわけである。

　また、前述から分かるように、この妖は──妖であるが故ゆえなのか──人間の五倍は食い意地が張っていた。

　カーディガンをすっかり諦あきらめた和希が、鈴の後ろを気け怠だるげに歩く。小生意気な横顔が「しるこ」とぶっきらぼうに呟つぶやいて肩越しに手を差し出す。

　幾分温ぬるくなった缶を与えると、嬉うれしそうにニヤッとして、手の中でコロコロと弄もてあそびながら鼻歌を歌い始めた。

（ヘタクソ……）

　そう、胸の内で呟いたそのとき、

「ヘタクソ」

　和希の心の声を具現化したかのような台詞せりふが、背後から降りかかる。

　そこに立っていたのは、長い金髪をなびかせた西洋人形のような少女だ。夜色の瞳ひとみを細めおっとりと微笑ほほえんでいる。

　隣には透き通るような銀髪に、鮮やかな青い瞳を持つ少年が立っている。耳には幾つものピアスが並び、真っ白な学ランを着崩すその姿は、明らかに不良だ。

「ごめんなさいね、思わず本音が出ちゃいましたわ」

　おっとりとした見掛けに似合わない嫌いや味みをお見舞いしながら、金髪の少女が微笑む。

　一方、傍かたわらの銀髪の少年は、端正な顔を思い切り綻ほころばせて、「おはよう、かずちゃん」と、こちらに手を振る。

「今日も寒いね」

「ああ、おは──」

「宵よ々よ！　貴様まだこの街にいたのか!?」

　叫ばれた怒号が、朝の何気ない挨あい拶さつをかき消す。

「当たり前でしょう」

　金髪の少女は、肩に掛かった髪を思わせぶりに払うと、ツンとあごを上向けた。

「それが私わたくしたちの使命しごとですもの。清白魂である榊さかき薫かおる子こと、その命を狙ねらう妖を監視し、人と妖の均衡を保つのが、信しの太だの森に住まう妖よう狐こ一族の使者である私と、私の化ばけ魂たまを宿した隼はや人との務め」

　そう、ここに並ぶ二人は、清白魂すずしろの監視役として西に住まう妖よう狐こ・信しの太だ一族から送り込まれた使者なのだ。宵よ々よと呼ばれた少女は、実は齢よわい・七百歳の化け狐ぎつねであり、傍かたわらに立つ銀髪の少年、稲荷いなり隼はや人とは、その宵々の化ばけ魂たまを分け合った存在なのである。

　そして、隼人は、かつて和かず希きと幼少時代をともに過ごした幼おさな馴な染じみでもあった。

　隼人の突然の転校で離ればなれになっていたが、奇くしくも再会した二人は、ともに妖あやかしの魂たましいをその身に持つ存在として、清白魂を狙ねらう妖と戦うことになったのである。

　しかし──、

「もし、清白魂の存在が、人と妖の均衡を著しく損ねた場合は……その魂を消滅させる。そこまでが、私たちに与えられた務めなのです」

　それは榊さかき薫かおる子この死を意味していた。

「それだけではありませんわ」

　たとえ清白魂を襲ってきた妖であっても、決して命を奪うことはしない鈴すずと、目的を果たすためならそれが相手の命を奪うことであっても構わない宵々。

　この四人はときに共に戦いながらも、その実、全まつたく相あい容いれないのである。

「ワシがいる限り、母上の魂は消させはせん！」

　鈴がまた怒号を上げる。

　宵々は夜色の瞳ひとみを細めると、「フン」と鼻を鳴らした。













「成る程。それならここで決着をつけてもよろしいんですのよ？」

　向かい合う二人の妖あやかしから、その強力な妖よう気きが溢あふれ出だす。

「面白い、ならばやってやる！　──和かず希き！」

「行きますわよ、隼はや人と！」

　臨戦態勢となった化ばけ魂たまの主あるじたちが、その従僕しもべの名を呼ぶ。

　張り詰めた空気の中、和希と隼人は溢れる妖気を身に纏まとい、己の姿を妖獣けものへと変幻させ──てはいなかった。

「ねー、かずちゃん。なんで昨日メール返してくれなかったのー？」

　隼人が和希の通学鞄かばんを掴つかんで非難の声を上げる。

　和希はポケットから新しく買い直したばかりのスマートフォンを取り出した。

「使いにくいんだよ、これ。タッチパネルでメールって打ちにくい」

　以前は二つ折りの所謂いわゆる携帯電話を使っていたが、鈴すずとの出会いのいざこざで壊れてしまった。新しく買い直したこのスマホは、隼人お勧めの機種だ。

「そうかなぁ？　スライドさせて打つんだよ、簡単だよ」

　同機種の色違いをポケットから取り出した隼人が、器用にタッチパネルを操作して文字を打ってみせる。

「うーん……ボタンの感触がないっていうのがなぁ」

「じゃあ、練習のためにオレとメールしよ！」

「……毎日会ってるのに、いちいちメールすること特にないだろ」

「え[image: ][image: ][image: ][image: ]っ」

　そのとき、ふと、化魂の主たちが、こちらをじぃっと見つめていることに気付く。

「ん？　どうした？」

　振り返った従僕二人の姿を見て、宵よ々よが大きく溜ため息いきを吐つく。

　出鼻を挫くじかれた鈴が、怒りでプルプルと震えながら、すぅーと、大きく息を吸い込み、

「ああああ、もおおおおっ!!　お前ら二人とも、とっとと森にかえれぇぇぇぇえ!!」

　叫ぶと同時に、坂の上の学校で始業のチャイムが、鳴り響いた。





　　　＊　　　＊　　　＊





「ちょ、なんで自分で走らないんだよ!?」

「うるさいっ！　とっとと進めっ！」

「ほら、隼人も！　遅刻しますわよ！」

「うえ～ん、重いよ～っ」

　通学鞄を背負って走る和希と隼人をどやすのは、勿もち論ろん、首に巻かれた毛皮の襟えり巻きだ。




　いくら肌寒い季節になったからといって、毛皮を身につけるには早すぎる。

　しかし、二人がどんなに肩から引きずり落とそうとしても、襟えり巻きは執念深く絡みつき、しがみつき、あまつさえ檄げきまで飛ばす。

　汗ばむ首筋に毛皮が張り付いて、決して心地よいとは言えない。しかしながら、心地悪いとも強く言えないのが、彼ら化ばけ魂たまの従僕しもべの悲しい宿命であった。

　すり切れたチャイムの音が今にも鳴り止もうとしている。

「まっ、ほんとっ、やばいーっ!!」

　行く手を阻むように聳そびえる坂道を、二人は必死に駆け上った。

　それ故ゆえ、眼前に迫る『遅刻』の二文字と必死に戦う彼らは、物陰からじぃっと見つめる不気味な視線に気付くことが出来なかったのである。

　けれどその人影が、確かに彼らを掻かき回すつむじ風、もしくは台風の目であることは、このとき既に暗示されていたのであった。







　　第一章　囃はやし






「は……？」




　それはそれは、間抜けな顔をしていたことだろう。

　和かず希きはだらしなく口を開けたまま、促うながされるままに教室の黒板を見た。

『文化祭実行委員　御み陰かげ和希、間ま宮みや鈴すず』

　やけに堂々と鎮座したその文字を見て、和希は深緑の海に漂う白い帆船を思い浮かべた。思い浮かべずにはいられなかった。有り体に言えば、現実逃避である。

「ぶんかまつりじっこおいいん？」

　同じく黒板を見た鈴の呟つぶやきに、

「ぶんかさいじっこういいん、ですわよ」

　宵よ々よの溜ため息いき混じりのツッコミに、鈴がギロリと鋭い視線を返す。

「へー、かずちゃんスゴイ！　委員に選ばれたんだ～」

　隼はや人との的外れな賛辞は、最も早はや和希の耳には届いていなかった。

「ごめん！」

　ぱん！　──という小気味良い音を立てて、委員長の秋あき田た千ち鶴づるが手を合わせる。

　その衝撃で起きた小さな風が、和希の頬ほおをフワリと包んだ。

「な、なんで……」

　必死に紡いだ三文字は、カラカラに渇いて掠かすれていた。と、いうのに、額ひたいからは大量の汗が滴り落ちる。

　身体からだの水分バランスは、この突然の出来事ですっかり壊れてしまったらしい。

「分かってる……御陰くんがこういうこと嫌いなのは分かってるんだけど……」

　千鶴は、すっかりずり落ちた眼鏡を上げることも忘れた様子で、和希を申し訳なさそうに見上げた。

「正直、誰だれもやりたがる人がいなくて……それでたまたま、ホームルームにいなかった御陰くんたちの名前が挙がって……」

「──で、そのまま俺と鈴に押しつけたって訳だ？」

　刺とげ々とげしい和希の言葉に、千鶴が無造作に分けた前髪を耳にかけながら、「押しつけたって訳じゃ……」と口の中で呟く。

「勿もち論ろん、わたしは止めたよ……」

「……ごめん。委員長が悪い訳じゃないのに、嫌な言い方して」

　クラスでも大人しめな千鶴に発言権がないことは和希もよく分かっていた。

　真面目まじめで、大人しく、お人ひと好よし。だからこそ彼女は、初恋相手に利用された挙げ句──妖あやかしに魅入られたのだ。

　妖『井守イモリ』に身体を乗っ取られ、和希や鈴を出し抜いて薫かおる子この魂たましいを手に入れようとした千ち鶴づるを救ったのはつい数週間前のこと。

　以来、和かず希きたちに対して、他ほかのクラスメイトたちよりも親しげに接してくれるようになった。

　鈴すずの暗示で、妖あやかしに乗っ取られたときの記憶は封印してあるはずなのだが……無意識の中で、何か引っかかるものがあるらしい。

　とはいえ、そのことと和希が文化祭実行委員を務めることは全まつたく関かかわりないことである。

　だいたい、遅刻したのは、自分だけではないはずだ。……と、和希の視線が、事態を全く把握していない隼はや人とと宵よ々よに注がれる。

「ほら、稲荷いなりくんと篠しの田ださんは、転校してきたばかりで大変だろうからって……」

　和希の視線に気付いた千鶴が、泣きそうな顔を更に泣きそうにしながら補足する。

「ごめん……！　本当にごめんね……!!」

　謝り続ける千鶴の姿を見て、和希はこの決定が覆らないことを改めて思い知った。

「そんな……」

「かずちゃん……」

　呆ぼう然ぜんとする和希に、ようやく事態を把握したらしい隼人が、気の毒そうに声をかける。

　見渡した教室内は、委員決めなど既に忘れてしまったかのように、まるで普段通りのざわめきの中だ。

（人の気も知らないで……！）

　収まらない悔しさが、荒波のように和希の心を打った。

　和希はぎゅっと拳こぶしを握りしめると、スゥッと息を吸い込んだ。

「嫌だ！　絶対嫌だ！　やりたくない！　絶っっっ対やりたくないぃぃぃぃ!!　だって文化祭とかそういうチャラチャラしたイベント嫌いだし！　大っっっっっ嫌いだし!!　あああああもううううううう!!　ふざけんな!!　文化祭なんて滅びろ!!　消滅しろ!!」

　……などとは、勿もち論ろん言える筈はずもない。

　意味もなく吸い込んだ空気を大きな溜ため息いきに変えるのが、今の和希の精一杯だった。

「そ、それでね、実は……」

「まだ何かあるの……!?」

　千鶴の言葉に、和希の声が自然と震える。

「さっき先生から言われたんだけど、去年の実行委員の仕事が予想以上に多かったから、今年はやっぱり人数を増やすことになったらしいんだけど……」

「人数を増やす？」

　きょとんと聞き返したのは隼人だ。

「そう、本当は二人じゃなくて、三人なんだって。そのことを、ホームルームで実行委員を決めるときに伝え忘れたらしくて……」

「え？　それって……」

　和かず希きは嫌な予感がした。

「うん、だからね、実はもう一人選ばなくちゃいけないんだって」

「いや、それは……」

　……無理に決まっている。

　面倒な役回りを他人に押しつけて、今や安あん堵どの空気さえ漂っているクラスメイトたちに、「すみません、やっぱりもう一人やりたい人いませんか～？」などと声をかけろと言うのか。

　無理だ。絶対無理に決まっている。

　たとえそれが、教師の不手際だったとしても、声をかけるのが自分たちである以上、非難の視線は免れないだろう。

　いや、違う。そんなことではない。クラスメイトが特別薄情な訳ではないのだ。

　誰だれだって、雑用などやりたくはない。やらずに楽しめるのならそれに越したことはない。

　和希自身、まさか自分が実行委員をやるなんて思いもしなかった。

　もし遅刻しなければ……そのときは、誰か他ほかのクラスメイトが選ばれ、そのクラスメイトのことを気の毒だなどと思いもせず、ただぼんやりと、ホームルームの時間が過ぎ去るのを待っていただけだろう。

　きっとそれは、誰だって変わらないはずだ。

「いいよ、かずちゃん。オレやるよ」

「へ……？」

　途方に暮れる和希に声をかけたのは、やはり傍かたわらにいた幼おさな馴な染じみだった。

「オレが転校生って言っても、かずちゃんだって一年生な訳だし、実行委員が何をしなきゃいけないのか、分からないのは同じでしょ？　だったらオレにだって手伝えるよ」

「隼はや人と……」

　その申し出は、和希には何より有り難かった。

　正直に言えば、他のどのクラスメイトと組むより、隼人と組んだ方が数倍は気が楽だ。

　──しかし、

「無理だよ、隼人……」

「え!?　なんで……!?」

　断る和希に、幼馴染みはショックを受けたようだった。

「どうして、かずちゃん!?　オレ、かずちゃんの力になりたい……っ！　かずちゃんと、文化祭盛り上げたいのに……っ!!」

「わがまま言うなよ、無理なものは無理なんだ」

　分からず屋の幼馴染みを突き放すため、プイッと顔を背けた和希に、隼人が泣きそうな顔ですがりつく。

「ヤだよ、かずちゃん……！　そんなこと言わないで！　オレ頑張るから！」

「ごめん、隼はや人と……」

「そんな……なんで、かずちゃん……」

「だって」

「だって……？」

　和かず希きは、何な故ぜか千ち鶴づるが顔を真っ赤にして、自分たちのやりとりを凝視している姿を目の端に捕らえたまま言葉を続けた。

「だってお前──明日から、放課後は毎日、補習じゃん」

「!?　ほ、ほしゅう……!?」

　和希の二の腕を掴つかんだまま、隼人はその場にガックリと膝ひざを着いた。

　そう、この一見不良だが中身はわりと阿あ呆ほうな子の幼おさな馴な染じみは、勉学の方もわりと阿呆な子であった。

　和希たちの通うこの銀杏いちようヶが峰みね高校のレベルは、実はそれほど低くはない。むしろ、やや高めと言っても過言ではないだろう。

　ならば何故、阿呆な子である隼人がこの学校に転入できたのか。それは、妖よう狐こである宵よ々よの暗示の力に他ほかならない。

　であるなら、成績の方も暗示でどうにかならないのかと言えば、さすがにそれは学生の本分を怠りすぎであると宵々が許さなかった。

　ちなみに、当の宵々と、同じく妖あやかしである鈴すずは、期待を裏切らず暗示で成績を操作していた。

「うぇ～ん、補習ヤだよぉぉぉお！」

「ちょ、隼人！　離れろよ！」

「だってだって～!!」

　自分より発育が良い上に、見た目が完全に不良の幼馴染みに抱きつかれたまま泣かれるなど、完全に悪夢である。

　和希は、必死に胸元の銀髪頭を押しやった。

「ま、まあまあ、御み陰かげくん。幼馴染みなんだから、もう少しなぐさめてあげても……」

　頬ほおを赤く染めたまま、千鶴が隼人をフォローする。

　その熱っぽい視線に、和希はなんだかよく分からない圧力を感じて、何故か恐怖を覚えた。

「えっと……委員長？」

「そっかぁ……二人の間には何か特別な絆きずながあるんじゃないかって思ってたけど、そういうことだったのかぁ」

　先程までの落ち込みようはどこへ行ったのか。至極幸福そうな顔で、千ち鶴づるがしみじみ呟つぶやく。

「え？　あの……そういうことって、どういう──」

「あ！　いいの、いいの！　わたし分かってるから！」

（え、何が？）

　と、問いたい和かず希きを置いてきぼりにして、千鶴はうんうんと頷うなずいて見せた。

「離ればなれになった幼おさな馴な染じみと再会って王道だけど、外せないよね……はぁ～萌もえるわ～」

　千鶴の瞳ひとみは、完全にどこか遠くを見つめていた。彼女がその果てに何を見ていたのか……和希はあえて考えないことにした。

　和希以上に置いてきぼりを喰くらって、最も早はやポカーンとしている鈴すずに、宵よ々よがそっと「ほら、アレですわよアレ、衆道」と耳打ちしていたのは、きっと聞き間違いだろう。

「もういっそ、俺と鈴だけじゃ駄目なのかな……？　いや、やらずにすむならそれに越したことないけど……」

　むせび泣く幼馴染みをぶら下げたまま和希がぼやく。

「う～ん、それだときっと、もっと大変だよ？　やっぱり必要だと思ったから、一人増やすことにしたんだろうし……」

　和希の「やらずにすむならそれに越したことないけど」の部分をまるっと無視して、千鶴が応こたえる。

（あれあれ？　もしかしてこの娘こ、意外と図太い……？）

　と、いう疑惑が和希の中に浮かび上がったそのとき、

「あの……」

　聞こえた声は、あまりにも麗しかった。

　朗らかで清涼。鈴を転がしたようなその声の持ち主が誰だれなのか、和希は、鈴は、姿を見なくとも分かっていた。

　──榊さかき薫かおる子こ。

　鈴の前世の母。和希の想おもい人びと。そして、この学校の女神アイドルである。

　さっきまでの千鶴以上に顔を真っ赤にして固まる二人に、薫子がマイナスイオン溢あふれる微笑ほほえみで問いかける。

「文化祭実行委員がもう一人必要って本当？　そう聞こえたような気がしたんだけど……」

「え、あ、あ、あ、あ、う、うん。な？」

　もう殆ほとんど言葉と認識できない謎なぞのうめき声で、和希が傍かたわらの鈴に同意を促うながす。

「え!?　あ、あ、あ、あ、あ、う、うん。そう、みたいで……」

　こちらは、言葉と認識してもまぁ問題ない程度のうめき声で鈴が応える。

「実は、先生がホームルームのときに言い忘れちゃったらしくて……。でも、中々決まらなくて」

　そう、補足する千ち鶴づるの背中を、和かず希きと鈴すずは頼もしげに眺めた。

「ふふ、そうなの」

　そんな二人の反応が可お笑かしいのか、薫かおる子こはクスクスと笑いながら、

「それなら……私がやりましょうか？」

　いつもの麗しい声で、とんでもない爆弾を落とした。

「へ……？」

　間の抜けた声が、和希と鈴の口から同時にこぼれる。

　教室内の空気が一気に変わったのを感じながら、和希は恐る恐る聞き返した。

「えっと、榊さかきさん……今なんて──」

「ホームルームにいなかった御み陰かげくんと鈴ちゃんに、仕事を押しつけてしまったこと……ずっと気になっていたの。だから、実行委員の最後の一人、私がやってもいいかしら？」

「ええええええええええええええええええええぇぇぇぇぇぇぇっっっ!?」

　その声が、和希と鈴どちらから先に溢あふれたのか、定かではない。もしかしたら、これもまた同時だったのかもしれない。
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「──で、結局やることにしたの、実行委員？」

　つやつやとした赤い唇くちびるが、和かず希きに問いかける。

　しかし、その艶なまめかしい動きに反して、発せられる声は野太くかすれていた。

「あ、う──」

「待って。言わなくても分かってる」

　和希が頷うなずくよりも早く、やはりこちらも真っ赤なマニキュアで彩られた人差し指が、その口をそっとふさぐ。

　この、無駄に腰をくねらせながら妖よう艶えんに微笑ほほえむのは、この学校の保健医・仁に王おう丸まるだ。

　見た目は端正な美人であるが、その声と、潔いくらいに真っ平らな胸から、彼女が彼であることは明白である。

　他ほかにもう一つ付け足すことがあるとすれば、それは清白魂すずしろを狙ねらってこの学校に潜り込んだ妖あやかし・狗いぬ神がみであるということだ。

　しかし、鈴すずと清白魂をかけた勝負の際、妖よう力りよくを暴走させた和希にあっけなく倒され、以来、どういう訳かすっかり和希に懐いてしまった。

　そして今では、他の生徒たちにも親しまれ、特に一部の女子生徒からは、「恋愛相談するならニオティ」とまで噂うわさされる程である。

　放課後、女子生徒たちに囲まれながら「きゃっきゃウフフ♡」とお茶会をしている姿を、和希たちも何度か見掛けていた。

「まぁ、あのペチャパイちゃんが、あれだけ嬉うれしそうにしてればねぇ」

　呆あきれ笑いを浮かべながら仁王丸が見つめる視線の先には、ベッド横の丸椅い子すにチョコンと座った鈴が、まさに『嬉しくて嬉しくてたまらない』という表か情おで、お馴な染じみのきのこ型のチョコレート菓子を食べる姿があった。

　その近くには、羨うらやましそうにヨダレを流しながら、お菓子を見つめる着物姿の幼児が一人。妖・家や守もりである。

　家守とは、雨の日の午後などに、窓に張り付いたりしているあの小さな爬虫類トカゲだ。

　その証拠に、家守の着物の裾すそからは、その可愛かわいらしい容姿とは不釣り合いな、グロテスクにツヤツヤした尻尾しつぽがにょろりと伸びていた。

「なんじゃ、食べたいのか？」

　鈴の問いかけに、家守は期待に満ちたキラキラした瞳ひとみで応こたえる。

「ほほほ、仕方のない奴やつじゃ。ほれ」

　小型のチョコレート菓子を一つ、ヨダレを湛たたえた家守の口に放ほうり投なげた。

「あらまぁ……！」

　それを見た仁に王おう丸まるが、「まさかここまでとはね」と言わんばかりに、わざとらしく声を上げる。

　確かに、鈴すずが何の目的も利益もなく、他人に食べ物を分け与えるなど滅めつ多たにないことだ。しかも、それが大好物ともなれば尚なお更さらである。

　特に家や守もりのことは、純粋な性た質ちであるのを良いことにあの手この手で騙だましては、まるで陰陽師に仕える式神のように使役している鈴だ。その家守に、無償でお菓子をあげている。

　彼女は今、とてつもなく機嫌が良いのだった。

「全まつたく……ヤニ下がった酷ひどい顔ですこと」

　長椅い子すに腰掛けていた宵よ々よが、呆あきれ果てた様子でこぼす。

　が、その手には、こちらも好物である、たけのこ型のチョコレート菓子がしっかりと握られていた。

　隼はや人とはといえば、未いまだ「ほしゅー……ヤだよぉ……」と泣きながら、ベッドに寝転がって枕まくらの角を囓かじっている。

「ほほほ、もっと欲しいのか？　ほれ」

　だいぶ調子付いているのか、鈴は甘くて茶色いきのこをもう一つ、餌えさを待つ雛ひな鳥どりのような家守の口に放ほうり投なげる。

　さて、何な故ぜこの小柄な女子生徒が、こんなにも上機嫌なのかと言えば、それは勿もち論ろん、あの榊さかき薫かおる子こが文化祭実行委員に加わったこと以外に理由はない。

　普段はあえて厳しい表ひよう情じようを浮かべて、

『母上には必要以上近付くつもりはない』

『もし近付きすぎて、妖あやかしとの争いに巻き込んでしまったらどうする』

　などと言ってはいるが、結局のところ接点があればあっただけ嬉うれしいのである。

　その証拠に今も、

「いや、いいんかいじゃからな、仕方ない。もう決まったことじゃからな、へへ……」

　という、分かりやすい言い訳を、誰だれに聞かせるでもなくブツブツと繰り返している。

「本当、現金な奴やつだよな……」

　和かず希きの呟つぶやきが、溜ため息いきとともにこぼれる。

「貴方あなたも人のこと言えませんわよ？」

「へ……？」

　宵々の言葉に、和希は思わず自分の両りよう頬ほおを押さえた。

　指先から伝わる自分の表か情おは、確かにみっともない程ユルユルと緩ゆるんでいる。

「いや、俺は全然そんな……」

　弁解する和希の肩を、明らかに女のものではない力でガッチリと掴つかんだのは仁王丸だ。

「そんな……!?　坊やまであの清白魂すずしろの女に……!?　これって浮気!?　そうよ、浮気だわ!!　アタシという者がありながらぁぁぁあ!!」

「ううう浮気ってなんだよ!?　意味分かんねぇし……!!」

　勢い余った仁に王おう丸まるが、『抱ほう擁ようという名の絞め技』でギリギリと締め上げる。

　この無駄に力の強い女保健医──もとい男保健医──の腕から逃れるべく、和かず希きは必死に抵抗した。

「だ、だいたいっ、好きでこんなことになったわけじゃ、ないしっ……！　むしろっ……文化祭なんて嫌いだし……っ!!」

　そうだ、文化祭なんて嫌いだ。大嫌いだ。

　そもそも、大人数で何かに取り組むのが嫌いなのだ。

　楽しげに協力し合うクラスメイトたちを見ていると、自分がその輪の中に馴な染じみきれない、なんとなく浮いた存在であることを思い知らされる。

　だいたい、文化祭というものの概念コンセプトも気に入らない。『みんなで一丸となって』──などと言っても、結局、一番面倒な仕事は実行委員に押しつける。その上、ミスでもしようものならば、真っ先に責められるのも実行委員だ。

「はぁ……」

　抵抗を諦あきらめた和希の口から、また溜ため息いきがこぼれる。

「じゃあ、なんで引き受けちゃったの？　嫌なら断ればいいのに」













　憧あこがれの人の傍そばにいられるからといって、引き受けるにはリスクばかりが大きすぎる。

　薫かおる子このことを好きな生徒たちからの僻ひがみを買うかもしれない。

（でも──）

　和かず希きにはどうしても気になることがあった。

　確かめるように、もう一度、微笑ほほえむ鈴すずの横顔を振り返る。

「……！」

　やはり、その微笑みには見覚えがあった。




『ははうえー、母上！』




　同時に蘇よみがえったその声は、あまりにも無邪気だった。

　脳裏に翻ひるがえる、鮮やかな緑あお。風を受けてざわめく草原だ。

　その中を、栗くり色いろの髪をした小さな女の子が駆けていく。

　手には野花で作った冠かんむりをしっかりと握りしめ、嬉うれしそうに。

　その先には、赤い着物を着た女性が、優しい微笑みで女の子を待ち受けている。幼子と同じ栗色の髪が風に遊ばれて柔らかく流れる。

『母上！』

　母の膝ひざに抱きつく幼子の笑顔は、この上なく幸福なものだった。

『これ、母上に差し上げますっ』

　そう言って、持っていた小さな冠を差し出す。

　嬉しそうにその花輪を受け取った女性は、後ろ手に持っていたシロツメクサの冠を少女の頭にそっと飾った。

　そして抱きしめると、愛いとおしそうに何度も何度も頭を撫なでてやる。

『鈴……』

『母上、くすぐったい……！』

　恥ずかしさから、もぞもぞと動いて母の手から逃れる。

『お姫様ひいしやまのかんむりだぁ！』

　少し舌っ足らずな声を上げると、嬉しそうに飛び跳ねてみせた。

　頭の冠をおさえながら、草原を駆け回る。

　走っている途中、女の子の姿がまだ産うぶ毛げのとれない子こ狸だぬきへと変化する。

　くるりと宙返りしては子狸になり、またくるりと宙返りしては女の子になる。

『母上、ははうえー』

　何度も呼んで、女の子は嬉しそうにキャッキャと笑った。




　そうだ、あの笑顔だ。

　あの日、井守イモリの毒にうなされた鈴すずが、無意識の中で和かず希きに見せた、記憶の中のあどけない笑顔。

「断れないよな……」

　断れば、あの女の子から母親を奪うことになる。

「断れるわけ、ないじゃん……」

　和希の言葉を、その場にいる者たちがどう受け止めたのかは分からない。

　少なくとも、お菓子に夢中な鈴と家や守もりの耳には、届いてすらいないようだった。

「かずちゃん、何か大変なことあったら言ってよ。いつでも手伝うからさ」

　なんとなく深刻になった空気を打ち消すかのように、いつの間にかベッドから這はい出でた幼おさな馴な染じみが和希の傍かたわらに立つ。「補習がないときだけだけど……」と、自虐的な笑みを浮かべて、隼はや人とは目め尻じりに浮かんだ涙を拭ぬぐった。

「全まつたく……、私たちはそんなことのためにここへ来たワケじゃありませんのよ」

　隼人の背後で、その化ばけ魂たまの主あるじが非難の声を上げる。

「だって、かずちゃん困ってるのに……オレ、見過ごせないよ」

「はぁ……かずちゃん、かずちゃん、かずちゃん──もう、貴方あなたという人はいつもいつもそればっかり。一体なんの為ために私と互ご魂こんの儀ぎをしたんですの？」

「それは……！」

　マザコン夫を追い詰める嫁のような口調で、宵よ々よが隼人に畳みかける。

「あらー？　これってば、もしかして修羅場？　修羅場なの？」

　やたら楽しそうな顔をした仁に王おう丸まるが、和希の耳元で囁ささやく。

　自分が原因で喧けん嘩かをされるなど真っ平ごめんだ。和希が慌あわてて二人の間に割り入った。

「いや、あのさ、別に無理しなくても──」

「とはいえ……井守の借りがありますものね」

　慌てる和希を無視して、全く仕方ないと言わんばかりに宵々がこぼす。その声は、先程とは打って変わって、穏やかなものだった。

「宵々……！」

　感激を噛かみしめる隼人を、宵々がキッと睨にらむ。

「だからといって、勉学をおろそかにしたら──許さへんからな！」

　感情が高ぶったとき方言が出るのは、西生まれの彼女の癖くせだ。

「うん、うん……！」

　そう、何度も何度も頷うなずく幼馴染みを見つめる宵々の瞳ひとみは、出来の悪い弟を見守る姉のそれだった。




　──と、そのときだった。

　突如として降ってきたテニスボール大の何かが、きれいな放物線を描えがいて鈴すずの頭に、コツンと命中したのだ。

「！　なんじゃっ!?」

　──ぽんっ！　お菓子に夢中になってすっかり油断していた鈴の身体からだが、驚きのあまり小さな豆まめ狸だぬきへと姿を変える。

　てんてんと二回バウンドして床に転がったそれは、破いたノートを丸めた紙くずだった。

「なぁに、これ？」

「紙くず……ですわね」

　床に落ちたそれを、しげしげと覗のぞき込こむ。

「なんでこんなものが急に……？」

　和かず希きが、何気なくその紙くずに手を伸ばした瞬間、小さなつむじ風のようなものが、すごい速さで目の前を横切り、紙くずを奪い去っていった。

「!?」

「待てぃっ！」

　和希の背後から、猛スピードで飛び出してきた豆狸が白い薬品棚ドクターズラツクの陰に飛び込もうとしたそのつむじ風に体当たりした。

「チー！」響いた声にならない悲鳴は、どこかで聞いたことがあった。

　その場にいた者たちが、ハッと尻尾しつぽの生えた幼子を見る。

　その視線を浴びてきょとんとしているのは、先程まで鈴とお菓子を分け合っていた家や守もりだ。

「ミー？」という声にならない声を上げて、不思議そうに小首をかしげる家守の姿に、一同はまたハッとつむじ風だったものへと視線を戻した。

　毛玉の鈴に押さえ込まれ、「チーチー！」と暴れるそれは、家守によく似た幼子姿の妖あやかしだった。

「家守の兄弟……じゃないよな？」

　和希の言葉に、家守が「ミーィ」としきりに首を振る。

　よく見れば、少しばかり外見が違う。着物の裾すそから大きく伸びたその尻尾の形は同じだが、その表皮は、家守のそれより更にツヤツヤと瑞みず々みずしい。

　家守は大きな帯の可愛かわいらしい着物姿だが、こちらが着ているのはまるで雛ひな飾かざりの童子のようだ。髪型もそれに合わせて、所謂いわゆるみずらのように結ってある。

　しかし今は、そんな愛らしい髪を振り乱し、鈴の下でジタバタと暴れている。

「暴れるな！　なんじゃこやつ、どこの小こ童わつぱじゃ!?」

　もこもこした小さな手足を一生懸命駆使して、鈴は自分よりも大きな幼子を宥なだめようと必死だ。

「ええい！　暴れるな！　暴れるなというに!!」

　そんな鈴すずの苦労など知ってか知らずか、傍かたわらでは家や守もりが、自分に良く似た幼子の尻尾しつぽを、珍しそうにツンツンとつっついていた。

　幼子と家守、とっしり並んだ二本の尻尾が妙に愛らしい。

　ふと和かず希きは、幼子の尻尾が家守の尻尾に比べて赤いことに気がついた。尻尾の内側、腹から先にかけて鮮やかに赤い。

（赤い……？）

「まさか……」

　その色に、和希は見覚えがあった。脳裏に、妖あやかしに呪われ、皮膚から毒を放つようになった水泳部員の姿が過よぎる。彼の腹もまた、染め抜いたように真っ赤であった。

「井守イモリ……？」

　その場にいた者たち全員が、ギョッと幼子を見る。

「まさかお前……井守、なのか？」

「井守って……！」

『井守』──水の中に住み、腹が赤く毒を纏まとった妖。

　数週間前、委員長・秋あき田た千ち鶴づるに取とり憑つき利用して、鈴の母の生まれ変わりである榊さかき薫かおる子この魂たましいを喰くらおうとした張本人だ。













「なんでここに──」

　和かず希きが言い終わらないうちに、一瞬の隙すきを突いた井守イモリが、獣の鈴すずを押しのけて一目散にドアへと走る。

　が、咄とつ嗟さに手を伸ばした隼はや人とが、井守の小さな身体からだをヒョイと抱え上げた。

「つっかまえたー☆」

「うおりゃああああああああああああああああああっ！」

　隼人の得意げな声と、鈴の勇ましい雄お叫たけびとが聞こえたのは、ほぼ同時のことだった。

　次の瞬間、弾丸のような速さの毛玉が、隼人の抱える井守めがけて突っ込む。

「ぐぇふっ……！」

　しかし、不幸にも、毛玉の回転頭突きを食らったのは隼人だった。

　すんでのところで攻撃をかわした井守が、いもいもと窓ガラスに張り付いている。

「チッ、はずしたか……」

　シタッと四つ足で床に着地した鈴が、忌いま々いましげに吐き捨てる。

　傍かたわらでは、膝ひざから崩れ落ちた隼人が鳩尾みぞおちを押さえてうずくまっていた。

「キャー！　隼人！」

「だ、大丈夫か隼人……？」

　駆け寄った宵よ々よと和希が見たのは、本日何度目かの泣きを見せる残念なイケメンの姿だった。

「うう……っ。だいじょう……ばない……だいじょうばないよ、かずちゃん……」

　以前、鈴の蹴けりを頬ほおに食らったことがある和希には、その辛つらさが十二分に想像できた。

　あの毛玉……もとい鈴は、小柄な外見に反して、思いの外力が強い。『もう少し下』にあたらなかったのは、不幸中の幸いと言えるだろう。

「ちょっと鈴！　あんた、なにしてくれんねん！　どういうつもり!?」

　非難の声を上げた宵々に、鈴は毛むくじゃらの小さな肩を「ヘッ」と、すくめてみせた。

「この程度をよけられないとは、さぞかし化ばけ魂たまの主あるじが弱いと見える」

「なんやて！」

「はいはいストップぅ～！　今はそれどこじゃないでしょ！」

　と、平らなヒップをくねらせて仁に王おう丸まるが割り込む。

　さて、井守はといえば、窓ガラスから薬品棚ドクターズラツクの裏に移動し、大きな黒い瞳ひとみをきょろきょろさせて、こちらの様子をじっと窺うかがっていた。

「おい、お前本当に井守なのか……？」

　和希は恐る恐る問いかけた。

　幼子はぷるぷると震えるばかりで返事をしない。怯おびえているのか、自分の尻尾しつぽをぎゅっと抱きしめている。

「井守イモリ……なんだよな？」

　もう一度問いかけると、ようやくコクンと頷うなずいてみせた。

　その様子が、なんだか無性に庇ひ護ご欲をそそる。和かず希きは、自分の胸がきゅうと苦しくなるのを感じた。

　そんな和希を差し置いて、鈴すずがダッと井守に詰め寄る。

　小さな前足で井守の着物をギッチリ掴つかむと、まるで貯金箱の底から小銭を取り出すかのようにガクガクと揺らしはじめた。

「井守！　そなた何をしにここへきた！」

　小さな手足をぶらぶらさせながら、井守が目を白黒させる。

「あのとき命を助けてやったというのに……！　性しよう懲こりもなくまた母上の魂たましいを狙ねらいに来たのか!?　えぇ!?　どうなんじゃ!?」

　井守の首は可哀かわい想そうな程ガクガクと揺れて、これでは頷いているのか横に振っているのかも分からない。

　鈴のあまりの勢いに怯おびえたのか、家や守もりが隼はや人との学ランの裾すそをギュッと握るのが、和希の目の端に映る。

「ちょっとペチャパイちゃん、そろそろ……」

　やや引き気味の仁に王おう丸まるが、恐る恐る助け船を出す。

「いい加減にしないと、その妖あやかしまた──」

　死にかけちゃうわよ──と、言い終わらないうちに、和希の身体からだは無意識に動いていた。

「かかかかか、かわいそうだろうがあぁぁ！」

　叫びながら、和希は鈴から井守の小さな身体をもぎ取る。

「こんな小さい子に乱暴するなよ！　かか、可哀想だろうが！」

「かずちゃん……？」

「ぼ、坊や……？」

　その場にいる者全員が、呆あつ気けにとられた表ひよう情じようで和希を見つめる。その視線に、和希はハッと我に返った。

「いや、その……！」

　突然、普段無い行動力を見せたことが恥ずかしくなる。気き不ま味ずさから逃げるように、抱いている井守の背中をポンポンと叩たたく。

「いや、その……こんなに小さくなっちゃったんだからさ──」

「小さいからなんじゃ……っ！」

　井守よりも更に小さな姿の毛玉が、うめき声を上げる。

「小さいから可哀想じゃと？　可哀想なわけがあるか！　こいつは……井守は、母上の命を狙ねらっていたのだぞ！」

　ムキーッと言わんばかりに、小さな足で地じ団だん駄だを踏む。もこもこの尻尾しつぽが床を打って、テシテシと音を立てた。

「そ、それはそうだけど……」

　和かず希きは腕の中の井守イモリを改めて見た。

　シュン……という擬態語があまりに似合う風体に、和希の胸はまた締め付けられる。

「だけど、もう井守に妖よう力りよくなんてないし、こんなに小さいのに……！」

「小さければ安全という訳ではないわ！　子供のような姿に化けて、こちらの隙すきを狙っているかもしれんじゃろうが！」

「いや、でも……」

「でももへったくれもないわ！　和希、さっさとそやつをこちらに渡せ！　何が目的なのか吐かせてやる……！」

　もこもこの隙すき間まから、ギラリと金色の目が光る。

　その眼力にあてられたのか、井守は今までで一番の大暴れっぷりを披露すると、怯ひるんだ和希の腕をすり抜けた。

「あ！」

　そして、目にもとまらぬ速さで足下をすり抜け、保健室から逃げ出してしまった。

「家や守もり、追え！」

　呆ぼう然ぜんとする和希を尻しり目めに、鈴すずがすかさず叫ぶ。

　隼はや人との陰に隠れていた家守は、突然の指示にビクンと背筋を伸ばすと、こちらも素早い動きで井守の後を追い保健室を後にした。

「──ったく、油断も隙もないわ」

　吐き捨てると、ぽん！　と風を巻き起こして、少女の姿へと戻ってみせた。気け怠だるそうに、首をコキコキと鳴らす。

「ねぇ、ちょっと可哀かわい想そうだったんじゃない？　あんなに小さくなっちゃって……妖力なんて殆ほとんどなかったじゃない」

　和希の気持ちを代弁するかのように、仁に王おう丸まるが口を開く。

「またいつ性しよう懲こりもなく姿をみせるか分からんからな。あの位は脅さんと」

「でもねぇ、あんな姿で何が出来るわけじゃないし……」

「まぁ、この件に関して、私は鈴と同意見ですわ」

　しゃがみ込む隼人を介抱しながら、宵よ々よが珍しく鈴に同調する。

「小さくたって妖あやかしは妖ですもの。用心するに越したことはありませんわ」

「………」

　そう、なのかもしれない。

　この少女の姿をした二匹の妖あやかしは、和かず希きには計り知れない程多くの妖を見てきているのだ。なんの根拠も無しに主張している訳ではないだろう。

　と、頭で分かっていても、打ちのめされた井守イモリの表か情おが瞼まぶたの裏でちらつく。

　あの表ひよう情じようには、なんとなく見覚えがあった。

（なんだっけ……？）

　和希の思考を遮さえぎるかのように、鼻先ににゅっと白い手が差し出される。

「ん！」

「……なんだよ？」

「一暴れしたら腹が減ったのだ。さっさと出せ」

　和希は盛大な溜ため息いきを吐つくと、ポケットから新しいきのこ型のチョコレート菓子──お徳用小分けパック──を取り出して、半ば諦あきらめ気味にポイと投げた。







　　第二章　聞きこえる






　さて、『後の祭』とはよく言ったもので、和かず希きは早速、自分の引き受けた仕事を後悔していた。

　静まりかえった視聴覚室には、各学年、各クラスの文化祭実行委員が集められている。これから、文化祭実行委員の総会が行われるのだ。

　席に着いた和希は居心地悪そうに、周囲を見渡した。

　床にすり鉢状の傾斜が付けられた視聴覚室は、どの席に座っても教卓の様子がしっかりと確認できる。それはつまり、どの席に座っても逃げ場がないということだ。普段の教室でも、移動教室でも、目立たない最後尾を死守してきた和希である。この状況は、まず間違いなく地獄であった。

　唯一の清涼剤といえば、自分の隣に座ってニコニコと微笑ほほえんでいる薫かおる子この存在だろうか。

　しかし、今は、その薫子に向ける生徒たちの視線が、隣に座る自分にまで飛び火して、いたたまれないことこの上ない。

（やっぱり、引き受けるんじゃなかった……）

　薫子の左隣の鈴すずに目を向けると、周囲の視線などものともせずに、ぽやややんとした笑顔で薫子を見つめている。なんだか憎たらしい。

　けれどその表ひよう情じようを見ていると、逃げ出したくなっている自分に罪悪感を覚えるのも事実だ。

　総会の開始時間は五分後。

　和希はおもむろに席を立つと、周囲の視線から逃げるように視聴覚室を後にした。

　人気のない廊下の冷えた空気が心地良い。

　ひとまず開始までここで時間を潰つぶそう。和希は壁からせり出した柱の陰にそっと寄りかかった。




「別に、たいしたことないと思うんだけど？」

「へ……？」

　突然聞こえた声は、やや高く、それでいて少し甘ったるかった。

　恐る恐る声のした方向へと首を向ける。和希の右隣、驚く程近い位置に、その女子生徒は佇たたずんでいた。

　すらりとのびた長い足。細い手首に華きや奢しやな肩。染めたのだろうか、明るい蜜み柑かん色の髪は、長く緩ゆるやかなウェーブを描えがいている。ふんわりとした前髪の下から覗のぞく瞳ひとみには、イマドキの女子高生らしく化粧が施され、大きな瞳を更に印象的に見せていた。

「ぜんっぜん、たいしたことないし」

「え……？　は……？」

　全まつたく脈絡のない問いに、和希は困惑することしか出来なかった。

「ってか、ぶっちゃけみかりの方が可愛かわいいと思うんだけどー」

「いや……なにが……？　ってか、み、みかりって……？」

「みかりはみかりでしょ！　もう、信じらんないっ」

　女子生徒の指が形の良い自分の胸元を指さす。和かず希きはようやく、彼女の言う『みかり』が、彼女自身の名前なのだと気付いた。

「あ、あの……？」

「だぁかぁらぁ！　榊さかき薫かおる子こより、みかりの方が絶対可愛いと思うんだけど！」

「え、それはない」

　思わず飛び出した素の返しに、和希はしまったと自分の口を押さえた。

　まさか否定されるとは思っていなかったのだろう。虚を突かれたような顔をしていた女子生徒が、みるみる眉まゆを吊つり上あげていく。

「はあぁぁぁ!?　どこが!?　どこがみかりより可愛いわけ!?」

「どこって言われても……」

　そもそも薫子と彼女みかりではジャンルが違う。

　薫子が見る者全すべてを癒いやす正統派な可愛さだとすれば、みかりの魅力は少し棘とげのある小悪魔的なところ、とでもいうのだろうか。

　美少女であることに間違いはないのだが、隣に並ぶと少しだけダメージを受けそうな、そんな印象がある。













「はあ……ありえないし……絶対にみかりの方が可愛かわいいし……」

　イライラを隠しきれないみかりが、ネイルアートの施され、やたらキラキラした爪つめを噛かむ。世の中の男の過半数以上が、過剰に飾り立てた爪を嫌うことなど、きっと彼女は想像もしていないだろう。

　もし、真実を知ったとしても、

『べ、別に男子の為ためにネイルしてるわけじゃないしぃ！　みかりはみかりのために可愛くしてるんだしぃ！』

　と、ムキになるに違いない。

　それはそれで可愛らしいが──男の求める『可愛さ』とは、やや違う場所に位置づけられるのだ。

「おい、何をしておる？」

　いつまでも戻ってこない和かず希きを捜して、鈴すずが柱の陰から顔を出す。

「あ、ちょっと外の空気を吸いに」

「ふーん、そろそろ始まるようだぞ」

「うん、今戻る」

「……ところで、その女おな子ごは誰だれじゃ？」

　訝いぶかしげな顔で、鈴がみかりを見上げる。

「ってか、本当ありえない！　みかりは、一年Ａ組の淵ふちノの瀬せみかり。隣のクラスなんですけど！」

　ムッとした表か情おで答えるみかりに、鈴が「こんなヤツおったかいな？」と呟つぶやく。

「失礼だろ」とツッコミつつ、和希も内心首をひねっていた。Ａ組に、こんなに目立つ生徒がいただろうか。

　とはいえ、普段から他人と深く関かかわらず、関心を持たずにきた和希である。

　もし、Ａ組の他ほかの生徒の顔が浮かぶかと問われても、きっと一人も浮かばないだろう。結局、覚えていないのは、みかりに限った話ではないのだ。

「とにかく、この学校で一番可愛くてモテるのはみかりだから！　これさえ覚えてくれればいいから！」

　反応の薄い和希と鈴に業を煮やしたみかりが、仁王立ちで宣言する。

「はああああぁぁぁああ!?」

　対して、地の底から唸うなるような声で、異を唱えたのは鈴だ。

「何を言っておるか！　そなたのようなチャラチャラした女に、あの方が負ける筈はずなかろう!!」

「だって、絶対みかりの方が痩やせてるし！　足だって長いし!!」

「はぁあ？　そんなのガリガリなだけじゃ！　そなたは畑のカカシか！」

「ありえない!!　チビだからって妬ねたまないでくんない!?」

　結末の見えない応酬が廊下に響き渡る。

　まずい……そう思ったときには、もう遅かった。二人の怒声を聞きつけたのか、視聴覚室に集まっていた生徒たちが、続々と廊下にあふれ出す。

　それを知ってか知らずか、ことさら大きな声で、みかりが叫ぶ。

「誰だれがなんと言おうと、みかりは榊さかき薫かおる子こより可愛かわいいんですぅっ!!」




「あらあら」




　──その声は、あまりにも朗らかだった。

　一片の悪意も嫌いや味みもない、あまりに清涼でそれでいて柔にゆう和わな、普段通りの彼女の声だった。

「……！」

　気き不ま味ずそうに振り返ったみかりに、薫子はいつもと変わらない優しい微笑ほほえみで応こたえた。

「なんだかよく分からないけど、私も貴女あなたのことすごく可愛いと思うわ。モデルさんみたい。足も長いし……」

「[image: ][image: ]っ!!」

　返された誉ほめ言葉に、みかりはますます面食らったようだった。

「目も大きくて、羨うらやましいわ。肌も白くてキレイだし……」

「もういいっ！」

　言葉を遮さえぎると、みかりはドカドカと足音大きく視聴覚室へと戻っていった。

　同時に、野や次じ馬うまをしていた生徒たちも、コソコソと囁ささやきあいながら戻っていく。

「あやつも同じ、ぶんかさいじっこおいいんなのか……？」

　みかりの入ったドアを睨にらみつけて、鈴すずが呟つぶやく。

「みたいだな」




　その後、和かず希きの予想に反して、総会中のみかりは大人しかった。

　改めて見れば、しとやかな薫子とは別ジャンルの美少女であることに間違いはない。

　明るく染めた髪も、最近の流行通りにメイクされた目元も決してけばけばしくはない。むしろ、ハッキリしたみかりの顔立ちをより際立たせている。

　ただ……その強すぎる自己顕示欲と自意識過剰な性格が、顔に出てしまっているのか、男子生徒たちの反応は正直芳かんばしくなかった。

　良く言えばオシャレに敏感なイマドキの美少女。悪く言えば、モテをやや勘違いした残念な美少女だろう。

　どちらにしろ、みかりが美少女であることにかわりはないのだが。
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「みかりさん、だったかしら？　本当に可愛かわいい子だったわねぇ」

　夕暮れの帰り道、何も知らない薫かおる子こがしみじみと呟つぶやく。

「はは……」

　真っ赤な顔で応こたえない鈴すずに代わって、和かず希きが曖あい昧まいに頷うなずく。

　文化祭までは、こうして一緒に帰る機会が増えるだろう。

「スタイルも良くて、ハキハキしていて……私、見とれちゃった」

　全まつたく悪意のない言葉だからこそ、異議を唱えることが出来ない。

　鈴に至っては、これでもかという程頬ほおをふくらませて、『母上の方が可愛い！　そうに決まってる！』と、言わんばかりの表か情おをしている。

「ねぇ、みかりちゃん可愛いわよね。御み陰かげくんも、そう思わない？　男子から見て、ああいう子ってやっぱり魅力的よね？」

「いやぁ……ははは」

　同意などしようものなら、隣の化ばけ狸たぬきから光の速さの蹴けりが飛んでくるだろう。

「さぁ……、俺にはよく分からないかなぁ、そういうの……」

　適当に言葉を濁した和希を、鈴がギロリと睨にらむ。

　顔に『もっと気の利いたこと言えよ、この小こ童わつぱが！』と書いてあるのが、ハッキリと見て取れた。

（どうしろっていうんだよ……！）

　抗議の視線を向ける和希に、鈴が栗くり色いろのままの瞳ひとみをギラリと光らせる。

（色々あるじゃろ！　気が利かんな！）

（じゃあ、自分で言えよ！）

（なんじゃと、生意気なっ！）

　そのとき、

「ぷっちゅん！」

　突然、隣から小さな破裂音くしやみが響く。

「ふふ……ごめんなさい。今日、上着忘れちゃって」

　赤くなった鼻を押さえ、照れ笑いを浮かべる薫子の姿に、和希と鈴の頬の表面温度は一気に三度上昇した。

「この間まで暑かったのに、あっという間に寒くなるんだもの。やんなっちゃう」

　そう言って、冷たくなった指先を擦こすり合あわせ、「はぁ」と息を吐きかける。

（わああああああああ!!）

　声にならない雄お叫たけびを上げたのは、鈴すずも和かず希きもほぼ同時だった。

　わたわたと不自然な動きで慌あわてると、和希は自動販売機に走り、鈴は慌てて着ていたカーディガンを脱いだ。そして、

「これ！　どーぞ!!」

　と、温かいミルクティーの缶と、脱ぎたてホカホカのカーディガンを、同時に薫かおる子こに差し出す。

「え……でも……！」

　まさかクシャミ一つで、ここまでされるなど思いもしなかったのだろう。

「だ、大丈夫よ、そんなにしてもらったら悪いわ」

「いいんです！」

　薫子の言葉を遮さえぎるように、鈴が真っ赤な顔でカーディガンを差し出す。

「でも……」

「いいんです！」

「……！」

　引き下がらない鈴に、何かを感じ取ったのだろうか。

　薫子は黙って鈴のカーディガンを受け取ると、静かに羽織った。首筋から払った髪が夕日に照らされキラキラ輝く。

　鈴が着ても袖そでが余るカーディガンは、薫子が着てもやはり少しだけ大きかった。

　しかし、その感触を味わうかのように、少しだけ覗のぞいた指先でカーディガンの胸元をギュッと掻かき寄よせる。

「あったかい……ありがとう、鈴ちゃん」

　それは、いつも以上に柔らかい笑みだった。

「……っ！」

　うつむいて首を振る少女の首筋も、夕日に染められ真っ赤に染まっている。

「ほら」

　と、和希は行き場を失ったミルクティーを、うつむく顔の前に差し出した。

「ん……」

　黙って受け取った少女の手が、微かすかに震えていることに気付く。

　和希は、こぼした笑みに気付かれないよう、そっと顔をそらした。

　そのとき、ふいに、ポケットの中のスマホが震える。





　to:カズキ



　from：はーくん

　件名：Re:Re:Re:Re:Re:だるいー

　本文：委員会どうだった？





（どうだった、か……）

　突然現れた女子生徒、淵ふちノの瀬せみかり。彼女には何か、台風の目のような、周りを巻き込む素質がある気がした。

　あの分では、これから先もずっと、薫かおる子こに絡んでくるだろう。

　きっと面倒なことになる。それだけはハッキリと分かっていた。

　でも──、

　落ちかけた夕日が、通学路をぼんやりとした橙だいだい色いろに、そして少し遠くの風景を悲しい紫色に染める。

　和かず希きは、薫子と鈴すずが並んで歩くのを少し後ろから眺めていた。

　夕日に照らされた鈴の頬ほおは赤く、本当に紅潮しているのか、夕日の所せ為いなのかが分からなかった。きっと、その両方の所為なのかもしれない。

　にこにこと鈴に話を促うながす薫子。つっかえつっかえになりながら、一生懸命、そして心底嬉うれしそうに話す鈴。そんな二人の横顔を見ていると、面倒くさいという気持ちが、なんとなく和らいでいくのを感じた。それでも、完全に消えはしないのだが。

　ときどき、薫子が少しだけ長いカーディガンの袖そでを指先で遊ぶようにつまむ。

（あれ……？）

　ふと和希は、鈴が薫子に貸したカーディガンが、そもそも自分の持ち物だということに気付いた。その瞬間、頬が一気に熱くなる。

「……っ!!」

　思わず足を止めた和希を、鈴と薫子が振り返る。

「和希？」

「どうしたの、御み陰かげくん？」

「あ、いや、あの……」

　そのときだった。




　──がちゃんっ。




　こちらを振り返った薫子の背後で、突然鈍い音が響く。

　勢いよく飛び散った土が、三人の足下を汚し、大きな土つち溜だまりを作った。

「土……？」

　そう、土だった。

　そこには、植木鉢が一つ、アスファルトの上で無残に砕け散っていた。

「……!?」

　慌あわてて、落ちてきただろう上を仰ぎ見る。

　古いマンションの通路に、サッと身をかがませる人影を見たような気がした。
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　──それから三日。

　薫かおる子こが無傷でいられるのは殆ほとんど奇跡だと思う程、彼女の身は危険にさらされていた。

　──割れる窓ガラス。

　──階段の踊り場から薫子めがけて落ちる段ボール。

　──崩れ落ちる本棚。

　細かいことを上げればきりがない。

　その度、傍そばにいる和かず希きや鈴すずが、薫子に分からないよう事態を収めた。

　苦ではなかった。むしろ、同じ仕事をしている分、普段よりも素早く動くことが出来たのは、不幸中の幸いだろう。

　犯人の正体は、依然つかめないままだ。

　一つ一つのダメージは小さい。けれど、もしあたってしまったら確実に怪け我がをする。そんなじわりとこみ上げる、不気味な恐怖だった。

「絶対に捕まえる……！」

　黄金こがね色の瞳ひとみをギラギラとさせて、鈴が崩れた本棚を見つめる。堪こらえきれない怒りを抑える為ためか、親指の爪つめをギリリと噛かんでいた。

「こんな薄気味悪いやり方、今まであったのか？」

「いや……」

　栗くり色いろに戻った瞳が、少し考えるように遠くを見る。微かすかに揺らいだその視線には、戸惑いの色が見えた。

　──五百年だ。

　この半はん妖ようの少女が、母の魂たましいを守り続けて五百年。気の遠くなる程多くの妖あやかしと戦ったはずの彼女が戸惑っている。

　実害が出ないうちに手を打たねばならない。けれど、何をどうすれば捕まえることが出来るのか、今の和希と鈴には、見当も付かなかった。




　同時に、慣れない文化祭実行委員の仕事が和希を苦しめた。

　和かず希きは普段、率先して何かを手伝うことは誰だれよりも避けていた。手伝うことによって周りの足を引っ張ったり、逆に手間をかけさせてしまうのではないか、という不安がついて回るからだ。

　そんな自分が、今はクラス代表の実行委員。……考えられない。

（考えたくない……）

　和希は小さく溜ため息いきを吐つくと、諦あきらめたように、黒板の文字を書き写す作業に没頭した。

「えー、では、私たちのクラスの催し物は、『猫耳喫茶』ということで良いかしら？」

　教壇に立つ薫かおる子こが、朗らかな声をクラスメイトに投げかける。

　返事の代わりに上がった大きな歓声を受けて、隣に立つ鈴すずが、ピンク色のチョークで『猫耳喫茶』の文字を囲む。

　黒板には他ほかに『ドキ☆猫耳だらけのお化け屋敷』や『猫耳写真館』などの文字が並んでいた。

（どんだけ猫耳好きなんだよ……）

　というツッコミが、喉のど元もとまでせり上がる。

　猫耳と言われれば、マニアックでちょっぴりエッチな猫娘が思い浮かぶところだが、最近の猫耳にも革命が起きているらしい。

　歌手やタレント、ファッションモデルがヘアアクセサリーとして次々に猫耳を愛用し、今やすっかりオシャレシンボルなのだという。

　女子生徒たちは「可愛かわいい可愛い」騒いでいるが、和希には、新旧両者の違いがちっとも分からなかった。きっと、他の男子生徒たちも同じことを考えているに違いない。

　ちなみに、前述の『お化け屋敷』は猫娘だけでは全まつたく怖くないという理由で、『写真館』は撮影する側が猫耳でも全く面白くないという理由で、あえなく却下された。

「というわけで、『猫耳喫茶』に決定しました～。これから準備頑張りましょうね！」

　薫子の呼びかけに、クラスメイトたちがまた歓声を返す。

　その喧けん噪そうに紛まぎれて隣席から、

「猫耳かぁ……かずちゃん似合いそうだね！」

　という、全く意味の分からない幼おさな馴な染じみの声が聞こえてきたが、勿もち論ろんキレイさっぱり無視した。




　出し物が決まればとりあえず一段落──と思っていたが、慌あわただしさは依然として変わらなかった。

　予算の管理は勿論、各種必要書類の手続き、文化祭までの準備のスケジュール割り、その他諸もろ々もろ々もろ々もろ々もろ々もろ……全すべてが和希たち三人の肩にのしかかってきたのである。

　はじめは、役割分担を決めて三人で同じだけの仕事量をこなしてきたが、作業がややこしくなればなるほど、和かず希きと鈴すずには円滑に回せなくなった。

　文化祭を経験したことのない鈴ならともかく、これまで何度か文化祭を経験してきた自分がこんな風にうまく出来ないとは。情けなさが思考をストップさせて、ますますつまらないミスをする。

　そんなとき、手を差し伸べるのは、決まって薫かおる子こだった。

「気にしなくていいのよ」

　いつもと同じように、微み塵じんの嫌いや味みも悪意もなく、薫子が微笑ほほえむ。

「分からないことなんて、誰だれでもあるもの。私だってこの前、御み陰かげくんに手伝ってもらったじゃない」

　手伝ったと言っても、確か、固く閉じたペンのキャップが開かないとかそんなことだったような気がする。

「すごく助かったのよ。あのペンがないと、喫茶店のメニューだって書けなかったし」

　気を遣つかって言ってくれているのではない。心からそう思っている。

　それが、榊さかき薫子という人物なのだ。




「偽善者」

　そう言い切って、みかりは蜜み柑かん色の髪を一房つまんだ。

　廊下の壁に寄りかかり、長い足を無造作に交差させて、手持ちぶさたに枝毛を探してる姿は、さながらファッション雑誌の一ページのようだ。

「誰にでも良い子ちゃんって、うさんくさい。偽善者じゃん」

　ちまちまと毛先をいじりながら、みかりは覚え立ての言葉を使いたがる子供のように繰り返した。

　和希は十数メートル先を歩く、鈴と薫子の背中をハラハラと見た。

　薫子と紙の束を分け合って歩く鈴のスピードが、あるいはもう少しだけ遅かったら、まず間違いなく廊下は激しい戦場へと姿を変えていただろう。

「ねぇ、アンタもそう思うでしょ？」

　決めつけるように問われて、和希は思わず眉まゆを顰しかめた。

「別に俺は……」

「ウッソ！　じゃあアンタもあの良くわかんない榊薫子信者の一人なんだ？」

「なんだそれ」

　今度はハッキリと不機嫌になる。

「だって、この学校の生徒たちってみーんな、榊薫子のことが好きじゃない。みんなみんな、馬ば鹿かみたいに誉ほめまくって、馬鹿みたいに優しくしてさ。悪く言うヤツなんて誰もいないの。これってどういうことか分かる？」

「どういうことって──」

「異常ってこと。こんなの絶対変！」

　そう言って、みかりは形の良い頬ほおをぷっくりと膨ふくらました。

「みかりの方が、絶対可愛かわいいのに……」

　すぼませた口でもごもごと呟つぶやく姿は、まるで大きな幼児だ。

　選ぶ言葉の辛しん辣らつさと、その行動や立ち居振る舞いの子供っぽさがアンバランスで、和かず希きは妙な気持ちになった。

「可愛いとか可愛くないとかじゃなくて、優しいからだろ。誰だれに対しても親切で、公平で……」

「優しいなんて、ウッソ！　優しくすれば、みんながヘコヘコするからでしょ。だから優しくするんだもん」

「……優しくして、優しくされて、それで何が問題なんだよ。普通のことだろ」

「だって、みかりにはみんな優しくしてくれない……！　優しいときもあるけど、優しくないときもあるし……！」

「だから言ってるじゃん。優しくしないと優しくしてくれないって──」

　その瞬間、「あれ？」と、和希は、目の前にいる女子生徒の顔をまじまじと見つめた。

　他ほかの誰かと話しているような、なんだか妙な気持ちになるのは、彼女が彼の幼おさな馴な染じみに良く似ているからだと気付いた。

　ということは……と、今度はやや同情の面持ちで彼女を見つめた。

　そうか。この子も、ちょっと阿あ呆ほうな子なのか。そんな和希の視線に気付いたのか、みかりが「むぅ？」と、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「なんか、みかり今、バカにされてるような気がする……？」

「え？　あ、いや。そんなことは……」

　しかし、そうと分かれば一気に親しみが湧わく。

「……とりあえず、飴あめでも食う？」

　そう言ってポケットの中の温ぬるくなった飴を差し出す和希を、みかりは憎々しげに睨にらみ付けた。

「やっぱりバカにしてる！　もう知らない!!」

　叫んで、和希の手のひらの小さな包みを掻かっ攫さらう。

「ふんっ！」

　蜜み柑かん色の髪がふわりとなびいて、隣のクラスへと吸い込まれていく。

「貰もらうんだ……」

　妙に画えになるその後ろ姿に、和希は呆あきれ笑いを隠せなかった。
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　早起きは三文の得──という言葉は、元々充分に早起きをしている人間には当てはまらない。むしろ、いつも以上の早起きは損だとさえ、近ちか頃ごろの和かず希きは思っていた。

　なにも、文化祭の準備の為ために一時間早く登校しているのは彼だけではない。和希自身、早起きが苦手というわけでは決してない。

　では、何な故ぜこのような考えに至ったのか。

　それには、この物置部屋の隣、元・和希の自室をすっかり我が物顔で使っている少女・間ま宮みや鈴すずが大きく関かかわっている。

　何しろこの少女、朝にめっぽう弱い。

「起きろ」と声をかけてすんなり起きたことは、これまで一度もない。どうにか目を覚まさせる為、試した方法は五十六手。勿もち論ろんどれも成功することはなかった。

　では、どうやって起こしているのか。

　……実は『朝起こすこと』自体を、諦あきらめたのである。

　無む理り矢や理りな同居と同時に、すっかり奪われた自室とベッド。そのベッドの上で、和希から巻き上げたお菓子を貪むさぼる妖あやかしに、こう宣言した。

「頼むから、寝るときは毛玉の姿になってくれ」

　和希の母親は、妙に感の良い気質だが、さすがに寝ているときまでそうとはいかない。

　息子になら無遠慮な振る舞いもするが、よっぽどのことがない限り、親しん戚せきからお預かりしている大切な娘さん──と、いう暗示がかけられている──の部屋に勝手に入ることもなかった。

　という訳で、和希は毎朝一時間早く身支度を調えると、眠ったままの毛玉を布団から引きずり出し、襟えり巻きの要領で首に巻いて登校することにしたのである。

　元は秋の肌寒さに震える鈴が、温ぬくもりを求めて和希の首に飛びついたのが始まりであったが、今となってはすっかり習慣になりつつある。

　むしろ、寝ぼけたままの人間を連れ歩くよりずっと楽だった。車に轢ひかれる心配も、動かなくなった身体からだを引きずる体力も必要ない。

　そして何より、温かい。

　昼間よりも、ぐんと冷える秋の早朝にはぴったりの防寒だった。




「かずちゃん、これって何メートル作るんだっけ？」

　ホチキスを無意味にカチカチ鳴らしながら、隼はや人とが問いかける。

「えっと、確か二十五メート……」

　応こたえながら振り返った和希の目に飛び込んできたのは、身体中に紙テープの鎖を絡みつけた幼おさな馴な染じみの姿だった。

「……何やってんの、お前」

「夢中で作ってたらこうなっちゃったんだよねぇ」

　えへへ……と頬ほおを掻かくその姿は、まるで、鎖で縛られた堕天使のようだ。流石さすが美形、無駄に美しい。

　隣の机では、模擬店広告用のポスターを描かいていた千ち鶴づるが、まさに『ポ～』っとした顔で、カラフルな鎖をぶら下げた堕天使を見つめる。

「……鼻の下が伸びてますわよ」

「え……？　あっ、いえ、あの、あぁっ!!」

　同じ机で作業していた宵よ々よに釘くぎを刺され、我に返った千鶴がペンケースの中身を床にぶちまけた。

「ちょ、大丈夫、委員長？」

　慌あわてて駆け寄る和かず希きの目に飛び込んできたのは、机の上に広げられた二枚のポスターだ。一枚は千鶴が、そしてもう一枚は、宵々が描いたもの、なのだが──、

「どうかなさいまして？」

　ポスターに目を奪われたまま全まつたく動かなくなった和希に、宵々が小首をかしげる。

「う、うん……どうかっていうか……なんていうか……」

「？　随分と、奥歯に物が挟まったような言いぶりですわねぇ？」

　そう言って、宵々が勢いよく振り下ろしたのは、墨汁の滴る大振りの筆だ。

　和希は、とんでもない達筆で書かれた『猫耳メイド喫茶』のポスターを見つめた。

　上う手まい……いや、巧うまい。

　やはり年の功なのか。堂々としたその筆筋には、迷いや躊躇ためらいなど一切感じられなかった。

　が、しかし、これは『文化祭に出店する模擬店のポスター』である。

「渋すぎる……！」

　せめてもっとカラフルなら……いや、渋さとポップさが同居してますます訳が分からなくなる。

　そして、もう一枚。和希はその隣に置かれた描きかけのポスターに目を止めた。

　こちらは一転してカラフルではある。色とりどりの水性マジックを駆使して描えがかれたイラストは、温かく親しみやすい雰囲気を作り出しているような気がする──が、

「えっと、これは……？」

　ペンケースを拾っていた千鶴が、机の下からヒョイと顔を出す。

「猫だよ。可愛かわいいでしょ？」

「う、うん……？」

「かずちゃん、返事が疑問形になってるよ」

　傍かたわらにいた幼おさな馴な染じみが、小声でつっこむ。

　可愛かわいい……のだろうか。和かず希きには全まつたく判断できなかった。と、いうよりも、それが本当に猫のイラストであるのかすら分からない。

　ぐるぐると描かかれた大小の渦巻きが三つ。そこから六本の線が縦横無尽に伸びている。

「うーん……やっぱりヒゲが長すぎたかなぁ？」

「ひ、ヒゲ……？」

　どうやら六本の線はヒゲだったらしい。色使いが鮮やかなだけに、残念さが際立つ。

　抽象表現主義──と言えなくもないが、しかし、色の選択を一歩でも間違えれば、完全にホラーである。

「模擬店のポスターって、一クラス二十枚までだっけ？」

　千ち鶴づるが、赤ペンのキャップを勢いよく外す。

「それなら私が十枚書きますわ」

「じゃあ、わたしは残り半分！」

　気合いの入った千鶴と宵よ々よの言葉に、和希は一瞬目眩めまいを感じた。

　つまり、自分たちのクラスは、このやけに渋い毛筆と、訳の分からない渦巻きの絵で、一般客に模擬店をアピールしなければならないのか。

　和希は汗の滲にじむ掌てのひらをグッと握ると、覚悟を決めて口を開いた。

「と、とりあえず、一年Ｂ組でやるってことだけは記載してね……？」

　逃げたのではない。彼女たちのやる気を削そぎたくなかったのだ。

　というのも、現状、文化祭までのスケジュールは中々に切迫していた。教室内の飾りは勿もち論ろん、メイド喫茶の主役『メイド服』の製作が控えているのだ。

　和希の視線が、少し離れた机で他ほかの生徒たちとテーブルクロスを縫っている鈴すずの姿を捕らえる。その近くでは、薫かおる子こが数人の生徒たちと固まって、模擬店のメニューを話し合っている。

　ここのところのクラスメイトたちの働きぶりは、実行委員を和希たちに押しつけたつい数週間前とはだいぶ変化していた。特に、大がかりな準備が始まってからの働きぶりは目を見張るものがある。

　結局、皆、細々とした雑用が嫌いなのであって、祭の前の賑にぎやかさは享きよう受じゆしたいのだ。調子が良いと非難したい気持ちがないと言えば嘘うそになるが、人手が増えるのは大変有り難い。

「なんじゃ、それは？」

　和希の視線に気付いた鈴が、裁縫の手を止めてこちらへやってくる。何気なく千鶴のポスターを覗のぞき込こむと、「ヒッ」と短い悲鳴を上げた。

「な、なんじゃ、この禍まが々まがしい落書きは……！」

　その言葉を冗談だと思ったのか、千ち鶴づるが笑いながら「ひどーい！」と声を上げる。

「落書きじゃありません！　模擬店のポスターです！」

「ぽすたぁ……？」

　鈴すずの脳内に『ポスター＝魔ま除よけの札』という、間違った情報がインプットされたような気がするが、説明が面倒だったので放置した。

「そういえば、『落書き』っていえばね──」

　赤ペンで謎なぞの渦巻きを描かいていた千鶴が、思い出したように顔を上げる。

「この前、机の上に出しっぱなしで忘れていったノートに、なんだか変な落書きがされてて……」

「変な落書き？」

　宵よ々よが筆をとめる。

　隣で、黙々と紙の鎖を作っていた隼はや人とも、そっと作業の手をとめた。

　妖あやかしに取とり憑つかれたことのある千鶴を、宵々と隼人がそれとなく警戒していたのには気付いていた。取り憑かれるということは、許容できる器と依より代しろとしての素質があるということである。

「えっと、これなんだけどね──」

　そう言って、千鶴は机から引っ張り出したノートを広げて見せた。

　真面目まじめな彼女の性格を表すかのように、丁寧に書かれた文字が等間隔でキッチリと並ぶ。

　一見して不審な点はないようだが……と顔を見合わせた一同の前で、千鶴はペラリとノートを捲めくった。

「!?　これって──」

　そこには、横書きの大学ノートいっぱいに書かれた、もじゃもじゃとした毛糸の群れのような落書きがあった。

「なんじゃい。これと同じではないか」

　と、鈴が傍かたわらのポスターに描かれた渦巻きを指さす。

「違う違う！　これはわたしが書いたんじゃないの！」

　慌あわてて否定すると、千鶴はノートのもじゃもじゃを指先でトントンと叩たたいた。

「完全に落書きでしょ？　文字とか絵ならともかく……腹立つくらいに潔く落書きなのよね」

「誰だれかがノートを間違えたんじゃないの？」

　隼人の問いに、千鶴が首を振る。

「わたしも、最初はそう思ったのよ。……でも、たとえ自分のノートだったとしても、こんな豪快に落書きする人、いる？」

　確かに、ペンのインク詰まりを直すためだとしても、あまりに豪快すぎる。

「良いいのよ、別に……悪戯いたずらなら悪戯で。ただ、あんまり堂々と書いてあるもんだから、なんだか悔しくって。あ～あ、せめて誰だれかからのラブレターとかなら、ときめくのになぁ。ね、そう思わない？」

「いやぁ、あはは……」

　ベタな愛あい想そ笑いで話題から逃げる。

　そもそも、委員長こと秋あき田た千ち鶴づるは、見掛けに似合わず恋愛体質だ。井守イモリに身体からだを乗っ取られたのも、長年の片思いを拗こじらした故ゆえだった。

「ねぇ、御み陰かげくんは最近どうなの？」

「どうって……？」

　主語の抜けた質問に、口ごもる。何を言っているのか分からないからではない。何を言っているか分かるからこそ、応こたえようがないのだ。

「最近、御陰くんの周りって女の子ばっかりだよね。榊さかきさんに、間ま宮みやさんに、篠しの田ださん、それから稲荷いなりくん……こんなに可愛かわいい子たちに囲まれてて、何もないなんて──」

　勿もち論ろん言わないよね？　と、問いかける千鶴の眼鏡は、怪しく光を反射している。

「いや……さ……」

　本人たちを目の前にして、一体何を言えるというのか。

　というか一人、男が混じっていなかったか？

「もう、ハッキリしないなぁ！　あ、じゃあ間宮さんは？」

「は？」

　急に話を振られた鈴すずが、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「だって、間宮さんって、御陰くんと同じ家に住んでるんでしょう？」

「ま、まぁ、そうじゃが……」

「同い年の男女が一つ屋根の下……これは何かあるよね！　っていうか、なくちゃおかしいでしょ！」

「何かって──」

「んもー、つまんないなぁ。もっと甘酸っぱくなろうよぅ!!」

　熱くなった千鶴と比例するように、描かく渦巻きも先程より多めに渦を巻く。

　混こん沌とんとした渦を眺めながら、和かず希きはポケットに入っていたレモン味の飴あめを口に放ほうり込こんだ。
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「なーんで、ワシが従僕しもべなんぞと！」

　叫んで、化ばけ魂たまの主あるじは、消毒液の匂においが染みこんだベッドへ飛び込む。

　ばふんっ！　という派手な音を聞きつけた仁に王おう丸まるが、ノートパソコンから目をそらさないまま抗議の声を上げる。

「ちょーっと、もっと静かに寝て。ホコリが立つでしょ」

　珍しく仕事をしているのかと思いきや、どうやら違うらしい。食い入るように見つめるディスプレイに並ぶのは『輝く女性になるには！』『女らしく、自分らしく』といった宗教じみた自己啓発のような見出しだ。

「ったく、恋だの変だの……千鶴あやつはあんなんじゃから、妖あやかしに目を付けられるのじゃ！」

　確かにそれは否定できない。

　普段はめっぽう真面目まじめな彼女が、こと恋愛のこととなると、まるで人が変わったかのように腑ふ抜ぬけになる。

「人間の女なんて、どれも同じですわよ」

　和かず希きの考えを察するように、長椅い子すでおにぎりを囓かじっていた宵よ々よが呟つぶやく。

「やれ、誰だれの面おもてが良かったとか、やれ誰は稼ぎが良くて甲か斐い性しようがあるとか……私が見てきた限りでは、いつの時代もずーっと同じですわ」

「宵々は物知りだね～」

　傍かたわらでは、隼はや人とが己の化魂の主に感心しながら、チョココルネのチョコをすすっている。

　昼休みは誰が誘うでもなく、こうして保健室に集まるのがここ最近の和希たちの日課だ。

「保健室はカフェテラスじゃないのよ」

　口ではそう言いつつも、狗いぬ神がみの保健医は、お茶を沸かしたりデザートを差し入れてくれたり、何かと世話を焼いてくれる。本心では、満更でもないようだ。

　和希はベッドサイドの丸椅子に腰掛けると、母親の作った弁当を開いた。ハムとキュウリのサンドイッチと、卵のサンドイッチがそれぞれ二切れずつ。耳は落としていない。家を出る際に、鈴すずと分けるよう言付かっていた。

「ほら、食べないのか？」

「……ありえない。何が恋じゃ……こんな従僕しもべと……ただの人間と……」

　ベッドの上では、ふて腐れた化魂の主がまだブツブツ言っている。こうなると長い。

　とりあえず今は放ほうっておくことにして、和希は先に弁当を食べることにした。

　好物の卵サンドは後にしようと心に決め、ひとまずハムサンドに手を伸ばす──と、そのときだった。

「ふーん……そうなんだぁ？　じゃあ、みかりがこの人貰もらっちゃってもいーい？」

「は……!?」

　鈴と和希が同時に声を上げる。

　カーテンの閉まっていた隣のベッドから、ひょっこり顔を出したのは、蜜み柑かん色の髪をした台風の目だった。

「ちょっと、アンタ！　いつからそこにいたの!?」

　驚いた仁に王おう丸まるが立ち上がる。

「三時間目の休み時間から、かな？　眠くなっちゃったんだもーん」

　そう言って、呆あつ気けにとられている和かず希きの弁当から、ハムサンドを一つ、つまみ上げる。

「ちょっ、何を勝手に──」

　鈴すずが食って掛かったのは、あくまでサンドイッチが奪われたからだ。

　しかし、みかりはそう受け取らなかったらしい。

「だって、別になんとも思ってないんでしょ？　だったらいいじゃない。みかりがもーらった！　この人みかりの～！」

　と、ハムサンドを持っていない方の手を和希の腕に絡ませる。

「ダメダメダメダメ!!」

　その瞬間、異議を申し立てたのは他ほかならぬ隼はや人とだった。

「ダメだよ！　かずちゃんはダメ！　童貞なんだから、お前みたいな遊んでそうなヤツはだめ！　かずちゃんは童貞なんだから！　童貞なん──」

　大事なことを二回言い終わらないうちに、隼人の脛すねに華きや奢しやなつま先が食い込む。

「下品」

　蔑さげすむような宵よ々よの視線を受けながら、隼人は悲鳴を上げる余裕もなくその場にうずくまった。

「童貞チエリーだって。いやーん、可愛かわいい」とニヤニヤする仁王丸を無視して、和希はみかりをぶら下げたまま、化ばけ魂たまの主あるじを振り返った。




　──鬼だ……！




　そう思った。ここに鬼がいる。

　鬼だと感じることはこれまでも何度かあったが、それらがまるで飼い犬の戯れに感じるほど、鈴の怒りの気迫は凄すさまじかった。

「もう一度、申してみよ……！」

　地を這はうような低い声で、みかりを促うながす。

「だから、この人──えっとなんて名前だっけ？」

「み、御み陰かげ和希、です」

「そうそう、みかり、かずきゅんと、付き合うって決ーめた！　だって興味ないんでしょ？　仕方ないから一緒にいるだけなんでしょ？」

　鈴の応こたえを待たずに、みかりが続ける。

「みかりも、興味があるかって言われたら正直全まつたくないけど、でも、榊さかき薫かおる子このことが好きな人がみかりのこと好きになれば、それって、みかりが榊薫子に勝ったってことでしょ？」

　とんでも論理を自信満々に唱えるこの台風の目を、和かず希きは呆ぼう然ぜんと見つめた。

　彼女が話しているのは同じ日本語なんだろうか。いや、日本語でも同じではない。根本的に何かが違う。

「それって坊やのこと、好きじゃないってこと？」

　仁に王おう丸まるの問いに、みかりが「うん！」と無駄に元気良く頷うなずく。

「好きじゃなーい。だってみかり、根暗ってタイプじゃないもん。なんかムッツリっぽいしぃ」

「失礼ね、坊やは根暗なんかじゃないわよ！　ちょっと陰のあるキャラクターに憧あこがれる健全な男子高校生よ！　ただ少し、群れない自分に酔ってるだけで……！」

　でも、ムッツリチェリーなのは本当よね、と付け足して仁王丸がまたニヤリとする。

　ちょっと待て、全体的にフォローになってないよな。と、抗議したい気持ちは山々だったが、口を開くと涙がこぼれそうだったのでやめた。

「大丈夫！　愛はなくても、みかりは可愛かわいいから！」

「いや、可愛いかもしれないけどさぁ……」

　と、弱り切った従僕しもべが、助けを求めて化ばけ魂たまの主あるじを見る。

　が──、待ち受けていたのは、なんとも冷め切った栗くり色いろの瞳ひとみだった。

「可愛い、ねぇ……？」

　そう、何かを理解したかのように漏もらすと、和希の持っていた卵サンドを二切れとも掴つかんで、その場から立ち去ってしまったのである。

「あら、まぁ……！」

　仁王丸が、わざとらしく驚いた表か情おをする。

　ピシャリ！　と、保健室の戸が勢いよく閉められるのと同時に、みかりは和希の腕を解放した。

「やーめたっ」

「へ？」

「だって、あんな反応つまんないもん！」

「そ、それって、付き合わないってこと？」

　隼はや人との問いに再び元気よく「うん！」と頷く。「だって、元々興味ないし！」と付け足すと、残り一つのハムサンドに手を伸ばす。

「みかりも教室戻るね。バイバーイ！」

　そう言って、台風の目は、ハムサンドを頬ほお張ばりながら去っていった。

「馬ば鹿かな子……」

　誰だれに言うでもなく宵よ々よが呟つぶやく。

　後に残ったのは、無駄に掻かき回まわされてクタクタになった和かず希きの心と、空の弁当箱だけだった。
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　さて、空腹と心労で、抜け殻のようになった和希を待ち受けていたのは新たな問題だった。

「どうしよう……！」

　泣きそうな声を上げたのは、クラスでも殆ほとんど口をきく機会がなかった女子生徒だった。他ほかの女子生徒が、なぐさめるように彼女の背中をさする。

「ねぇ、どうにかならない？」

　傍かたわらに立つもう一人の髪の短い女子生徒が、切羽詰まったようにこちらを見上げる。

「どうにかって……」

　気け圧おされるばかりの和希に、女子生徒が焦あせりを募らせる。

「だって、あなた実行委員じゃない！」

　クラスメイトの視線が一気に集まる。寒気もないのに、背中がざわりと粟あわ立だつのを感じた。

　八つ当たりを自覚した女子生徒が、気き不ま味ずそうに瞼まぶたを伏せる。

「ごめん……」

「あ、いや……それで、何があったの？」

　和希の問いに、泣きそうな女子生徒の顔が更に泣きそうになる。

「……あのね、メイド服のことなんだけど」と、背中を撫なでていた女子生徒が、和希の前にメモを広げる。

「七着分で、エプロンの布が十五メートル、ワンピースの布が三十五メートル必要なの」

「うん、布の買い出しは、昨日だったよね？　……確か」

　今朝、費用の精算をしたと、薫かおる子こから申し送りがあった。おずおずと切り出した和希に、女子生徒が遂ついに泣き出す。

「ご、ごめんなさい……！　私が間違えて……！」

「間違えた？」

　髪の短い女子生徒が、紙袋から布の束を取り出す。白地に水色のストライプ柄の布と、紺色の布とが二つ。丁寧に畳まれたそれは、どちらも同じくらいの厚みに見える。

「ん？」

　和希は違和感を覚えた。

　エプロンの布が十五メートル、ワンピースの布が三十五メートル。なのにここにある二種類の布地はどちらも同じ厚さをしている。

「長さを、間違えて買っちゃったの……メモを忘れちゃって、それで──」

　二種類の布を二十五メートルずつ、どちらも同じ長さで買ってしまったのだという。

「本当にごめんなさい……！」

「返品は？　お店の番号教えて貰もらえたら、俺、電話するから」

「無理だと思う。ほら、型紙に合わせてもう線を入れちゃったから……」

　と、髪の短い女子生徒が、布を広げてみせる。ストライプ柄の布にうっすらとピンク色の線が引かれているのが分かる。

「そっか……」

「この子だけが悪いんじゃないの。線を引く前に確認しなかったのは、ウチらも悪いし」

「えっと……っ」

　和かず希きは身動きがとれなかった。

　今ある布で出来る人数分しか作らないとなると、店員が足りなくなる。そうはいかないからと制服の生徒を混ぜては見栄えが悪くなる。

　折せつ角かく考えてくれた衣装だ。きちんと完成させたいという思いは、この女子生徒たちにもしっかりある。

　……けれど、新たに生地を買う予算は残ってなかった。

　代案が浮かばない。手がやけに冷えるのは、汗をかいているからだ。

「どうにか……するから」

　しぼりだした言葉は、なんの効力も持たなかった。

「どうにか……」

　やはり、何も思いつかない。エプロンだけ多めに作ってもらうのはどうだろうか。いや、逆に中途半端だ。ワンピース用の布も半端に残ってしまう。

　どうにか、どうにか、どうにか……。




「じゃあ、こうしましょう！」




　振り返ると、そこにはいつも通り、ニコニコと微笑ほほえむ薫かおる子この姿があった。

「榊さかきさん……」

　呆あつ気けにとられる和希の横に、薫子が立つ。手には、今回参考にしたメイド服のデザイン画を持っていた。

「七着なら大丈夫。四着はこのデザイン通りに作ればいいの」

「でも、残り三着は……？」

「大丈夫よ。残り三着は、ほら、こっちのストライプ柄をワンピースの布に使って、ワンピース用の紺色の布でエプロンを作ればいいの」

「布を逆に使うの？」

　女子生徒たちが驚いたように顔を見合わせる。

「ええそう。見てこのストライプ柄。模様の線が細すぎないからワンピースに使っても変じゃないわ。むしろ、紺色のより可愛かわいいと思わない？」

「可愛い！　絶対可愛いと思う！」

　それはもう、解決と言っても問題なかった。

　今度は嬉うれし泣きをしている女子生徒たちに、薫かおる子こが「布を選ぶのがすごく上う手まいわ。デザイン画のよりもっと素敵」と優しくフォローする。

　他ほかの女子生徒たちも、つられて口々に誉ほめ出す。

　それより何より、驚くべきは、薫子がそのフォローを計算でしていないということだ。

　女子生徒の買ってきた布のセンスが良いと、心から思っている。

「メイド服、貴女あなたたちにお願いして本当に良かった」

　そう言って、薫子は顔を綻ほころばせた。





　　　＊　　　＊　　　＊





「──陰くん、御み陰かげくん！」

　和かず希きはハッと顔を上げた。

　その瞬間、戻ってくる喧けん騒そう。そこが教室だということに気付く。ぼんやりしている和希を、心配そうに覗のぞき込こんでいるのは千ち鶴づるだ。

「どうしたの？　ぼーっとして」

「あ、うん……」

「刃物を持ってるんだから、気をつけないと」

「え？　刃物って……痛っ！」

　その痛みで、自分がカッターナイフで紙を切ってる最中だったことを思い出した。人差し指の先から、ぷっくりと血が溢あふれる。

「もう！　だから言ったのに！　大丈夫？」

「う、うん」

「絆ばん創そう膏こうは……ない……！　保健室行ってきなよ！」

「いや、このくらい別に」

「だーめ！　ばい菌入ったらどうするの!?　ここはわたしがやっておくから！　ね？」

　そこまで言われては、席を立たない訳にはいかない。和希は千鶴に軽くお礼を述べると、そっと教室を後にした。




　この時期になると、校内のどこもかしこもすっかり文化祭の準備一色だ。

　演劇をやるクラスの前には、ベニヤ板で作った書き割りが何枚も並べられている。

　足下には鋸のこぎりやらペンキのバケツやらが所狭しと置かれ、少しでもよそ見をしようものなら蹴けり飛とばしてしまいそうだ。

　段ボールいっぱいに作られた紙のお花や、色とりどりの紙テープを見る度、間近に迫った『文化祭』が現実味を帯びてくる。

　同時に、自分は本当に役に立っているのか分からなくなるときがある。込み上げる不安の正体は自信のなさだと気付いているが、振り払うのは難しい。

「和かず希き？」

　呼ばれて顔を上げると、そこには足の生えた大きな段ボールが二つ。よたよたとこちらに近付いてくる。

「何をしておる？」

「？　鈴すず？」

　段ボールの陰から顔を出したのは、化ばけ魂たまの主あるじと、もう一人──、

「御み陰かげくん？」

　薫かおる子こだ。二人とも前が見えない程大きな段ボールを抱え、物が乱雑に置かれた廊下を危なっかしく歩いている。

「おっとと……」

　そう言って鈴が躓つまずいたのは、赤いペンキのバケツだ。

「うおぉぉっ！　ちょちょちょっ！」

　和希は大おお慌あわてで鈴の段ボールを取り上げると、運良く近くに留とめてあった台車に積みこんだ。ついでに薫子の持っていた段ボールも受け取り、同じように積み上げる。

「ありがとう、御陰くん。助かっちゃった」

　微笑ほほえむ薫子に、何でもないと手を振ってみせる。

「これで持ってっちゃった方がいいよ、誰だれも使ってないみたいだし」

「でも、そんなに重くないのよ」

「うん、でも前見えないの危ないから」

　と、促うながすように足元を見る。物の散乱した廊下を改めて見た薫子が「確かにそうかも」と困ったように笑う。

「ところで和希、こんなところで何をしていたのじゃ？」

「ああ、ちょっとカッターで切っちゃって……」

　と、改めて指先を見ると、大きな荷物を突然持った所せ為いか、固まりかけていた血がまた溢あふれかけていた。

「なんじゃい、その位。舐なめれば治る！」

「そう言うと思ってたよ」

「だめよ、消毒しないと」

「何してる！　早く消毒しに行かんか！」

「………」

　余りの変わり身の速さに、呆あきれることすら忘れる。

「へーいへい」と、おざなりな返事をすると、和かず希きは足早にその場を離れた。

　なんとなく──なんとなく、今は薫かおる子この顔を見るのが辛つらかったのだ。




　──それ故ゆえ、

「指先って意外と痛いのよね。結構血が出てたみたいだけど、大丈夫かしら？」

　薫子の何気ない言葉を聞いた化ばけ魂たまの主あるじが、気き遣づかわしげに自分の背中を振り返ったことなど、知るよしもなかったのである。




　辿たどり着ついた保健室に、仁に王おう丸まるの姿はなかった。

「珍しいな……」

　一人呟つぶやくと、消毒液を求めて薬品棚ドクターズラツクに向かった。が、棚にはしっかりと鍵かぎがかけられている。生徒が無許可で薬品を服用しないよう管理しているのだ。

　ふと仁王丸の机を見ると『外出中☆　ご用の方は校内放送で呼び出してね！』と、やけに丸い文字で書かれたメモが貼はられている。

　かといって、席を外している仁王丸を呼び戻してまで治療して貰もらう程の怪け我がではない。

「仕方ない、戻るか……」

　和希は諦あきらめて出入り口へと回れ右した。

　そのとき、目の前の引き戸がガラリと開く。現れたのは、潔い程真っ平らな胸元の保健医……ではなく、決して大きくはないが、とても手て頃ごろな大きさの膨ふくらみを持つ淵ふちノの瀬せみかりだった。

「あれ？　かずきゅんだぁ」

　謎なぞのあだ名で和希を呼ぶと、ネイルアートがチカチカする人差し指をこちらに向ける。

「どうしたの、具合悪いの？」

　と、訊たずねつつ、和希の横を素通りして、長椅い子すにドスンと腰を下ろし流れるような動作でスマホを取り出す。ジャラジャラとぶら下がった無数のストラップは、最も早はやちょっとした凶器にも思える。

「ね、ニオティは？　職員室？　トイレ？」

　スマホから全まつたく視線を外さずに、矢継ぎ早に質問を繰り出す。その、余りに見事なステレオタイプの女子高生っぷりに、むしろ感動すら覚える。

「？」

　棒立ちで自分を見つめる和かず希きを奇妙に思ったのか、みかりが「ん？」と顔を上げる。

「どうしたの？」

「あ、いやっ、別に……」

「そ」と短く応こたえると、みかりの視線がまたスマホへと戻る。

「ねぇ、なんで保健室来たの？」

　素早い指捌さばきでスマホを操りながらまた同じ質問をする。

「い、いや、ちょっと指切っちゃって……でも、保健の先生いないから、さ」

　出血している指を無意味に立てて応える。

　無駄にどもってしまったのは、その卓越した指の動きに目を奪われていたからだ。

　みかりはもう一度顔を上げると、和希の指先をじっと見て、それから吹き出した。

「その位舐なめれば治るってー！　アハハハハっ！」

　聞き覚えのある台詞せりふだ。

　大げさにしたのは自分ではないのに、無性に気恥ずかしさが込み上げる。

「一応、消毒したらって、クラスの人に言われて……でも、棚に鍵かぎがかかってて……」

　ボソボソと言い訳をする和希の姿を見て、みかりが何かを思いついたような表か情おでニヤリとする。

「じゃあ、みかりが消毒してあげる」

　そう言うと、にわかに和希の手を掴つかみ、その指先をパクンと咥くわえてしまった。

「!?」

「はい、おしまい」

　パニックになる間もなく戻ってきた指先を、和希はまじまじと眺めた。出血の跡が消えている。

「あの……今の……？」

「消毒、消毒。ほら、手出して。絆ばん創そう膏こう貼はってあげる」

　促うながされるままに差し出した指に、みかりがポケットから取り出した絆創膏を巻く。

　ピンクの花柄の絆創膏は、角張った男の指には明らかに不釣り合いだが、人の好意に文句を言うのは無礼だ。

「あ、ありがと……」

「そっちのクラスどう？」

「どうって？」

「文化祭の準備に決まってるじゃん！」

「あ、ああ。そっちのクラス、何やるんだっけ？」

「お化け屋敷」

「猫耳の？」

「何それ？」

「あ、いや……」

「んもう、うちのクラス、マジ大変。お化け屋敷って大道具多すぎ。しかも男子がふざけて壊すしさぁ」

「大変だね」

「そっちだって、人のこと言えないっしょ。猫耳喫茶だっけ？　マニアックだよねぇ」

「まぁ……衣装とかこれからだし」

「えー！　それって間に合うの？」

「うん、着るの女子だけだから」

「なーんだ、つまんない」

「つまんないって……」

「メニューは？」

「榊さかきさんが、簡単で美お味いしいヤツ色々考えてくれてる」

「ふーん……」

　楽しそうに世間話をしていたかと思えば、突然機嫌が悪くなる。

「あ、あのさ……」

　唇くちびるを尖とがらせて黙り込んだみかりに、和かず希きはずっと抱いていた疑問を投げかけた。

「……なんで榊さんのこと、そんなに目の敵かたきにすんの？」

「………」

　当然のように応こたえはない。

「不思議だなぁって。うちの学校で、榊さんのこと、嫌いな人見たことなかったから」

「──嫌いって訳じゃないけど」

　子供のように口を尖らせてみかりが呟つぶやく。

「なんか、さ。同じ女の子なのに、全然違うんだもん。顔も可愛かわいいし、おっぱいも大きいし、だけど、そんなことじゃないの。なんか……すごくキラキラしてるから……顔だって、スタイルだって、みかり、自分が全然負けてるなんて思ってない。むしろ、みかりの方がイマドキだし、垢あか抜ぬけてるし。だけど、違うの。それが、気になって……」

　それは、薫かおる子こ本来のものと、その魂たましいに由来する。結局のところ、みかりが強く薫子に反発するのは、引き寄せられていることへの裏返しなのだ。

「別にさ、ケンカ売りたいわけじゃないんだけど、なんか悔しいの。みかり可愛くない……可愛くないね」

「いや……分かるかな、なんとなく」

「え……？」

　実際、みかりまでとはいかないが、和かず希きが最近、薫かおる子こに対して抵抗を感じたのは事実だ。

　実行委員の仕事をテキパキとこなし、どんな問題もすんなりと対応する。彼女の一体どこに抵抗を感じるというのか。こんな感情を抱いていることに、自分自身戸惑いを隠せない。

　しかし、あの時、メイド服の問題をいとも簡単に解決してしまった薫子に対して、和希は畏い敬けいの念を覚えるとともに、強い畏い怖ふを抱いたのは紛まぎれもない事実だ。

　──と、同時に、これが自分のちっぽけな自尊心からくることを、和希は強く思い知らされた。

　薫子は優しく賢い。けれどそれは、自分が持ち合わせていないものだからこそ、輝いて見えるのだと知ってしまった。

「よぉし！」

　みかりが努めて明るい声を上げる。

「みかり頑張る！　絶対、榊さかき薫子を超えてみせる！」

　そう言って、拳こぶしを振り上げると、えいえいおー！　と、天に向かって力強く突き上げた。

「ね、かずきゅん？」

　そして、呆あつ気けにとられる和希に向かって、悪戯いたずらっ子このようにニヤッと笑う。

　その姿に、和希は何な故ぜか、少しだけ胸のつかえが軽くなったように感じた。




　来たときよりも、幾分軽やかな足取りで教室へと戻る。

　先程まではただ雑然と置かれただけに見えた廊下の荷物も、今はなんだか、待ち受けている愉たのしい時間の象徴のように思える。

「変なの……」

　思わず一人呟つぶやく。

　文化祭を楽しいなんて思ったことすらないのに。

　だが、よくよく振り返ってみれば、今の状況はこれまでで一番、文化祭というものを満喫できているような気もする。

　いつもなら、ろくに関かかわりもしないうちに終わるだけだったが、今はしっかりと作り上げる所から携わり、一つ一つの積み重ねをこの目で確認できる。まだやり遂げてはいないが、小さな達成感は既に幾つか味わっている。

　悪くないかもしれない……自然と、頬ほおが緩ゆるむ。

　あれ程嫌いだった文化祭が、今はなんとなく、待ち遠しいように思えた。

　──次は何を片付けようか。

　ふいに湧わき出でたやる気を携えて、和かず希きは教室へと急いだ。

　教室の前では、廊下側の掲示板に紙テープの飾りを貼はる薫かおる子この姿があった。黄色と黒の紙テープをホチキスで留とめながら、器用に猫の顔を描かいている。

　その横には、千ち鶴づると宵よ々よ作のポスターが、花飾りに囲まれて貼られていた。相変わらず、場違い感は凄すさまじいが、カラフルな花飾りと薫子の貼っている紙テープの猫のお陰で、謎なぞの禍まが々まがしさは和らいでいる。

　これなら、魔ま除よけのお札や、お化け屋敷のポスターと間違えられることはないだろう。和希はホッと胸を撫なで下おろした。

　そのときだった。

　突然降ってきた小さな白い塊かたまりが、薫子の肩にポンとぶつかる。

　廊下の床で、テンテンと跳ねて、不ぶ恰かつ好こうに転がるそれは、丸めた紙くずだった。

「？」

　薫子が軽く肩を押さえて不思議そうに辺りを見回す。が、特に留意する必要もないと思ったのか、すぐに掲示板の作業へと戻ってしまった。

　和希はハッと紙くずの飛んできた方向を目で追った。廊下の向こう、とびだした柱の陰で、いもいもと動く小さな人影は──、

「井──」

『井守イモリ！』そう、叫ぼうとした和希を止めたのは、とてつもない速さで人影に駆け寄り、その首根っこを捕まえた鈴すずの存在だった。
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「──で、また性しよう懲こりもなく母上の前に現れたのか」

　保健室。鈴が見下ろす先には、小さな人影──井守である。

　壁際の床にちんまりと正座し、怯おびえた表ひよう情じようでぷるぷると震えている。

　傍かたわらに立つ和希が、せめて立ち上がらせようと手を差し伸べようとするのを、鈴が視線で制した。

「ここ最近、母上に危害を加えようと暗躍しているのはそなたじゃな？」

　問いかけに、井守は答えなかった。大きな目をうるうるさせてうつむいている。

　こちらを黙って見守っている宵々と隼はや人との陰で、不穏な空気に怯えた家や守もりが「ミー」と声にならない声で鳴く。

　今回ばかりは仁に王おう丸まるもフォローできないのか、口出しせず気の毒そうに見ている。

「違うのか？」

　そう問われて、井守はようやく頷うなずく。

「嘘うそを申すな!!」

　小さな肩が、語気の強さにビクリと跳ねる。

「……だったら何な故ぜちょこまかちょこまか……母上の周りを動き回る？」

「………」

　井守イモリはやはり答えない。ただ、何かを決意したように顔を上げると、瞳ひとみに涙をめいっぱい浮かべて、キッと鈴すずを睨にらみ付けた。

「……っ！」

　その表ひよう情じように動揺したのは和かず希きだった。

　むしろ鈴は、触発されたかのように瞳を黄金こがね色に燃え上がらせる。

「……このまま引き下がれば良し、もし引き下がらぬと言うのなら──」

　井守の肩が、またビクリと揺れる。しかし、その瞳から溢あふれる、強い抗議の意志は変わらない。

　鈴の足が、一歩、また一歩と井守に躙にじり寄よる。背後を壁に阻まれた井守に、逃げ場はなかった。

「ちょ、ちょっと待った！」

　のばされた鈴の手を制したのは和希だ。

　迫る鈴と井守の間に立ちふさがる。

「どういうつもりじゃ、和希？」

「いや、だって、今までのこと、本当にこいつがやったっていう証拠はないわけだし……！」

「でも、この妖あやかしが、榊さかき薫かおる子この近くをウロウロしていたのは事実ですわ」

　じっと黙って事態を傍観していた宵よ々よが、遂ついに口を挟む。

「今回紙くずだったのは、運が良かっただけかも──」

「だからって、決めつけるのは早いだろ！」

　和希の中で燻くすぶっていた感情が一気に堰せきを切る。

「決めつけるなよ！　話ぐらい聞いてやれよ！　違うって、言ってるんだから──」

「どうしたの、坊や？　なんだか急に──」

「急にじゃない！」

　怒鳴られた保健医が、その勢いに「きゃっ」と目を瞑つぶる。

「ずっと思ってた……なんで信じてやらないんだよ！　なんでちゃんと話聞いてやらないんだよ！」

「その隙すきに母上が殺されたら？　そなたの役目は、母上を守ることではないのか？」

「うるさいっうるさいっうるさーいっ!!」

　細く小さな腕を引っ張り上げると、勢いよく小脇に抱え込む。

「かずちゃん……!?」

　立ち上がった幼おさな馴な染じみの足には、震える家や守もりが一昔前に流は行やったビニール人形のように絡みついている。

「こいつは絶対犯人じゃない！」

　言い切ると、和かず希きは井守イモリを抱きかかえたまま、保健室を飛び出した。
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　to:カズキ



　from：はーくん

　件名：Re:Re:Re:はよー

　本文：みんな探してるよ！

　　　　特に鈴すずちゃんはカンカン[image: ]





　横を通り過ぎた保健医が、着信音に振り返る。

　和希は慣れないスカートに心細さを感じながら、何食わぬ顔で廊下の角を曲がった。心の中でゆっくり三つ数えると、柱の陰からそっと後ろを振り返る。追っ手の気配は無い。その隙すきに、目の前の空き教室へそっと忍び込んだ。

　ホッとしたと同時に、通学鞄かばんの中に隠れている井守が、息苦しくて敵かなわないとばかりにバタバタと音を立てる。和希は慌あわててジッパーを開けると、ややぐったりとしたその身体からだを抱き上げた。

「ごめんな、こんなとこに閉じ込めて」

　発せられた声は、良く通るソプラノだ。

　井守は訳が分からないという表ひよう情じようで、目の前の和希の顔をじっと見つめていた。その大きな黒い瞳ひとみの中に映るのは、慣れ親しんだぼんやり顔の男子生徒──ではなく、蜜み柑かん色の髪をしたあの『淵ふちノの瀬せみかり』だった。

「ああ、ごめん。今、元に戻るから」

　そう言うと、ポン！　と、妖よう力りよくの風を放出させて、美少女は元のちっぽけな男子生徒へと姿を変えた──もとい、変幻を解いた。

「いやー、焦あせった焦った」

　聞こえた声は今度こそ、平凡で特徴のない、けれど唯一無二の己の声だ。

　背に腹は代えられないといえ、女子に化けるのは相変わらず妙な罪悪感が残る。それも顔なじみなら尚なお更さらだ。

　別に、やましいことにこの能力を使ったことなど誓って一度もないのだが。

　ならば、何な故ぜみかりに化けたのかと言えば、それは和希にもよく分からなかった。ただ、咄とつ嗟さにその姿が脳裏を過よぎったのだ。逆に言えば、それだけみかりという存在が、和かず希きにとって身近になっているということなのかもしれない。

　確かに、彼女の突拍子もない行動には、面食らうことも少なくないのだが、その先の読めない振る舞いに一いち抹まつの楽しさを感じているのも、また事実である。

　少なくとも、このやけに可愛かわいらしい絆ばん創そう膏こうを巻かれたそのとき、和希は彼女の懲りない性分と強い自負心に呆あきれるとともに、妙なすがすがしさを感じた。そして、ひとときの間、差し迫った文化祭への重圧感プレツシヤーを忘れ、少しだけ、前向きになれたのだ。

　だというのに──。

「ああ、もう……」

　意図せず漏もれた声は、はっきりと苛いら立だちの色を帯びている。

　人生など本当につまらないものである。

　つい先日にいたっては、『自分はヒーローではない。ただの人である。故ゆえに、幼おさな馴な染じみに対して、自分がヒーローであるが如ごとく振る舞い偉そうな口をきいてきた自分は罪人である。そんな自惚うぬぼれた自分が人と交わるのは笑止千万である』などという、十年越しの悩みを、本当に些さ細さいなキッカケで解消してしまった。

『かずちゃんがいたから出来たんだよ。一緒になって悔しがってくれたり、一緒になって怒ってくれたから──』

『かずちゃんはオレのヒーローだよ』

　そんな幼馴染みの言葉が、和希の心の棘とげをあっさりと抜いてしまったのだ。

　悩んで悩んで自己嫌悪してみたところで、解決はいつだって、悩んだ時間が馬ば鹿からしくなるほどあっけない。

　劇的なことなど、そう簡単には起こらないのである。こと、胸の中に抱いた個人的悩みの場合はそれが顕著だ。

　分かっている。今の自分が抱く、ちっぽけな苛立ちも、きっと解決してしまえばあっけない。文化祭がなんだ。実行委員がなんだ。

　そんなことよりも今は、自分がその身に『化ばけ魂たま』なる妖あやかしの魂たましいを入れられて、今まで関かかわりの無かった魑ち魅み魍もう魎りようの世界に片足を突っ込まなければいけなくなった事の方がどれだけ重大であるか。

　クラスの女神アイドル・榊さかき薫かおる子この命が妖に狙ねらわれ、いつ殺されてもおかしくない状況に立たされていることの方がどれだけ由ゆ々ゆしきことであるか。

　だというのに、結局はこうして小さな感情の行き違いに憤り、焦あせり、地じ団だん駄だを踏んで、前に進むことから目をそらす。

　ただただ、そんなことの繰り返し。人生は本当につまらない──。

　人気のない空き教室は、ひんやりと静かだった。

　和かず希きは腕の中で小さな妖あやかしを見下ろした。

　多分、井守イモリの言っていること──を、身振り手振りから推測したにすぎないが──は、きっと本当なのだろう。

　根拠はない。ただ、和希はどうしても井守のことを信じてやりたかった。半分意地になっているのかもしれない。

　ただ、「違う！　そんなことはしない」と叫ぶような井守の瞳ひとみが、どうにも昔の幼おさな馴な染じみの姿と重なって仕方なかった。

　……たった一人で残されて、途方にくれる自分と重なって仕方なかった。

「お前さ……本当に榊さかきさんには何もしてないだろう？」

　和希の問いかけに、井守が頷うなずく。

「だったらさ、何でずっと近くにいるんだよ。それじゃ誤解されても仕方ないだろう？」

　今度はもじもじとして応こたえない。

「とにかくさ、しばらくは榊さんに近付くなよ。じゃないと、今度こそ鈴すずにどうにかされちゃうぞ」

　うつむいていた井守が、しぶしぶ、という様子でこくりと頷く。

　別にヒーローになりたい訳ではない。

　すっかり小さくなった井守の姿に、なんだか庇ひ護ご欲をかき立てられてしまったのは否定しない。

　鈴の考えに反感を抱いている訳でもないし、薫かおる子こを守りたくない訳でもない。

　──ただ、信じてやりたかったのだ。信じて、寄り添ってやりたかった。昔、幼馴染みを失った自分が、そうして欲しかったように。

　和希は立ち上がると、空き教室のベランダの窓を開け、井守に出るよう促うながした。

　去り際、そっと和希を振り返った井守が、小さく「チー……」と鳴いた。
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　──が、その日の放課後。和希の思いは見事に打ち砕かれたのである。




　すっかり日の落ちた暗い校舎に、下校の音楽が流れる。古いスピーカーのガサガサとした音に、和希はゆっくりと机から顔を上げた。

　傍かたわらでは、和希の書いていた模擬店のメニュー表を薫子がラミネート加工している。鈴は少し離れた席で、橙だいだい色いろの布をちまちまと三角に切り出して、『猫耳メイド喫茶』の猫耳を作っている。

　三人の他ほかに生徒の姿はない。教室の中だけでなく、校舎全体がひっそりと静まりかえっている。

「軽く後片付けして、残りは明日の朝にしましょうか」

　薫かおる子この提案に頷うなずくと、和かず希きは固まった背中をほぐすように、大きく伸びをした。

　そのとき、和希は目の端に、薄暗い窓の外を通り過ぎる小さな人影を捉とらえた。

（井守イモリか？）

　あれだけ念を押したのに……思わず溜ため息いきが溢あふれる。和希は帰り支度をしながら、さりげなく窓の外を覗のぞき込こんだ。

　鈴すずに見つかりでもしたら事だ。

　小さな人影が、藍あい色いろの風景を素早く横切ったのが見えた瞬間──、




　ガッシャ───ンッ!!




　飛び散るガラスが、和希めがけて降り注ぐ。

「っ!?」

　舞い散るガラスの欠片かけらを浴びる和希の目に、驚きよう愕がくしている鈴と薫子の姿が飛び込んでくる。

「御み陰かげくん！」

　先に叫んだのは薫子だった。

　割れたガラス溜だまりの中でうずくまる和希に駆け寄ると、着ていたカーディガンを脱いで纏まとわり付ついたガラスの欠片を必死に払おうとする。

「大丈夫!?　怪け我がしてない!?」

「う、うん……」

　咄とつ嗟さに背中を向けたお陰で、怪我らしい怪我は殆ほとんどないようだった。

　ゆっくり立ち上がると、服の皺しわに挟まっていた欠片がカリカリと音を立てて床に落ちる。落としきるように何度かその場で飛び跳ねる。

「御陰くん、上着脱いで。細かいガラスが残ってるかもしれないわ」

　促うながされるままにブレザーを脱ぎながら、辺りを見回す。こんなとき、一番に怒鳴りつけてくる鈴の姿が、忽こつ然ぜんと消えていた。




　窓ガラスが割れた拍子に飛び込んできたあの人影を、鈴は見逃していなかった。

　和希の介抱は薫子に任せ、とんでもない速さで廊下に飛び出して行った小さなつむじ風を追いかける。

　階段の踊り場で遂ついに追い詰めた人影の肩を、鈴はガッチリと押さえ込んだ。

「やっぱりそなたか──!!」

　見上げる井守イモリは、それまで見せたことのないような卑いやしい顔つきでニタリと笑った。

「そなた、なんで……！」

　鈴すずの脳裏を過よぎったのは、必死に井守を庇かばう和かず希きの姿だ。

「あんなに、あんなに必死に、そなたを信じたのに……！」

　井守は鳴きもせずに鈴の腕を振り払うと、ニタニタと不気味な笑みを浮かべたまま階段の手すりに飛びついた。

　黒くうつろなその瞳ひとみはあの日、千ち鶴づるに取とり憑ついた残忍な妖あやかしの姿を彷ほう彿ふつとさせる。

「おのれ……！」

　こちらを挑発するように、ニタニタと卑しく笑うその顔が憎らしい。

「鈴───っ!!」

　そこへ、頬ほおにかすり傷を作った和希が駆けつける。

「母上は？」

「教室にいる！　井守は──」

　と、鈴の横に並んだ和希の瞳に、妖よう気きを身に纏まとった井守の姿が飛び込む。

「そんな……っ！」

　呻うめくようなその声を聞いて、鈴が小さく唇くちびるを噛かんだ。

「やるぞ、和希」

「やるって」

「変幻しろ！　命は奪わなくてもいい。しかしもっと弱らせなければ……！」

「変幻……」

　つまり、この小さな妖を痛めつけろということだ。

「ためらうな！　姿は小さくとも、こやつは敵だ！」

「でも……！」

　見たことのないような卑しい表ひよう情じようで笑う、ここにいる井守は、もう自分の知っている井守ではないのかもしれない。

　和希はグッと腹に力を込めた。駆け巡る炎のような妖気が和希の身体からだを包み込んでいく。わき上がる衝動に、和希が身を委ねようとした、そのときだった。

「いけ！　隼はや人と！」

　叫び声とともに飛び出してきたのは、流れるような銀髪と、凍える程に冷たい青い妖気の炎だった。

　井守のぶら下がる手すりめがけて、狐きつね火びが燃え上がる。飛とび退のいた井守が手すりを伝って天井に張り付いた。

　和希たちの前に立ちはだかったのは、白びやつ狐こに変幻した幼おさな馴な染じみとその化ばけ魂たまの主あるじだった。

「宵よ々よ！　そなたたち帰ったのではなかったのか!?」

「補習に付き合っていたら面白いものをみつけましたので──隼はや人と！」

　呼ばれた白びやつ狐この両手に、その瞳ひとみと同じ、青い妖よう気きの炎が燃え上がる。

「やったれ！」

　宵よ々よが叫ぶと同時に、いくつもの火の玉が井守イモリめがけて飛んでいく。

　井守は攻撃を真っ向から受けるように、炎めがけて飛び降りた。そして、散り散りに千切れた炎の消えた後から現れたのは、真っ黒な妖気と、鈍にび色いろの鱗うろこに包まれた、あの日の『井守』の姿だった。

「!?」

　驚きよう愕がくしたのは四人同時だった。

「まさか、井守にこんな力がのこっていたなんて……!!」

「おのれ──」

　飛びかかってきた妖あやかしを、白狐の炎が遮さえぎる。

「和かず希き！」

　鈴すずが鋭い声を上げる。ハッと我に返った和希を、金色の瞳が振り返る。

「ワシらも行くぞ！」

「あ、ああ……！」

　和希は堅く瞼まぶたを閉じた。瞬間、身体からだは黄金こがね色の妖気に包まれる。

　鋭く尖とがった爪つめを構え、『玄げん狸り』は井守に飛びかかった。──が、

「ぐっ……！」

　あっけなく、振り払われる。

「和希！」

　はじかれた和希の身体を支えたのは、青い眼に妖気を湛たたえた幼おさな馴な染じみだった。

　その瞳が、和希の戸惑いを見透かしたように光る。

「ここはオレがやる」

　いつもよりも低い声でそう呟つぶやくと、一瞬にして井守へと間合いを詰める。

　しかし、井守にその気はないようだった。

　大きく割れた口がニタリと笑う。

　井守は飛び込んできた白狐の額ひたいをトンと押しのけると、それをバネに、踊り場の窓へ背中から飛び込んだ。

　階下に、窓ガラスが地面に落下する派手な音が響き渡る。

　駆け寄った鈴が割れた窓から下を覗のぞき込こむが、暗くら闇やみの中に、異形の姿を見つけることは出来なかった。

「逃げたか……っ」

　憎々しげに、宵々が呟く。













　呆ぼう然ぜんとする和かず希きの頬ほおに、微かすかな痛みが戻って来る。確かめるように触れた己の手を見て、いつの間にか変幻が解けていることに気付いた。

　ふと、カーディガンのポケットに慣れない感触を覚える。ボンヤリしたまま取り出すと、それは、井守イモリが薫かおる子こにぶつけたものと同じあの紙くずだった。

　いつの間に紛まぎれ込んだのだろう。

　震える手が、ぐしゃりと紙くずを握りつぶす。

「……くそっ！」

　そして、怒りにまかせて、床に叩たたき付けた。







　　第三章　夜よる






　教室の歓声が、廊下の外にまで響いている。

　和かず希きは引き戸に掛けた手をなんとなく戻すと、戸の隙すき間まからそっと教室の中を覗のぞいた。

　机が端に寄せられ、空いたスペースに人垣が出来ている。

「？」

　人垣の中心にいるのは、薫かおる子こと──なんと鈴すずだ。

　和希はそっと教室に入ると、今度はクラスメイトの陰からそっと様子を窺うかがった。

「いやーん！　可愛かわいい～!!」

　珍しく黄色い声を上げる薫子の頬ほおは、桃色に上気している。

「可愛い！　鈴ちゃん、すっごく可愛い!!」

「そ……そう、で、しょうか……？」

　困惑したように薫子を見上げる鈴は、紺色のワンピースに、ストライプ柄のエプロンを着けたメイド服姿だ。ふんわりと膨ふくらんだワンピースが、小柄な身体からだを更に華きや奢しやに見せている。

「とっても似合ってるわ！　お人形さんみたい！」

　すっかり盛り上がっている薫子自身、メイド服を身につけている。こちらはストライプ柄のワンピースに、紺色のエプロン、頭には鈴が作った橙だいだい色いろの猫耳を着けている。爽さわやかな水色のストライプが、白い肌に馴な染じんでよく似合っている。

「鈴ちゃん、どうしても接客はやらないの？」

　勿もつ体たいない、と言わんばかりの表か情おで、薫子が訊たずねる。

「わ、わたしは、愛あい想そが良くないので……！」

「でも、こんなに可愛いのに。お客さんにも見て貰もらいたいわ」

「す、すみません……！」

「残念ねぇ……じゃあ、後で一緒に写真撮りましょうね！」

「えへへ……」

　エプロンの裾すそをいじりながら、照れ笑いを浮かべる。

　傍そばにはハンガーラックに掛けられたメイド服が五着。

　いよいよ文化祭が翌日に迫った今日、どうにか七着のメイド服が完成したらしい。

　先日、べそをかいて和希に迫ってきた女子生徒たちに、薫子が何度も何度もお礼を言っている。

「ありがとう！　本当にありがとう！」

　手を握り、幾度となく「ありがとう」を繰り返す薫子の姿に、女子生徒たちは感激を隠せないようだ。今度は嬉うれし涙を滲にじませている。

　和希は人垣から離れると、誰だれにも気付かれないままそっと廊下へと戻った。




　井守イモリとの二度目の戦い以来、和かず希きと鈴すずはずっと口をきいていなかった。

　それだけではない。登校も下校も別々になり、たとえ隣にいようと、目を合わせることすらしなかった。

　とはいえ、実行委員の仕事がある以上、全まつたく無視することは不可能である。

　そうなると、必要な情報は全すべて薫かおる子こを通すことでやりとりした。

　薫子も二人の関係が拗こじれていることに気付いていたが、せめてこれ以上拗れないよう、あえて口だしはしないようだった。

　一つ拗れると、芋づる式に他ほかの関係性も危うくなる。そう気付いたのは、井守が逃亡してから一週間後のことだった。

　いつもなら、ヘラヘラと必要以上に明るい幼おさな馴な染じみが、ここのところ、妙に緊張した表ひよう情じようをしているのだ。

　話しかけても、反応が薄い。薄いというよりも、明らかにこちらに遠慮している。

　再会してからも変わらず送られてくるメールでは、これといって不自然さは感じられない。

　どういう訳か、直じかに顔を合わせたときだけ、挙動不審になるのだ。

　一度、その化ばけ魂たまの主あるじである妖よう狐こにそれとなく尋ねてはみたが──、盛大に溜ため息いきを吐つかれた挙句、

「親しき仲にも礼儀あり、ですわよ？」

　と、腑ふに落ちない返答をされた。ますます訳が分からない。

　気疲れの続く中で、意外にも気晴らしになったのが、みかりの気まぐれな襲来だった。

「あ、かずきゅん！　おはよー」

「ん、はよ」

「何それ、適当なんですけどー」

　鈴と口をきかず、隼はや人ととさえ気き不ま味ずい今、裏表のないみかりの態度に、和希は不思議な安心感を覚えていた。

「教室入らないの？」

「んー、今はいいや」

「中、盛り上がってるっぽいね。何やってんの？」

「メイド服が完成したから、お披ひ露ろ目めしてる」

「えー！　いいなぁ、みかりも見たい」

「だめー」

「えー！　なんでぇ!?」

　形の良い頬ほおがぷっくりと膨ふくらむ。

「かずきゅんのケチー」

「ケチで結構。決めたの、俺じゃなくて、クラスの多数決だし。……つーか、Ｅ組が二週間前に模擬店の変更したの知ってる？」

「え、今更!?」

「変更前は、ただのクラス展示だったけど、それじゃつまんないから、椅い子すとテーブル置いて軽食も出すんだってさ。で、ついでにメイド服着た生徒が接客するっていう……」

「それって、メイド喫茶じゃん！　かずきゅんとこと、めっちゃ被かぶってるじゃん」

「まぁ、模擬店の種類が被ることはよくあるし……実際、二年生のクラスにも三年生のクラスにもメイド喫茶あるしさ。だからせめて、主役のメイド服は、当日まで他ほかのクラスの奴やつらには見せないようにするんだってよ。見たければ、ちゃんとお店に来て下さいって。他のメイド喫茶もそうするんだってよ」

「ふーん、考えたねぇ」

　感心するように、みかりが頷うなずく。

「そっちはどうなんだよ？」

「何が？」

「お化け屋敷。そっちこそ、競争率高いんじゃないのか？　定番だろ、文化祭の」

「それがねぇ、定番だからこそみんな避けたみたいでさぁ。今年は一年Ａ組だけなんだぁ」

「え、マジで？」

「うん、めっちゃラッキーだよねぇ」

「だなー……」

　朝のひんやりとした空気が、静かに廊下に充満している。

　窓から作りかけの校門装飾が見える。脚きや立たつを使って作業をする生徒たちの影を目で追いながら、和かず希きは冷えた指先をポケットに押し込んだ。




「いい加減にして頂戴！」

　苦情は思わぬ所から上がった。

　仁に王おう丸まるはミルクの入ったマグカップをやや乱暴に置くと、ダークカラーのアイメイクで縁取られた瞳ひとみをギロリとこちらに向けた。

「ケンカしてるなら、ケンカしてるで構わないわ！　だけどわざわざ、ケンカしてる相手と同じ部屋でご飯食べなくたって良いいじゃない！」

　そう言うと、保健室の中をぐるりと見渡す。

　長椅子では、澄ました顔の宵よ々よがおにぎりをかじり、その横に座る隼はや人とは毎日飽きもせずチョココルネのチョコをすすっている。

　ベッドサイドの丸椅子に腰かけた和希は、母の気まぐれ弁当を食べながら、未いまだ不慣れなスマホと格闘していた。

　その弁当目掛けて、ちょいちょいと箸はしを伸ばすのは、嫌いや味みな程無言を貫いている鈴すずだ。器用にミートボールを捕まえると、やはり無言で口に放ほうり込こむ。

　今日は心なしか、いつもよりも態度に棘とげを感じる。

「全まつたく、こんなのケンカって言えるのかしら？　聞いたことないわよ、ケンカ相手と毎日お弁当分けあうなんて」

「そんなこと言ったって……」

　仕方ないのだ。こちらだって、好きで分け合っている訳ではない。

　サンドイッチ弁当以来、母は弁当箱を一つで済ますことに味を占めてしまったらしい。それからというもの、渡される弁当は二人で一つ。大きくて深い曲げ輪っぱに、二人分のおかずとご飯が詰め込まれている。

　無視はしていても腹は減る。それは相手も同じらしい。

　ただ、互いに無言で同じ弁当をつつき合う様は、端はたから見れば異様だろう。

　それでなくとも、普段なら無意味にヘラヘラしている幼おさな馴な染じみが、今は乾燥しすぎた干し芋のようにショボンとしている。

　お嬢様キャラを気取っている宵よ々よに至っては、食事の際に無駄な話をしない主義だ。

「辛気くさいったらないわ……っ」

　仁に王おう丸まるがイライラと言う。

「もう、あれから一週間も経たつのよ」

「……だから言ったのじゃ」

　唸うなったのは鈴だ。握った箸先は、弁当箱の隅に鎮座するだし巻き卵を狙ねらっている。

「何を」

　ムッとした和かず希きが、スイッと弁当箱を横にずらす。

　しかし、箸先は果敢に獲物を狙う。

「だから言ったのじゃ！」

　逃げる弁当箱と戦いながら、鈴はもう我慢ならん、とばかりに叫んだ。

「油断してはならんと！」

「油断って……あんなに小さいのに……!?」

　怯ひるんだ隙すきに、鋭く攻めた箸先が、いよいよ巻き卵を捉とらえる。

「大きさは関係ないと何度も申したであろう！　そなた、あやつがしたことを忘れたのか!?」

「それは……」

　忘れたわけではない。忘れることなど出来ない。

　それでもまだ、あの小さかった井守イモリの変へん貌ぼうを夢だと思いたい自分がいる。

「捕まえて、もっと遠くに捨ててくるべきじゃった」

「弱いフリをしているうちに」そう付け足して、鈴すずは戦利品にかぶりついた。

「……悪かったと思ってるよ」

　この一週間、言えなかった台詞せりふをようやく吐き出す。

「確かに油断してた。でも……」

　信じたかったのだ。あの小さな肩を。自信なげな瞳ひとみを。

「そなたのことだ。どうせあのチビが自分に似ているとでも思ったのだろう」

「！」

　ずばり当てられて、思わずギクリとなる。

　もやもやとしたものが胸に湧わき上あがるのは、図星を指された自分が恥ずかしくてたまらないからだ。

「そなたの悪いクセだ。何にでも感化されて、終しまいには自滅する」

　自滅──そうかもしれない。

　何にでも無意識のうちに感情移入して、それなのに受け止める器は持たない。

「だけど、こんな風にいくつもいくつも、いつもと違うことが続いたらもう、何も出来ない……もう、俺には無理だ」

「いつもと違うこと？」

　化ばけ魂たまの主あるじが、射るようにその従僕しもべを見つめる。

「それは妖あやかしと戦うことか？　それとも──」

　応こたえない和かず希きに、鈴が業を煮やす。

「だったら何な故ぜことわらん！」

「煩うるさいな！　俺だって誰だれかの命がかかってなかったらこんな面倒なことしなかったよ！」

「そうではない！　そなたの命はワシの物じゃ、どんなに泣いて嫌がっても、母上を守ることは絶対にやめさせぬ！」

「だったら──」

「ワシが訊きいておるのは、祭の準備のことじゃ！」

　熱くなった鈴が、ベッドから飛び降りる。

「やりたくないことを嫌々してヘソを曲げて！　それではまるで赤子同然ではないか！」

「ああ、そうだよ！　やりたくなんかなかったよ！」

　カッとなった和希も、つられて勢いよく立ち上がる。

「だから嫌いなんだ、文化祭とか共同作業とか……！　こんな、こんな自分が使えない駄目な奴やつだって、知らしめられるみたいで……!!」

「ならば引き受けなければ良かったのじゃ！」

「だけど……！」

　だけど……母親を慕う子供から、笑顔を奪うことなど出来なかった。

「榊さかきさんが実行委員を一緒にやるって言ったとき……そのときの鈴おまえが、白しろ詰つめ草くさの花はな冠かんむりを貰もらった女の子と同じ顔してたから……だから、俺は……」

　瞬間、鈴すずの顔色が明らかに変わる。

「白詰草……？」

　それまでとは違う震えた声音で、呆ぼう然ぜんと呟つぶやく。

「そなた、白詰草と言ったか……？」

　突然の鈴の変化に戸惑いながら、和かず希きはおずおずと頷うなずいた。

「前、井守イモリの毒にうなされてたとき……よくわかんないけど、そのとき、俺に鈴の小さいころの記憶が流れ込んできて……」

「見たのか？」

「え？」

「その記憶を、見たのか？」

「勝手に見たことは、謝る。でも、流れ込んできたんだから俺にはどうにも──」

　突如飛んできた箸はしを、和希は避けることが出来なかった。

　投げつけた張本人は、振り下ろした手をそのままに、真っ赤な顔をして肩で息をしている。

「鈴……？」

「っ……!!」

　刹せつ那な、栗くり色いろの髪をなびかせて、化ばけ魂たまの主あるじは保健室から飛び出していった。

「鈴!?」

　咄とつ嗟さに追いかけようとした和希を、仁に王おう丸まるが制止する。

「待って、今は駄目よ」

「いや、でも──」

「今は一人にしてあげた方がいいわ。じゃないとペチャパイちゃん、羞しゆう恥ち心で死んじゃうわよ」

「え……？」

　訳が分からない和希を、仁王丸が椅い子すに座るよう促うながす。

「えっと、あの……？」

「さて、どうしたものかしら」

　傍観に徹していた宵よ々よが、溜ため息いき混じりに呟いた。

「面倒なことになってしまいましたわ」

「面倒なこと？」

「あなた、本当に分かってらっしゃらないの？」

「分かってないって、何を……？」

「誤解しないように言っておくけど、アタシは無関係よ、坊や」

　そう言うと、仁に王おう丸まるは備え付けのミニキッチンへと向かった。ホーローの薬や缶かんをコンロにのせると、シンク下の棚から人数分の湯飲みを取り出す。

「ただちょっと、副作用の強い薬を使っただけ」

「じゃあ、なんで……」

「御み陰かげ和かず希き、良くお聞きなさい」

　宵よ々よが真まっ直すぐに和希を見つめる。その瞳ひとみは、深い夜の色だ。

「あの子は……鈴すずは産まれてすぐ母親と引き離されたの」

「え？」

「つまり、貴方あなたが垣かい間ま見みた、母親から白しろ詰つめ草くさの花輪を貰もらって喜ぶ女の子なんて、存在しないってことですわ」





　　　＊　　　＊　　　＊





『母上』──一度で良いから、そう呼びかけてみたかった。




　逃れ走り着いた屋上に人気はなかった。

　鈴の熱い頬ほおを、冬を呼ぶ北風が冷やす。

　見られていた。覗のぞかれていたのだ。和希に、あの夢を──。

「[image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ][image: ]！」

　羞しゆう恥ち心をかき消すように、意味のない叫び声を上げしゃがみ込む。

　幼い記憶。母の呼ぶ声。焦こがれた想おもい。

　──そう、あれは夢だ。現実とは永遠に相あい容いれない、願いと欲の入り交じった浅はかな『夢』でしかないのだ。




　──幼い子は、母と思い出を共有できる程の時間を過ごすことすら叶かなわなかった。

　訳も分からぬまま引き離されて、気がつけば森の中、他ほかの妖あやかしたちとともに木々の間を走り枝の上で眠る、そんな日々を送っていた。

　寂さびしかっただろうか。振り返ってみても分からない。

　寂しかったような気もするし、寂しいという感覚すら分からなかったような気もする。

　ただ、ふと周囲の妖を見回したとき、そこには、当たり前のように『母親』という役目の雌の妖がいて、その『子』という幼い妖がいた。

　そして自分を顧みたとき、そこには、ぼんやり突っ立っている、こ汚く惨みじめな妖が一匹。

　さて、何かが違うようだ──独りぼっちの妖はそう思った。

　微かすかな記憶を頼りに『母』と呼ばれる存在を探した。どうやらそんな存在が、自分にもあったような気がしたのだ。

　アテはない。本当にいたという根拠もなかった。

　胸の奥底、どうしようもなく懐かしい匂においを頼りに、母の姿を求めて彷徨さまよった。




　そして──、




　ようやく見つけたその人は、文字通り『人』であった。

（なんだアレは？）

　幼い妖あやかしは思った。

　アレは人だ。脆もろくか弱く、そして愚かな『人間』。どうして、その人間が、妖である自分の母親なのか。

　そこで妖は、自分が半人半はん妖ようであることに気付いたが、それでは何な故ぜ自分が半妖なのかは、ついぞ分からなかった。

　加えてもう一つ、分からないことがあった。

　それは、母の魂たましいのことだ。人である割には、その光があまりにも強い。その清く純粋な魂の力に惹ひかれて、周辺の妖が続々と集まっている。

（なんだアレは？）

　幼い妖は反はん芻すうした。

　ただ、このまま放置すれば、『母』はいずれ妖に魂を喰くわれて死ぬ。それだけは分かっていた。

　むしろ、何なに故ゆえ今まで生き残れたのか不思議な程だ。きっと、妖たちが互いに牽けん制せいしあっているのだろう。母の行く先々には、争い殺し合った妖の骸むくろが転がっていた。

　その骸に、何も知らない母がそっと祈りを贈る。

　母は神み子こであった。

　おそらく、その魂の清さと強さを買われたのであろう。

　白い絹の衣を着た母が、手伝いの童わらわ女めを連れて神殿を歩く様を、幼い妖はそっと見つめた。

　そして時折、母が童女を呼ぶ声にそっと耳を澄ます。

　あの声で優しげに名を呼ばれたら……そう考えただけで、妖の胸はぎゅっと苦しくなった。

　いっそ名乗り出ようと、何度思ったかしれない。

　けれど、妖である自分が現れたところで、人である母は喜ぶだろうか。もしかしたら、自分に恐れおののいて逃げてしまうかもしれない。

　そうでなければ、神み子この力で自分を退治しようとするかもしれない。

（ならば……）

　決して正体は明かさぬ。妖あやかしは誓った。

　明かさぬまま、守り抜いてみせる。

　その肉体が朽ちて、また新しく生まれ変わったとしても。その輪りん廻ねを追いかけて、必ず見つけ出し、そして守り抜く。

　いつか、その魂たましいが、天へと還かえるまで。




　──たとえこの先、何があったとしても。





　　　＊　　　＊　　　＊





　話し終えた宵よ々よが、湯飲みのお茶を一口飲む。

「ぬるい」

　と、こぼして、湯飲みを持ったままの両手を、そっと膝ひざの上に置いた。

「あらまぁ、ごめんなさい」

　嫌いや味みに苦笑した仁に王おう丸まるが、ホーローの薬や缶かんをまたコンロへのせる。その一連の音が、やけに静かな保健室にピリピリと響いた。

「……そもそも五百年前のこの国に、白しろ詰つめ草くさなんて存在しませんもの」

「いや、でも──」

　和かず希きは釈然としなかった。自分は見たのだ。小さな娘に、白詰草の花はな冠かんむりを渡す母親の姿を。その優しい笑顔を。

「白詰草って、外来種なのよ」

　コンロの前に立っていた仁王丸が、こちらを見ないまま言う。

「外来種？」

「そう。元々この国にはなかった花なの。それが、海外の貿易商なんかが商品を箱に詰めるとき、緩衝材として使ったものから種が溢あふれて──今ではどこにでもある程広まったけれど。とにかく、五百年前のこの国にはなかったのよ」

　それなら……、

「なんで、存在しないはずの白詰草の花を……？」

　薬缶の吐き出す蒸気の音にかき消されそうなほど細い声で、和希は訊たずねた。答えは分かっていた。分かってはいたが口に出さずにはおれなかったのだ。

　宵々が意味深にこちらを見る。

「貴方あなたはどう思って？」

「いや、それは……」

「いいのよ、もう分かっていることなんだから。あの子も……鈴すずも、別に今更誤ご魔ま化かそうなんて思っていないでしょうし」

「つまり、俺が見た記憶っていうのは……」

「言ってしまえば、真っ赤な偽物ですわね」

「ニセモノ……」

　そう、言い切った宵よ々よに、少なからず衝撃を憶おぼえる。

　そんな和かず希きの気持ちを汲くんだのか、仁に王おう丸まるが苦笑して言う。

「偽物って言うのは語弊があるんじゃない？　つまり、あれよ……えっと、最近流行の……そう！　妄想！」

「妄想……」

　偽物だの妄想だの、並べてみれば大差はない。

「いいえ」宵々が打ち消すように首を振る。

「ごめんなさい、悪ふざけが過ぎましたわね。あれは、繰り返し夢見た、あの子の憧あこがれ……でしょうね」

　夜色の瞳ひとみが憂うように窓の外を眺める。

「私もね、母親は早いうちに亡くしましたの」

　そして、独り言のように、ぽつりとこぼす。

「でもね、父がいましたから……それに信しの太だの森は、妖よう狐こ一族の住処すみか。天涯孤独ということはなかったし」

　そう言って、遠い昔を思い出したのか「ふふ」と笑みを漏もらす。

「初めて見たときは、父がまたおかしなゴミを拾ってきたのかと思いましたわ。そりゃあ汚くて……でも、よく見たら動いてましたの」

　ボロ布のようだった。

　覗のぞき込こんでつつくとうごうごと動いて、そして、小さな犬歯を剥むいてみせた。

「まともに変幻も出来ない半はん妖ようが、生意気に逆毛を立てて威い嚇かくして……何日も何日も碌ろくに食べようともしないで……すぐに死ぬと思いましたわ」

　信太の森の、小さな木の洞。傷ついた子こ狸だぬきは、その中に寝かされていた。

　食事を運ぶのは、長の娘である宵々の役目だった。

　他ほかの狐きつねたちは皆、半妖を気味悪がって近づきもしない。宵々もはじめは気持ち悪いと思っていた。人との間の子など、異形の中の異形だ。

　けれど覗き込んだ洞の中で、必死にこちらを威嚇するのは、ほんの少し自分より色が濃いだけの、同じ毛玉だった。

　薄暗い洞にぽっかりと浮かぶ、黄金こがね色の双そう眸ぼうが美しかった──。













「それが、ある日を境に、差し出した食料を食べるようになって、みるみる体力を回復して……そして、突然、森から出ていきましたの。『母親』を捜しに行くって、そう言って」

「止めなかったの……？」

「止めてなんになりますの？　元々、あの子は半はん妖よう、しかも狸たぬき。生まれも違えば種族も違う……私たちの森には、最後まで馴な染じもうともしなかった」

　伏せられた顔が、少しだけ悔しそうに歪ゆがんだ。

「宵よ々よはね、何度か捜しに行ったんだよ、鈴すずちゃんのこと。ね？」

「隼はや人と！」

　銀髪の従僕しもべの言葉に、ハッと顔をあげた化ばけ魂たまの主あるじが語気を強める。

「今回、オレたちが清白魂すずしろを見張るよう任されたのだって、もとは宵々が自分から志願したことだったんだよ」

「あらまぁ」

　わざとらしく声を上げた仁に王おう丸まるが、思わせぶりにニヤニヤと笑う。

　隼人はその鮮やかな水色の瞳ひとみで和かず希きを捉とらえると、いつものように、にへらと笑顔を作る。

「かずちゃん、オレも自分から志願したんだよ、親友のこと守りたかったからさ、宵々みたいに」

「アイツは、親友なんかやあらへん！」

　たまらず叫んだ宵よ々よに、隼はや人とが「うん」と頷うなずく。

「手のかかる妹……みたいなもんだって言ってたもんね」

「っ……！」

　とどめを刺されて、ぐうの音も出ないようだ。

「甘酸っぱいわぁ」

　シンクに寄りかかりながら、ミルクの入ったマグを傾ける仁に王おう丸まるを、宵々がギッと睨にらみ付ける。

「いやん、こわぁい」

　わざとらしく逃げる真ま似ねをした仁王丸が「あ、そうだ」と、こちらを振り返る。

「坊やに良いこと教えてあげる」

「良いこと？」

「うふふ。はい、これ」

　そう言って仁王丸が和かず希きに手渡したのは、なんの変哲もない丸められた紙くずだ。

「これって……！」

「ちょっとこれ、広げてみてちょうだい」

「井守イモリの投げた紙くずですわよね？」

　和希の手を覗のぞき込こんだ宵々が、眉み間けんに皺しわを寄せる。

「どうしてあなたがこれを？」

「いいから、広げて、中を見て」

「？」

　しわしわに丸められた紙を、丁寧に広げる。中から現れたのは、もじゃもじゃとした毛糸の群れのような落書きだ。

「ん？　この落書き……どっかで見たことあるような……」

「あ！」

　傍かたわらで覗き込んでいた隼人が、思い出したように声を上げる。

「ほら、委員長のノートにされた落書き！　それといっしょだ！」

「本当ですわね」

　確かに、もじゃもじゃとした密集具合も、使われているペンの太さも色も、あのとき見せられた千ち鶴づるのノートの落書きと全まつたく同じだ。

「なんでそれがここに？」

「じゃあそれは、本人に訊きいてみましょうか」

「え……？」

　仁王丸は唖あ然ぜんとする三人にウィンクをしてみせると、保健室の隅に置かれた薬品棚ドクターズラツクに向かって呼びかけた。

「ほうら、出てらっしゃい」

　ガサゴソと音を立てて棚の陰から顔を出したのは、今にも泣き出しそうな顔の小さな井守イモリだった。

「！」

　一瞬にして緊張がはしる。

「なんで、ここに……!?」

「この間、アタシが見つけたの。坊やたちが井守に襲われたって騒いでたすぐ後、プールの隅で小さくなって怯おびえてて……あんまり可哀かわい想そうだから、ここで預かってたの」

「だって、コイツは──!!」

　裏切ったのだ。絶対にやっていないと訴えながら、和かず希きたちを弄もてあそんで、終しまいには隙すきを誘って危害を加えようとした。

　暗くら闇やみの中で、ニタニタと笑う異形の姿が蘇よみがえる。小さな身体からだから立ち上る妖よう気きは、まるで殺気の塊かたまりのようだった。

「よぉく、ご覧なさいよ、全まつたく」

　和希の心情を断ち切るかのように、仁に王おう丸まるが声を上げる。

「こんな小さな子に一体何が出来るの？　そう言ってたのは坊や自身じゃない」

「！」

　我に返って、目の前の小さな小さな妖あやかしを見る。

　身を隠すように仁王丸の足に絡みついて、怯えた瞳ひとみをこちらに向けている。ぷるぷると震える小さな肩も、手も、膝ひざも何もかもが幼気いたいけだ。

「……！」

　そうだ。こんな小さな身体で、一体何が出来るのだろう。

　天井裏から現れた家や守もりが、震える井守の背中にそっと手を回し「ミー」と声にならない声で慰めた。

「じゃあ、ここのところ清白魂すずしろに危害を加えようとしていた者の正体は、井守でないということですの？」

　宵よ々よが難しい顔で訊たずねる。

「だったらなんで、清白魂をつけ回したりなんか──？」

　確かに、その通りだ。

　理由もなくつけ回して、あまつさえ紙くずをぶつけるなど不可解すぎる。

「紙くずじゃ、なかったんですって」

「え……？」

　意外な言葉に、皆目を見開いた。

「ほら、これ。なんとなーく読めない？　うふふ、無理か」

　そう言って、仁に王おう丸まるは井守イモリの紙くずを、保健室の蛍光灯に空すかして見せた。

　赤いマニキュアの塗られた指先が、もじゃもじゃの中の特に太い線をなぞるように何度も動く。

「ほら、ここが『ご』。その下が『め』、そんでもってこっちが──」

「まさかこれって……！」




『ごめんなさい』




　もじゃもじゃの中に隠れていたのは、小さな井守の書いた、小さな小さな謝罪の言葉だった。

「手紙だったんだ……！」

「そ。手紙。……謝りたかったんですって、この子」

　まずはじめは鈴すずに。次は千ち鶴づるに。そして、薫かおる子こと和かず希きに──。

　あまりに不器用なその謝罪に、思わず呆ぼう然ぜんとして──そして、吹き出す。

「ぷっ……あはは……はは……っ！　全まつたく……っ」

「なんて紛まぎらわしいですの」

　そう、溜ため息いき混じりにこぼした宵よ々よの頬ほおも、よく見れば緩ゆるんでいる。

「ってか、なんでもっと早く教えてくれなかったんだよ、仁王丸」

　恨み言を吐かれて、仁王丸がツンとそっぽを向く。

「だって、坊や最近ずっと忙しそうだったじゃない。清白魂すずしろと一緒に文化祭の準備するんだって鼻の下のばしちゃってさ。アタシに会いに来るのは、ランチのときだけ……っていうのは半分冗談で、ペチャパイちゃんもピリピリしてたし、もう少し落ち着いてから報告しようかと思ってたのよ」

　仁王丸なりの気き遣づかいだったのだろう。この保健医は妙なところで女子力──本来は男子力だが──が高い。

「まぁ確かに。今のあの子に言ったら、何するか分かったもんじゃありませんものね」

「そうだな」

　そんな中、隼はや人とだけが、珍しく「う～ん」と考え込んでいる。

「どうした？」

「井守が犯人じゃなかったとして……じゃあ、誰だれが井守に化けて清白魂に危害を加えようとしてたの？」

「そうですわね……」

　一週間前、日の暮れた校舎で和希たちに襲いかかった妖あやかしは、確かに井守の姿をしていた。

　しかし、それが井守でなかったというのなら、一体誰が井守に成りすましたのか──。

「問題は山積みね」

　やれやれと、仁に王おう丸まるが肩をすくめる。

「兎とに角かく、今は清白魂すずしろを見張ることぐらいしか出来ませんわ」

　と、そのとき、昼休みの終了を告げるチャイムが鳴り響く。

　今日は午後の授業がない。

　あとは各クラスで最後の追い込みをするのだ。文化祭の準備がないものは皆そのまま帰宅し、翌日に備える。

　銀ぎん葉よう祭さいには前夜祭はないが、二日目の夜には大規模な後夜祭が開かれることになっていた。

「行きましょう、隼はや人と」

「うん」

　鈴すずに促うながされて保健室から立ち去ろうとした隼人が、ふと立ち止まる。

「かずちゃん」

　振り返ってこちらを見たその表か情おからは、ここ最近の妙な強こわばりが消え去り、いつもの屈託無さが戻ってきていた。

「久しぶりに、かずちゃんとゆっくり話せて嬉うれしかったよ」

「隼人……」

「かずちゃん、忙しいのにオレ何回もかずちゃんのこと怒らせちゃって……ごめんね」

「怒らせた？」

『呆あきれた』ならともかく、『怒った』ことなどあっただろうか。

「うん……？　覚えてないの？」

　腑ふに落ちない表ひよう情じようをしている和かず希きに、隼人が首をかしげる。

「補習の後に文化祭の準備手伝おうとしたら、余計なことするなって。お前は不器用だからって」

「え──？」

　隼人が不器用なのは事実だが、そこまでハッキリ言うだろうか。というよりも、そんなことを言った憶おぼえが和希には一切なかった。

　忙しくしていた所せ為いか、最近誰だれとどんな話をしていたかも曖あい昧まいだ。そもそも、鈴と話さなくなってからの一週間、他ほかの生徒とも殆ほとんど口をきいていないかもしれない。

「他にも、へたくそーとか、お前がいると周りが怖がるとか……」

　思い出すのも辛つらいのか、隼人の青い瞳ひとみにみるみる涙がたまっていく。

「ほ、本当に俺、そんなこと言った!?」

「？　うん。憶えてないの？」

「いや、憶えてないって言うか……」

「最近、かずちゃんとうまく話せないような気がしてて……忙しいのはよく分かってたんだけど……でも、いつもメールは普段通りだったから、気が立ってたのかなぁって」

　確かにメールで何度かやりとりしたのは憶おぼえている。当たり障りのない、ごく普通の内容だった。

「それじゃ、かずちゃん。またメールするね」

　そう言って、幼おさな馴な染じみはその化ばけ魂たまの主あるじと保健室を後にした。

「さて、俺はどうしようかな……」

　実行委員の仕事も、まずは明日の朝まで特にない。

　模擬店関係のことは、振り分けられたクラスメイトが各自順調に仕事を回してくれた。教室の改装も済んでいる。

　あとは調理班が、各自の家で簡単な焼き菓子を作って持ち寄るだけだ。

「そうだ、坊や」

「ん？」

　明日のスケジュールを反はん芻すうしていた和かず希きに、仁に王おう丸まるが話しかける。

「白しろ詰つめ草くさの花言葉って知ってる？」

「花言葉？」

　白詰草……鈴すずの夢の中で、母親から手渡された花はな冠かんむりは、愛らしい白詰草で出来ていた。

　保健室を後にして、教室へと向かう。

　おもむろにスマホを取り出すと、慣れない動作で、インターネットアプリを開く。

　検索窓サーチボツクスに打ち込んだ文字は『白詰草』。

　ザッと現れた検索結果から、花言葉の載っていそうなサイトを選ぶ。

「………」

　和希は目的の情報を得ると、そっと画面を閉じた。





　　　＊　　　＊　　　＊





『ははうえ……』

　初めて口にしたその言葉は、なんだかひどく柔らかいものを噛かんだような、奇妙な感覚がした。




「母上……」

　か細い声が、屋上の風に攫さらわれる。

「母上……」

　あれから五百年。何度も何度も呟つぶやいたこの言葉を、相手に呼びかけたことは一度もない。

「母上……」

　会おうたことはある。

　口をきいたこともある。

　初めてかけた言葉は、確か、「お怪け我がはありませぬか？」だった。

　妖あやかしに襲われたあの人を、偶然通りかかった風を装って助けた。すぐに逃げるよう指示してしまったから、あのときあの人がどんな表か情おをしてどんな言葉を返したのかも分からない。

「母上……」

　コンクリートの床が、膝ひざに冷たくて痛い。

　そういえば一度だけ、どうしても堪こらえきれずに、あの人に仕える童わらわ女めに化けて屋敷に忍び込んだことがある。

　使いに出た童女と入れ違うようにして裏門を叩たたいた。

　迎え入れたあの人は、先程出ていったばかりの者が戻ってきたので、少し驚いたようだった。

「忘れ物を致しました」そう言った偽にせの童女を叱しかるでもなく、窘たしなめるでもなく、優しく微笑ほほえんで迎え入れる。

　何を忘れたことにするか考えてもいなかった偽者に、「では、今日はもう屋敷におりなさい。ゆっくりなさい」と、懐に入っていた袋から、小さな飴あめを出してくれた。

　お食べと、渡されても、しばらくは見つめるだけで口に入れることも出来なかった。

　それをどう捉とらえたのか、「大丈夫、飴は逃げたりなどしませんよ」と、取り出した別のもう一つを口の中に放ほうり込こんでくれた。

　甘い……思わず呟つぶやくと、「たくさんお食べなさい」と、終しまいには袋ごと手渡された。

　その日は一日、日課の祈き祷とうも呪まじないもせずに、ずっとそばにいてくれた。

　絵巻物を眺めたり、手遊びを教えてくれたり、今様はやりうたを唄うたったり──。

　夕暮れ時、裏門を叩く本物の童女の声に目覚めてはじめて、自分が遊び疲れて眠ってしまったことに気がついた。

　隣には、寄り添うように眠るあの人がいた。穏やかな寝息が、頬ほおをくすぐる。

　この温ぬくもりをいつまでも覚えていよう。そう誓って、そっと、屋敷を後にした。

　貰もらった飴は、結局一つしか食べずに、おいてきてしまった。

「母上……」

　呼びかけてみたかった。思うように甘えて、そして、抱きしめて欲しかった。

　せめて自分の心の中では、母に甘える幼子でいたかった。

　……だから願ったのだ。いつか、あんな日々が来ますように。

　思う存分「母」と呼べる日々が来ますように。

　そして、願う度に、思い知る。




　──絶対に、そんな日々は来ないのだと。




「母上……」

　別棟へと続く渡り廊下を、あの人が歩いている。こんなに離れた屋上からでも、あの人のことだけはすぐに見つけられる。

　──何度だって見つける。見つけてみせる。

　たとえその魂たましいが清白魂すずしろでなかったとしても。

　変わらないあの温ぬくもりを求めて、貴女あなたの輪りん廻ねを追いかける。

「母上……っ！」

　決して、『我が子』と抱きしめて貰もらえなくても。





　　　＊　　　＊　　　＊





「御み陰かげくん！」

　渡り廊下の先、自分を呼び止めたその女子生徒は、柔らかい髪をふわふわと揺らして、廊下を歩く和かず希きに手を振った。

「榊さかきさん」

「今日はもう帰るの？」

　駆け寄る彼女の豊満な胸が、まるで風に揺れる大きな果実のように上下する。

　思わず動きを目で追ってしまった自分が恥ずかしくて、和希は少しだけ背中を向けた。

「いや、他ほかにやり残したことないか、確認してから帰ろうかなって……」

「うふふ、私も丁度同じこと考えていたの」

　そう言うと、腕を真上に突き出して、大きく伸びをする。大きな胸が更に強調されて、和希は最も早はや、どこを向いていればいいのかも分からなかった。

「いよいよ明日ね、銀ぎん葉よう祭さい」

「そうだね……」

「実行委員……大変だったけど、やりがいあったわね」

　その言葉に、和希は同意も否定も出来なかった。

「御陰くん？」

「……ごめん、俺は、まだよく分からなくて」

「そう……そうね、文化祭の本番って明日だものね」

　微笑ほほえむ薫かおる子こは、どうやら和希の言葉を別の意味で受け取ったらしい。

「いや、そういうんじゃ──」

「後夜祭のときに教えて」

「え？」

「実行委員やってみてどうだったか……あ、でもね」

　珍しく、悪戯いたずらっ子このような笑みを浮かべて薫かおる子こが言う。

「実は私、御み陰かげくんがなんて言うのか、もう知ってるの」

「榊さかきさん……！」

　敵かなわない。心の底からそう思う。……本当は、全すべて見透かされているのかもしれない。そんな風に思ったりもする。

「あ、そういえば……」

　薫子が思い出したように、

「鈴すずちゃんには、もう謝った？」

　突然出た鈴の名前に、和かず希きは内心ギクリとした。

　先程のやりとりを、薫子が知るはずもないというのに。偶然にしてはあまりに良いタイミングである。

「謝るって……？」

　恐る恐る訊たずねた和希に、薫子が「もう～」と憤慨するようなフリをしてみせる。

「私、知ってるのよ。二人がここ最近ず～っと口をきいていないの。それでも、二人の問題だろうと思ったから、わざと口出しはしなかったのよ」

「あ、ご、ごめんね。気き不ま味ずい思いさせて……。ちょっと、もめちゃって」

　薫子が「んーん」と、首を振る。

「それは仕方ないわ。ケンカは誰だれだってするもの。ゆっくり時間をおいてから仲直りするときもあれば、あっという間に元に戻るときもあるでしょう。だから、お互い口をきかなくなるときだって、あると思うの。でも──」

「でも？」

「でも、いくら仲良くしたくないからって、わざと言葉で傷つけるのは駄目よ」

　薫子がぐっと一歩身を乗り出して、和希に詰め寄るように訴える。こんなに感情的な薫子は本当に珍しい。

「えっと……俺……？」

「だから、謝らないと駄目よ。今日のアレは、本当に酷ひどかったと思うわ」

「今日のアレ？」

　薫子が何を言わんとしているのか、和希には全まつたく読めなかった。

「そうよ！　駄目よ、もう、女の子に『ブス！』なんて言っちゃ！」

「ぶ、ぶす!?」

　和かず希きの声が裏返る。

　いつ自分が『ブス』などと言ったのだろうか。ハッキリ言って、全まつたく記憶にない。

「あと、メイド服を着た鈴すずちゃんに向かって、似合わないって、面と向かって」

「俺が言ったの!?」

「？　そうよ」

「い、いやぁ……」

　そう言えばさっき、隼はや人とに言われたこともそうだ。

　取っ付きづらくなった。

　言い方がきつくなった。

　けれど和希は、そんな態度を取った記憶が一切ない。……この胸騒ぎは何だろう。

「ちゃんと謝らなきゃ、駄目よ？」

「え、あ、うん……！」

　そう、念を押されて、思わず頷うなずく。

「良かった！　じゃあ、明日はまた仲の良い二人に会えるのね」

　少しホッとしたような薫かおる子この優しい笑顔に、ぎゅっと胸が苦しくなる。

　この笑顔を見せてやりたい人がいる。そのことに、和希は初めて気がついた。





　　　＊　　　＊　　　＊





　帰宅後、和希は物置部屋に閉じこもると、じっと、隣の部屋の主あるじに声をかけるタイミングを窺うかがっていた。

　意味もなく仁王立ちで、部屋の襖ふすまを睨にらみ付ける。

　二つの部屋を隔てる何の変哲もない襖が、今はまるで鋼の要よう塞さいのようだ。

　意を決して、手をかけるも、無意味に指先に力が入るだけで、結局開けることは出来ない。

　開いたところで、かける言葉も決まっていないのに……そう思うと、いっそ塞ふさいでしまおうか。そんな気分にさえなる。

　ここに襖があるのが悪いのだ。襖さえなければ、隣の豆まめ狸だぬきが何を考え、何をしているのかなど気にならない。いや、少しは気になるかもしれないが、実行に移すことが出来ない状況ならば気にならないも同じだ。

　では、今はどうだろう。こうして開けることの出来ない襖が堂々と鎮座しているお陰で、自分はまるで駄目な人間なのではないかと考えてしまう。なんの変哲もない木と紙で出来たたった二枚の襖なのに。本気になって蹴けり飛とばせば、穴の一つも開けられるヤワな仕切りなのに。

「どうせ……」

　溜ため息いきを吐つくように言い訳が口をつく。

　どうせ、顔を合わせたところで、いつものように馬ば鹿かみたいな罵ののしり合あいをするだけだ。

　不満は口に出さないと分からないなどと世間では言われているが、口に出した不満は自分でも目を背けたくなる程醜い。

『最近、かずちゃんとうまく話せないような気がしてて……』

　ふと、幼おさな馴な染じみの言葉を思い出す。

　自分がうまく話せないのは、今に始まったことではない。

　無邪気な歳としを過ぎた辺りから、徐々に人と話すことが苦手になってきたのは確かだ。苦手どころか、必要以上に口を開く目的も意思も持たなかった。

『どうしてだろうね、メールなら平気なのに』

　文章にすればある程度は感情が整理される。あからさまに変なことを口走る心配もない。

　そのとき、和かず希きの脳裏に違う声が過よぎった。

『手紙よ、手紙』

　そう言って仁に王おう丸まるが見せたのは、みみずののたくったような酷ひどい文字をした、つたない手紙だった。

「手紙……」

　そうだ、手紙だ。

　和希は布団の横に積み上がった段ボール箱を漁あさると、中からページの余ったノートを取り出した。

　今度は通学鞄かばんからペンケースを取り出し、太めの水性ペンを選ぶ。

　床に広げたノートの前にあぐらをかくと、和希はしばらくの間ジッとノートの空白を見つめた。

　そしておもむろにペンのキャップを外すと、ノートに向かって背中を丸める。──が、すぐにページを破って丸めてしまった。

　もう一度、ノートに向かう。今度は先程よりも慎重に、けれど、さりげなさを忘れずに。出来るだけ短く、余計なことは書かず。

　そうしてようやく書き上がった頃ころには、丸めた紙くずで小さな山が出来た。

　和希はまた、床に置かれたノートをじっと見つめた。




『腹空すかないか？』




　最初に書いたのは、こんな言葉だった。

　書き損じよりも丁寧にノートから千切り取ると、四つに畳んだそれを、襖ふすまの隙すき間まからそっと隣の部屋へ滑り込ませた。

　カツン──と、折った紙の角の床に当たる音が、襖ふすま越しに聞こえる。

　そのままじっと襖の傍そばで耳を凝らしていると、ギシリと床が軋きしんで、人の近付く気配がした。床に落ちた紙を拾い上げ、読んでいる様子が微かすかに伝わってくる。

　返事は、意外な程早かった。

　にゅっと襖の隙すき間まから現れたそれは、和かず希きの送った紙切れだった。

　緊張した面持ちで、そっと開く。そこには一言、




『べつに』




　と、書き加えられていた。

　今度は慌あわてて、『おやつは食ったのか？』と書き付けると、また同じように襖の隙間に差し込む。

　戻ってきた紙には、『食べてない』と、書かれていた。

『珍しいな』

『そんなことない』

『そんなことある』

『そんなことない』

『いつもは毎日食ってる』

『毎日じゃない』

『そんなことない』

『そんなことある』

『そんなことない』

『何の用だ』

　その字を見て、和希の手がふっと止まる。そして少しだけイライラと身体からだを揺らすと、意を決して書き殴った。

『今日はごめん』

『なにが』

　返事は早かった。

　和希はこの勢いを殺すまいと、考える時間すら惜しんで手を動かした。

『色々。篠しの田ださんから聞いた』

　今度は少し間があった。その微かな時間が悩ましい。襖の隙間から落ちた紙切れを慌てて拾い上げる。

『そう』

　そのたった二文字に、グッと喉のどが詰まった。息苦しさは、切なさだろうか。

　もう殆ほとんど空白のなくなったノートの切れ端を見て、新しくノートを千切る。

　──伝えなければ、ちゃんと伝えなければ。

　しかし、和かず希きがノートの切れ端を差し込むよりも早く、見覚えのない紙切れがもう一枚、遠慮がちにするりと襖ふすまの隙すき間まから現れる。




『そなたが気に病むことではない』




　紙切れを持つ手が、指先が、自然と震える。突き放された訳ではない。

　それでも、ここから先に立ち入ってくれるなと、白い紙に浮かんだ文字が言っているような気がする。

『ごめん』

　もう一度大きく書いて、襖を越える。

『あやまることはない』

『ごめん』

『あやまるな』

『ごめん』

『しつこい』

『最近、ずっとおかしかった。一人でテンパってた』

『あほう』

『謝ってるだろ』

『ひらきなおるな』

『アホって言う方がアホなんだぞ』

『ばかを言うな』

『バカって言う方がバカなんだぞ』

『にあわないと言った』

『何を？』

『めいど服』

『言ってない。あと平仮名で書くな、死しに装しよう束ぞくみたいだろ』

『言った』

『本当に言ってない』

『言った。あやまれ』

『謝らなくていいって、さっき言ったのに』

『それとこれとは別だ』

『別じゃない』

『別だ』

『別じゃない』

『うつけ』

『うつけって言う方がうつけなん──』この先、二人が襖ふすま越しにどんなやりとりをしたかは割愛する。

　しかし、和かず希きにとってそれは、突然現れた妖あやかしの少女とこれまでで最も語り合ったひとときであったかもしれない。

　襖は、襖であった。何者も寄せ付けぬ絶対領域などではなく、重く立ちふさがる鉛の板でも鋼の要よう塞さいでもない。木と紙とで作られ、蹴けり飛とばせば簡単に穴の開く、ヤワな二枚の仕切りであった。

　勿もち論ろん、踏み込めない領域はある。けれど、無理に踏み込むつもりもない。そのままで構わない。その代わり、今何を考え、今何をしようとしているのか。子供じみた罵ののしり合あいの間に交わした言葉は、文字通り街路に落ちる葉のように積み重なり──。

　そして、いつしか朝になった。




　寝返りをうつ和希の耳元で、ガサガサと妙に乾いた音がする。ぼんやりと開いた目に飛び込んできたのは、布団の周りに散らかったいくつもの『手紙』だった。

　薄暗いこの物置部屋に、うっすらと光が差し込む襖の隙すき間ま。チラチラと瞳どう孔こうを刺激するその隙間を、そっと片かた眼めで覗のぞいてみる。

　見えたのは、和希と同じように大量の手紙の落ちる床で、布団にくるまり寝ている少女の姿だった。片手にペンを持ったまま、手紙の山の中に顔をつっこんで、穏やかな寝息をたてている。

「──ぷっ」

　思わず吹き出したのは、涎よだれのたれた頬ほおに転写した『あほ』という文字が見えたからだ。

「アホって言う方が、アホなんだぞ」

　そう呟つぶやくと、その声に反応するように、襖の向こうで「んん～？」と、大きく伸びをする気配がした。

　ギクリと襖から身を引く。

　その瞬間、襖は向こう側からバタンバタンと無造作に叩たたかれ、そして一瞬の静寂の後、からりと開かれた。

「さぁ、行くぞ！」

「どこへ……？」

　呆あつ気けにとられる和希を差し置いて、腕を組み仁王立ちする少女は、既にセーラー服を身に纏まとっている。

「祭じゃ！」

　高らかに宣言した鈴すずは、黄金こがね色の瞳ひとみを爛らん々らんと輝かせていた。







　　第四章　祭まつり









　秋の早朝特有の匂においを感じながら、遂ついに完成した校門装飾をくぐる。

　昨日はまだ裸だったビニールの枝に、裏山から拾ってきたのだろうか、本物の銀杏いちようの葉が大量に飾られていた。そして、校門をまたぐように組まれたその枝に、文字の書かれた大きな風船が三つ、くくりつけられている。

　鈴すずと和かず希きは、立ち止まってたわわな装飾を見上げた。

　──『銀ぎん葉よう祭さい』。

　鈴が、小さく息を吐いて校舎へと向かう。後に続いた和希の視界の隅で、鈴の吐いた息が白く滲にじんで消えた。

　文化祭が終われば、すぐに冬が来る。

　ひんやりした昇降口を入ると、そこはもう別世界だった。

　いつもなら人気のない時間の校舎が、今日は生徒の活気で溢あふれかえっている。

　二人は並んで靴を履き替えると人混みの廊下を抜け、目も合わせることなく無言のまま、別々の方向へと歩みを進めたのだった。




　鈴は教室の引き戸の前で小さく深呼吸をすると、心の中で三つ数えてから、勢いよく戸を開いた。

　喫茶店風に飾り付けられた教室に、人気はなかった。

　緊張していた頬ほおの筋肉が、少しだけ緩ゆるむ。いや、まだ安心は出来ない。

　気を取り直し、ボードで仕切った教室後方のスタッフスペースへと向かった。

　ボードとボードの間にかけたのれんを捲めくり、中に人がいないかそっと覗のぞき込こむ。ぐるりと見渡して、そこが無人だと確かめると、ほっとした面持ちで中へ入った。

　ふと、スタッフスペースの隅に並んだメイド服が目に入る。今日、店番をする生徒用のメイド服が五着、ハンガーラックにかけられていた。

　鈴はもう一度周りに人がいないか、大げさにキョロキョロして確認すると、恐る恐るメイド服に手を伸ばした。

「……っ」

　ハンガーごと掴つかんで、ぎこちなく身体からだにあててみる。ハンガーラックの横に置かれた姿見の前に立つと、色んな角度から自分の姿を眺めてみた。

　紺色のワンピースに、水色のストライプ柄が入ったエプロンが可愛かわいい。

「悪くない……」

　そう呟つぶやくと、なんだか嬉うれしくなった。

　──なんだ、似合うじゃないか。悪くない。

　嬉しくなって、メイド服をあてたまま、鏡の前でくるくる回ってみる。ヒラヒラと翻ひるがえるスカートが綺き麗れいだ。鈴の白い肌に良く映える。

　──などと、気分の良くなっているうち、

「あらあら」

　聞こえた声に、華きや奢しやな肩が勢いよく跳ねる。

　少しだけ癖くせのあるロングヘアが、セーラー服を纏まとった豊かな胸の上でふわふわと揺れている。

「邪魔しちゃったかしら？」

　いつだって、その声は麗しい。
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「かずちゃん？」

　振り返ると、そこには幼おさな馴な染じみの姿があった。

　生徒のごった返す視聴覚室。

　実行委員に割り当てられた配布物を受け取った和かず希きは、帰路の確保に悪戦苦闘していた。

「今日は寒いね」

　元々悪目立ちしている白い学ランが、今日は下に着た濃紺色ネイビーブルーのパーカーの所せ為いで更に目立つ。教室には寄らずに来たのか、ナイロン製の学生鞄かばんを肩から提げていた。

　生徒でごった返しているはずの視聴覚室の中、異物を避けるように、隼はや人との周りにだけぽっかりと空間が出来る。

「そ……お前、どうしてここに？」

「かずちゃんを手伝おうと思って。今日は早く来たんだ。さっき階段のとこで見かけて付いて来ちゃった」

　そう言うと、和希が抱えていたプリントの束を半分肩代りする。

　予期せぬ幼馴染みの登場により、和希は人混みをかき分けることなく視聴覚室を後にすることが出来た。

「教室に運ぶの？」

　問われて、和希はこくんと頷うなずいた。

「他ほかに運ぶものは？」

「ない」

　素っ気ない返事にも、隼人の態度が変わることはない。にこにこと和希の隣に並んで、あっちの模擬店が楽しみだ、あそこの展示を見に行きたい、と楽しそうにしている。

　──と思えば、

「そういえば……鈴すずちゃんにはもう謝った？　仲直りできたの？」

　などと、突然確信めいたことを訊たずねてくるから侮れない。

「まあ、な」

　曖あい昧まいに返事をする和かず希きを見て、「駄目だよ、早く仲直りしないとー」と、いつもの屈託無い笑顔を見せる。

「あ、ところでさぁー」

　唐突に隼はや人とが足を止める。

「ん？」

　振り返った和希を見つめるのは、凍いてつくほどに青く鋭い瞳ひとみだった。

「ホントはお前、だれ？」

　低く嚇おどすようなその声で、銀髪の幼おさな馴な染じみは訊たずねた。
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　白い指が、エプロンのリボンを優しく結ぶ。

　鈴すずはやや緊張した面持ちで、鏡の前に立っていた。

　鏡の中、自分の背後でメイド服のエプロンを留とめてくれているのは、あの薫かおる子こだ。

　キュッキュッと、エプロンのリボンの膨ふくらみを二回引っ張ると、薫子は顔を上げて、鏡の中の鈴を見た。

　橙だいだい色いろの猫耳カチューシャを、仕上げとばかりに頭にのせる。

「これでよし、うん。やっぱり可愛かわいいわ」

　微笑ほほえまれて、思わず赤面する。

「ありがとう……ございます……っ」

　ぎこちなく礼を言うのが精一杯だ。

「んーん、接客の子たちはまだ来ないし。今のうちに、写真、一緒に撮りましょう。この間はほら、御み陰かげくんにからかわれた後、すぐに脱いでしまったから……」

「あー……あはは……」

「そういえば……」

　誤ご魔ま化かすようにうつむいた鈴を、薫子がそっと覗のぞき込こむ。

「御陰くんはちゃんと謝ってくれた？　私、言ったのよ、酷ひどいこと言っちゃ駄目って」

「えっと……憶おぼえていないと、言っていました」

「え？　からかったことを？」

「はい……」

「まぁ……っ！」

　普段はおっとりと細められている薫子の瞳が、見開かれる。

「駄目ねぇ、私、今日御陰くんに会ったら、ちゃんと叱しかっておくわ」

　そう言われて、胸がぎゅっと苦しくなる。

　急に黙った鈴すずを不思議に思ったのか、薫かおる子こが小首をかしげる。

「どうしたの、鈴ちゃん？」

「いえ……っ」

　薫子にとっては、ただ、いつも通りの優しさなのかもしれない。けれど、鈴には──この栗くり色いろの髪をした小柄な少女には、何より特別なのだ。

「ありがとう……っ」

　いつも、いつも、優しくしてくれて。込み上げた気持ちを、今すぐ伝えることが出来ずに歯がゆい。

「あと一時間したら、クラスの人たちも登校してくるわね」

「はい……」

「緊張する？」

「えへへ……少し」

「うふふ、私も。でも、一般公開は明日だから、今日は予行演習みたいなものだって、自分に言い聞かせてるの」

　薫子が何気ない動作で、鈴の着ていたセーラー服を畳む。

「あっ！　あの！　自分でやるので……っ！」

　と、慌あわてた鈴の言葉虚むなしく、机の上には慣れた手つきで畳まれたセーラー服が、ちょこんと鎮座していた。

「うふふ、もう終わっちゃった」

「ご、ごめんなさい……！　やらせてしまって……！」

「いいの、私、こういうの好きなの」

「好き……？」

「ええ。お料理とか、お洗濯とか……きっと、他人のお世話……ううん、お節介するのが好きなのね」

　そう言って、いつものようにふんわりと微笑ほほえむ。

　その笑顔が、あまりに柔らかく優しくて……思わず、

「……お母さんみたい」

「え？」

「──!!」

　とんでもないことを口走ったと気付いて、バッと両手で口を塞ふさぐ。

　鼓動が早鐘を打つ。手にはじっとりと冷たい汗が浮かぶ。

　どうしよう。なんてことを言ってしまったのだろう。絶対にばれてはいけないのに──。

「うふふ、よく言われるわ」

「え……？」

　返されたのは、なんともあっけない言葉だった。

「仲良くなった子にはよく言われるの。お母さんみたいとか、お姉ちゃんだったらいいのにとか……ふふ、みんな可愛かわいいわ」

「そう……ですか」

　大事にならなかったことは喜ばしいはずなのに、どうしてこんなにも拍子抜けしているのだろう。

「……みんながそう言う気持ち、分かります」

　努めて微笑ほほえむ。……分かっていたはずだ。たとえ魂たましいは同じでも、この人は別人なのだと。だから、ずっと明かさなかった。頑かたくなに、鈴すずは明かそうとしなかったのだ。

　そんなこちらの気持ちとは裏腹に、

「ねぇ、写真、撮りましょ！　早くしないと、みんなが来ちゃう」

　そう言って、猫耳メイド服姿の鈴に、薫かおる子こは無邪気に携帯電話を向ける。

「あ、あの……！」

　撮られても良いのだろうか。いや、駄目な気がする。

　だって証拠が残ってしまう。きっと、自分がこんな風にはしゃいだ記録は、残さない方が良いはずだ。

「ほらこっち来て、並んで並んで」

　腕を引っ張られて、隣に並ばされる。

　小柄な鈴の眼前に、薫子の豊かな胸元が近付いて、思わずパッと顔を背けた。

「だめよ。ほら、カメラの方を向いて」

　そう言って、薫子は携帯電話を持った手をのばした。画面のフレームには、微笑む薫子と、メイド服を着た自分が映し出されている。

　シャッターはまだきられていない。

　鈴は薫子の腕の中で、精一杯の抵抗をした。落ち着かないと言わんばかりに、顔をキョロキョロ動かし、そわそわと肩を揺らす。

「あ、あの……写真、苦手で……あの……」

　しかし、溜ため息いきよりか細いその声が、薫子の耳に届くはずもない。

　頬ほおが触れそうな程近くに寄られ、心臓はますますフル回転だ。

「あぁ……あああの……あのあの……」

「はーい、撮るわよ～、さん、にぃ、い──」




　──その瞬間。




　ガラリ、教室の戸が勢いよく開く。

「鈴すずっ！」

　飛び込んできたのは、見知った姿の男子生徒だった。

　履きつぶした上履き、ブレザーの下に着ているだぼだぼのカーディガン、寝ね癖ぐせを直しきっていない髪──鈴は、この男子生徒をよく知っていた。

「あら、御み陰かげくん」

　振り返った薫かおる子こが、携帯電話を下げる。その隙すきに、引き寄せられた腕の中からパッと逃れる。

「御陰くん、視聴覚室に行ったんじゃなかったの？」

　薫子の問いを無視して、『御陰和かず希き』はずかずかと教室を横切ると、殆ほとんど固まったままの鈴の手首をグイと掴つかんだ。

「鈴、ちょっとこっち、来て」

「えっ……？」

「いいから、ちょっと」

　勢いよく引っ張られて、足がもつれる。それでも和希は、引っ張るのをやめてはくれなかった。

「おいっ、なにを──」

「仁に王おう丸まるが呼んでる。行くぞ」

　そう、耳元で囁ささやくと、戸惑う鈴を教室の外まで引っ張り出してしまった。

「ごめんね、榊さかきさん。またすぐ戻って来るから」

　一人教室に残された薫子に声を掛けると、まるで何かを断ち切るかのように、バタンと勢いよく引き戸を閉める。

「ほら、行くぞ」

「えっ、ちょっと──！」

　また乱暴に腕を引かれて、鈴は思わず後ずさった。どれだけ急いでいるのかは知らないが、やり方が粗雑過ぎる。

　だいたい、こんな格好で、廊下に引きずり出されるなんて真っ平ごめんだ。

　それに、子供ではないのだから、腕を引かれなくとも歩くことぐらい出来る。

「何やってるんだ、行くぞ？」

　抵抗する鈴を、和希が訝いぶかしげに見る。

「とりあえず、手を放せ」

「急いでるんだって」

　掴まれた手に、更に力が加わる。先程よりも更に強く引っ張られて、鈴の身体からだはとうとう歩かざるを得ない状態だ。

「早く早く、こっちだって」

「だから、一体何が──」

　こちらが前のめりになっても、転びそうになっても、和かず希きは振り返りもしない。

　殆ほとんど小走りに近い状態で廊下を進む鈴すずの視界に、ふと、黒い影が過よぎった。

「？」

　──井守イモリだ。和希と鈴を追いかけるように、窓の外側、ガラスに張り付いて、ちょこまかと進んでいる。

「井──」

　と、呼びかけたそのとき、窓そう外がいにいる井守の黒く大きな瞳ひとみが、ギロリと鈴を捉とらえた。
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「いつ気がついた……？」

　そう問いかける、和希の姿をした誰かを、冷え冷えとした青い眼が鋭く射貫く。

「視聴覚室に入る前からなんとなく。確信したのは、廊下に出てから」

「そう……」

「どういうつもりだ？　お前は誰だれだ？」

　見慣れたはずの親友の頬ほおが、少しだけニヒルに吊つり上あがる。

　彼はこんな風には笑わない。

「誰だ、か。本当に、分からぬのか？」

　問われて、その姿を改めて見る。

　つま先から、頭まで。履きつぶした上履きも、ブレザーの下に着ているだぼだぼのカーディガンも、寝ね癖ぐせを直しきっていない髪も──外見はこの秋に再会した幼おさな馴な染じみ、そのものだ。

　──けれど、何かが違う。

「もう一度訊きく。お前は誰だ？」

　身体からだ中じゆうから漏もれ出る妖よう気きは、無意識のものだ。冷えた朝の廊下に、更に冷えた気配がじわりと広がる。

　人目に付く前にさっさとけりを着けなければならない。

「まだ、分からぬのか？」

　もう一度問われて、隼はや人とは身体中の神経を研ぎ澄ました。と、同時に、堪こらえていた妖気が一層に溢あふれ出だす。漏れ出ていたものとは比にならないそのすさまじい量に、冷えた廊下が更に寒さを増す。

「三度目は、ない」

　低く、告げる。研ぎ澄まされた瞳ひとみは、青く澄んでいる。

　全身から放出された妖よう気きで、抱えたプリントの束がバタバタと舞い上がる。

「なんじゃ、本当に分からぬのか」

　静かに怒る隼はや人との姿に、和希擬きが呆あきれた声を上げる。その特徴的な口調に、隼人は、はたと妖気の放出をやめた。

「なんじゃ……？」

　鸚おう鵡むのように繰り返して、隼人は目の前にいる親友の姿の何者かを見つめた。

「まさか……」

　その視線に応こたえるように、見慣れた顔が、またニヒルに笑う。

「ようやく気がついたようじゃな、ワシは──」

　そのとき、




　ガシャ───ンッ!!




　階下から響いた騒音に、二人はハッと顔を見合わせた。

「行くぞ、白びやつ狐こ！」

「っ！」

　走り出した幼おさな馴な染じみそっくりの背中を、隼人は咄とつ嗟さに追いかけた。

「ところで、そなたの小こ癪しやくな主あるじはどうしたっ!?　学こ校こにはおらぬのかっ!?」

　振り返り叫ばれて、隼人は慌あわてて通学鞄かばんのジッパーを開いた。

「誰だれが小癪やて!?」

　顔を出したのは、もこもことした黄色い毛玉だ。偽にせ・和かず希きの様子を窺うかがうため、ずっとこうして隠れていたのだった。

　前を走る少年の背中に、狐きつねの姿の宵よ々よが叫ぶ。

「ちょっとアンタ！　なんでこんな紛まぎらわしいことを──」

「説明は後じゃ！　今は走れ！」

　彼らが慌ただしく走り去った廊下に、放ほうり出だされた大量のプリントがヒラヒラと舞い飛んだ。
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　派手に飛び散った窓ガラスの周りに、人ひと集だかりが出来ていた。

「風？」「いや、ボールだろ」「誰か箒ほうきもってこいよ！」ざわめく生徒たちの中に、セーラー服を抱え戸惑う、薫かおる子この姿が見える。

　誰だれかを捜しているのか、キョロキョロと辺りを見回すと、こちらに気付いて手を挙げる。

「鈴ちゃん！」

　呼ばれて、鈴すずは薫かおる子この元へと走り寄った。

「何があったんです？」

「分からないけど、突然窓ガラスが割れたみたい」

　そう言って、薫子はセーラー服姿の鈴の姿をまじまじと見つめた。

「鈴ちゃん、メイド服はどうしたの？」

「え？」

「さっき教室で着たメイド服よ。そろそろ文化祭が始まるから、着替えた方が良いと思って──」

　と、薫子は抱えていたセーラー服に目をやる。

　しかし、腕の中のそれは、黄色く色付いた銀杏いちようの葉だ。カサカサと乾いた音を立てて、廊下に舞い散る。

「え……!?　うそ、どうして……!?」

　戸惑いを隠せない薫子が、すがるように鈴を見る。

「ね、鈴ちゃん、貴女あなたさっき、確かに教室にいたわよね？　一緒にメイド服着たものね？」

「あ、あの……」

　口ごもる鈴に、薫子が言葉を続ける。

「それで、一緒に写真を撮ろうとしたら、急に御み陰かげくんが来て、鈴ちゃんを引っ張って行ってしまって──」

「！」

　ハッと顔色を変えた鈴に、傍らにいた隼人が問いかける。

「ねぇ、もしかして、榊さかきさんの言ってる『鈴ちゃん』って──」

「そうだ」

　言い終わらないうちに、鈴が頷うなずく。

「──和かず希きのことだ。ワシの姿に化けた、な」

「じゃあ、かずちゃんが引っ張って行っちゃったっていうのは……!?」

　鈴の顔が一気に険しくなる。

「どうやらあぶり出しに成功したようじゃな……！」

「あの……？」

　話について行くことの出来ない薫子が、戸惑った表ひよう情じようで二人を見る。

「二人とも、一体、なんの話を──」

　その瞬間、

「そいやっ！」

　掛け声とともに、隼はや人との通学鞄かばんから黄色い毛玉が飛び出す。そのまま空中でくるりと一回転したかと思うと、薫かおる子この額ひたいめがけて、小さな後ろ足を蹴けり出だした。

「!?」

　ポコン！　と、ふわふわの毛に覆われた踵かかとが、形の良い額に中あたると同時に、突然薫子がカクンと膝ひざから崩れ落ちる。その肩を咄とつ嗟さに隼人が抱え込んだ。

「大変！　榊さかきさんが倒れましたわ！」

　芝居がかった口調でそう叫んだのは、先程まで毛玉の名を恣ほしいままにしていた宵よ々よだ。

　割れた窓ガラスに群がっていた生徒たちは、誰だれ一人、この金髪の少女が獣の姿をしていたことに気付いていない。

　薫子の名前を聞いて、人垣が一気にこちらへと流れてくる。

　隼人は隣にしゃがみ込んだ女子生徒たちにそっと薫子を託すと、鈴すずと宵々とを連れ立って、その場から離れた。

　宵々が、心配そうに薫子を振り返る鈴に、

「大丈夫、ちょっと暗示をかけただけですわよ。──ほら、行くでっ」

　と、声を掛けながらその背中を押す。

「でも、一体どこに……!?」

「とにかく、本物の御み陰かげ和かず希きを捜さないと──」

　祭の時間が近づいている。徐々に人の増えつつある校舎の中、見つけ出した敵と戦うならば、きっと早いほうが良い。

　そのときだった。

「開かないって？」

「うん、鍵かぎも使えない」

　聞こえてきたのは、すぐ間近からだった。

　割れた窓の向かい。数人の生徒が、教室の引き戸を開けようと、繰り返し引っ張っている。ガタガタと揺れる引き戸は、しかし、一寸ちよつとの隙すき間まも作ろうとはしない。

「後ろは？」

「だめ。窓も開かないって」

「古いからなぁ……」

「とりあえず先生呼んでくるわ」

　そんなやりとりをしている生徒たちを押しのけて、鈴は引き戸の前へと滑り込んだ。

「おい、ちょっとっ……！」

「なんだよ、急に！」

　非難の声を上げた生徒らを、隼人の青い瞳ひとみが一いち瞥べつする。「うっ……！」と、怯ひるんだ隙すきを突いて、鍵を奪うと、鍵穴に向かって突き刺し──刺さらない。何かが鍵穴に詰まっているのか、頑かたくなに鍵かぎを通そうとしないのである。

「なんだこれっ!?」

　ガチャガチャと鍵穴と悪戦苦闘する隼はや人との隣で、鈴すずはじっと引き戸を睨にらみ付けた。小窓には内側から黒い紙が貼はられ、目隠しされている。廊下に面した室内窓も、暗幕で覆われ、中の様子を窺うかがうことすら出来ない。きっと、ベランダに面した窓も同じようにされているはずだ。何な故ぜならこの教室は──『お化け屋敷』なのだから。

「……ここでしょうね」

　宵よ々よが、確信を抱いて呟つぶやく。

「ここじゃろうな」

　鈴は頷うなずくと、いつまでも鍵穴と格闘している隼人を手で制した。

　そうして、引き戸の取っ手に、そっと手をかざす。黄金こがね色の光が徐々に集まって、そして、バチン！　と、派手な音を立てて弾はじかれる。

　鈴が小さく舌打ちをした。

「結界か……!!」

「これは……多分、内側からしか開きませんわよ？」

「小こ賢ざかしい……っ！」

　苛いら立だった気持ちを抑えようと、親指の爪つめをギリリと噛かむ。

「かずちゃんっ！」

　幼おさな馴な染じみの呼ぶ声が、暗幕の黒に虚むなしく吸い込まれた。
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　連れ込まれた暗くら闇やみの中、メイド服姿の鈴は──いや、本物の御陰和希は、遂ついに変幻をといた。

　ポンッ！　という軽い破裂音とともに、身体からだ中じゆうから妖よう気きが吹き出す。ふわりと飛んで床に落ちたのは、先程まで身につけていたメイド服だ。

　ブレザー姿の和かず希きは、頭に乗っていた猫耳のカチューシャをやや乱暴に毟むしり取とると、床に放ほうり投なげた。

　成り行きとは言え、あんな恥ずかしい格好をしてしまうとは。

　迂う闊かつだった。ほんの少しの好奇心で、メイド服なんかに手を伸ばしたのが間違いだった。とはいえ、写真に収められるという拷問からは逃れられたのは幸いだ。たとえ外見が自分以外の誰だれかだったとしても、証拠が残ってしまっては最期だ。そんな気がする。

　ガサリ──。

「！」

　突然の物音に、和かず希きはハッと振り返った。

　しかし、そこは暗くら闇やみ。五十センチ先の様子もままならない。

　シタタタタタ……今度は小さなな子供の足音のように聞こえる。けれど和希には、それを確かめる術すべがなかった。

　どうして自分はこんなところにいるのか──和希には、全まつたく訳が分からなかった。

　そもそも、自分と鈴すずの計画はこうだ。

　周囲と自分との間にある、ちぐはぐな記憶の差異……、

『補習の後に文化祭の準備手伝おうとしたら、余計なことするなって。お前は不器用だからって』

『へたくそーとか、お前がいると周りが怖がるとか……』

『駄目よ、もう、女の子に「ブス！」なんて言っちゃ！』

『メイド服を着た鈴ちゃんに向かって、似合わないって──』

　これらの言葉は、和希が何度思い返してみても、記憶にないことだった。

　それを昨晩、手紙で鈴に打ち明けた。やはり、どんなに考えても、思い出そうとしても、記憶の片かた隅すみにさえ、それらの言葉はなかった。

　まるで、自分の知らないところでもう一人の自分が独り歩きしているような、そんな気分だ。

「──ならば、自分でなくなってみればいいのじゃ」

　その一言で、和希と鈴は、お互いの姿を入れ換え、登校してきたのである。もし、本当にもう一人の和希がいるとすれば、またも辛しん辣らつな言葉を吐くために、和希以外の誰だれかの前に現れるはず。其そ奴やつこそが、今回の薫かおる子こに付きまとう怪しい影の正体なのではないかと。

　期待はしていなかった。けれど、やらない手もない。

　その為ため、もう一人の自分の姿をした誰かが教室に飛び込んできたとき、和希はそれをてっきり自分の姿に変幻した鈴だとばかり思っていた。

　何か作戦に変更が出たのだろうか。それとも、妙な格好をして浮かれている自分に檄げきを飛ばしに来たのだろうか──。

　しかし、余りに強い力で廊下に引きずり出され、あまつさえそのまま連れ歩かれて、和希はようやく、目の前にいる自分そっくりの誰かが、自分の化ばけ魂たまの主あるじではない可能性に気付いたのだった。

　そうだ。あれほど薫子に頼まれても、頑かたくなに接客を拒んでいた鈴が、メイド服姿の自分を、不特定多数の目に触れる可能性の高い廊下に引きずり出したりするだろうか。

　いや、しない。絶対に、するはずがない。

　そう確信したとき、窓ガラスの向こうに、こちらを必死に追いかける井守イモリの姿をみつけたのだ。

　──瞬間、暗転。

　気がつけば、闇やみの中に一人、放ほうり出だされていた。

　ガサリ──また、物音だ。

「っ！」

　さっきよりも、幾分暗くら闇やみに慣れた目で、和かず希きは音のした方向を見つめた。じぃっと目を凝らすと、ただの闇ばかりだと思っていた周囲に、ぼんやりと浮かび上がる輪郭がある。もっとよく目を凝らすと、それが、どうやらお化け屋敷のセットであることが分かった。

　そのとき、ガサリッ──一際大きい物音とともに、眩まぶしい光が和希を照らす。

「？　誰だれかいるの？」

　聞こえた声には、憶おぼえがあった。

「え……もしかして、かずきゅん？」

　ハリボテのお墓の陰から、懐中電灯でこちらを照らしているのは、淵ふちノの瀬せみかりの姿だった。

「やっぱり、かずきゅんだ！」

「ちょ、眩しい……！」

　言われてみかりが、慌あわてて懐中電灯を床に向ける。

「ご、ごめん、ごめん！　大丈夫？」

　所狭しと設置されたハリボテをかき分けて、みかりは和希に駆け寄った。

　その姿に、和希は少しだけ安あん堵どした。

　が、次の瞬間、懐中電灯に照らされた薄うす闇やみの中、目に飛び込んできたある物が、和希をにわかに絶望させる。

「かずきゅん、どうしてこんなとこいるの？　みかりのクラス、まだ開店してないよ」

　そう話すみかりが、懐中電灯とは逆の手で掴つかんでいる物──それは、先程和希が元の姿に戻ったとき、吹き出した妖よう力りよくに煽あおられてどこかへ飛んでいったあのメイド服だった。

「はい、これ」

　なんの躊躇ためらいもなく、みかりがそれを和希に差し出す。

「そこに落ちてたよ。これ、かずきゅんのクラスのメイド服でしょ」

「なんで分かったんだ……？」

「え？」

　暗闇の中にボンヤリと浮かんだみかりの顔は、何な故ぜか昨日までの彼女とは全まつたく違う、赤の他人のように思える。

「なんで、これが、うちのクラスのだって分かったんだ？」

「え……だって──」

「メイド服は開店まで公開しない。そう決めたって言ったろ？　お前、いつ、それがうちのクラスのだって知ったんだよ……っ!?」

「い、いつって──」

　みかりの表か情おに動揺の色が浮かぶ。闇やみの中でもはっきりとそれが分かった。

「み、みかり、Ｅ組のメイド服、見せて貰もらったんだよ。これとは違うデザインだったから、だからこっちは、かずきゅんとこのかなぁって──」

「言ったろ？　メイド喫茶は二年生のクラスにも三年生のクラスにもあるって──なのになんで、なんの躊躇ためらいもなくウチのだって思うんだよ……!?」

「でも、だって──」

「しかも、うちの模擬店は『猫耳メイド喫茶』だ。猫耳のカチューシャが一緒にあったからならともかく……メイド服だけで、うちのクラスのだって分かる訳ないだろ！」

　現にみかりは、先程和かず希きがどこかへ投げ捨てた猫耳カチューシャを持ってはいなかった。

「あ、そうだ！　そうそう、さっき見掛けたんだよ。かずきゅんが、メイド服着た同じクラスの女の子と歩いてるの。だから、みかり──」

「もういい」

　和希の声が、きっぱりとみかりを遮さえぎる。

　そしてゆっくりと立ち上がり、強い瞳ひとみで、目の前の女子生徒の姿をした異形を見下ろした。

「もういいだろ？　言えよ、お前は誰だれだ……!?」

「あ～あ……」

　吐き出された声は、あまりに平淡で低かった。うつむいたまま、蜜み柑かん色の髪に隠れた表ひよう情じようは見えない。

「あ────あっ……」

　もう一度、今度はハッキリ声を出す。

「おい、言えよ。榊さかきさんを襲ってたのだってお前なんだろ？　なんでなんで、こんな──」

「あああああぁぁぁぁ──────────────────────────あっ!!」

　それはもう、怒号であった。

　うつむいたまま、さも気に入らないとばかりに叫び出されたそれは、怒りを纏まとった和希の勢いを削そぐには充分すぎるほど効果的だった。

「あああぁぁぁ面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさい面倒くさいぃっ」

　細い指が、緩ゆるくカールした蜜柑色の髪をガシガシと掻かきむしる。

　呆ぼう然ぜんとする和希を差し置いて、みかりは人が変わったかのように気け怠だるげに立ち上がる。

　いや、その風体は、既に人ではなかった。

　浮かび上がったのは、朱あかく毒々しい妖よう気き。暗くら闇やみでも分かる程、じわじわと躙にじり寄よる妖気には圧倒的な殺意がこもっていた。

　そして、蜜み柑かん色の髪の中に潜ひそんだ丸い獣の耳が二つ、ピクピクと敏感に動いている。

　ギロリと向けられた双そう眸ぼうが、闇やみの中で朱く浮かび上がっていた。

「お前──」

　やっぱり妖あやかしだったのか。しかも乗り移られたのではない。鈴すずや宵よ々よ、仁に王おう丸まるのような、人型に化けることが出来る妖だ。一体何者なのか──。

「何がメイド服だよ……」

「は……？」

「何がメイド喫茶だよ！　こっちが下手に出てれば生意気によぉっ！　ふざけんなごらあぁぁぁあああっ！」

　ガッ！　と響いた鈍い音が、自分の顔の殴られた音だと和かず希きが気付いたのは、振り飛ばされハリボテの墓場に顔から突っ込んだ後だった。

「ガボッ……！」

　せり上がった胃液の酸っぱさと、痛みを伴った鉄の味が口いっぱいに広がる。

　立ち上がる間もなく、振り下ろされた足が眼前でピタリととまる。

「なんでアンタみたいな雑ざ魚こがここにいるんだよっ。連れてきたのは、あの邪魔な女め狸だぬきだったのに──っ」













「……っ!?」

　そう言われて、和かず希きは自分たちの作戦が成功していたことを知る。この妖あやかしは、鈴すずに化けた自分に、すっかり騙だまされていたということだ。

「せっかく、せっかく、一人になるよう仕向けたのに……っ！　一匹一匹確実に潰つぶしてやろうと思ってたのにっっっ!!　せっかく、邪魔されないように結界まで張って──」

　やはり、先程みたもう一人の自分も、同じように和希に化けて、隼はや人とや鈴にきつい言葉をかけていたのも全すべてこいつが犯人だったということだ。

　皮肉なものだ。この目の前の少女の姿を借りて散々罪悪感に苦しんだ自分が、実は己の姿を奪われて、好き勝手に振る舞われていたとは。

　しかも、ごくごく近しい鈴や隼人が気付かない程の変幻とは……彼女は何者なのか。何な故ぜ、こんなことが出来たのか──。

「お前……いったい──!?」

「うるさい」

　絞り出した声をかき消したのは、驚く程に冷たい呻うめきだった。

「──もういい。とりあえず死ね」

　鼻先を掠かすめる程、眼前に迫っていた足の裏がスッと離れ、そして、躊ちゆう躇ちよ無く振り下ろされた。

「──っ!!」




　刹せつ那な、感じたのは凍える程冷たい妖よう気きと、何かが床に叩たたき付けられた衝撃の余韻だった。

「──ずき!!　和希っ!!」

　呼ぶ声の方向に顔を向けようとして、固く瞼まぶたを閉じていたことに気付く。薄ぼやけた視界に飛び込んできたのは、闇やみの中で輝く、黄金こがね色の宝石が二つ。

「和希っ!!　大丈夫かっ!?」

「鈴……？　どうして、ここに……？」

「井守イモリじゃ！　井守が内側から結界を破ったのじゃ！」

「井守……？」

　見ると、黒い大きな瞳ひとみを今にも涙をこぼしそうなほど潤うるませて、井守がこちらを覗のぞき込こんでいる。

　いつからここに──そう考えて、ふと、この暗くら闇やみの中に閉じ込められたときに聞いた、小さな子供の足音を思い出した。

　一度姿を盗まれたことがある井守だからこそ、あのとき廊下を歩く偽にせの和希の正体が、妖みかりであることに気付いたのだ。自分の身の危険も顧みず、ガラスを破り飛び込んで和希を助けようとしてくれたのだろう。

「くっ……！」

　和かず希きはゆっくりと身体からだを起こした。打ち付けた背中がギシギシと痛む。

　辺りは空くうに浮かぶ無数の狐きつね火びで、青々と照らされている。

「あら、生きていましたのね」

　そう、こちらに背を向けたまま皮肉を言う宵よ々よの視線の先には、白びやつ狐こと化した幼おさな馴な染じみが暴れる妖あやかしを床に押さえつける姿があった。

　馬乗りになった白狐のしたで、死にもの狂いで手足を動かし獣のように暴れているのは、考えるまでもなくあのみかりだ。ハリボテで出来た瓦が礫れきの隙すき間まから、蜜み柑かん色の髪が見え隠れしている。

「隼はや人と！」

　咄とつ嗟さに叫んだ和希を、白狐は振り返ろうともしない。

「邪魔しないでちょうだい、御み陰かげ和希！」

　返事をしたのはその化ばけ魂たまの主あるじだ。

「今回は井守イモリのときのようにはいきませんわよ。殺さないなど、そんなこと！」

「でも……っ！」

「お黙りなさい！　手加減などしたら、こちらが負けるかもしれないと言っているの！」

「！」

　そのとき和希は初めて、隼人を見つめる宵々の額ひたいに、じわりと汗が滲にじんでいることに気がつく。彼女のこんな追い詰められた表ひよう情じようを見たことがあっただろうか。

　みかりの細い首筋に、白狐の爪つめがギチギチと食い込んでいく。

　必死に抵抗するみかりの蹴けりが何発も何発も白狐の身体に衝撃を加える。最も早はや、みかりが事切れるか、白狐が力尽きるか、勝敗は二つに一つのように見えた。

　──が、押さえつけられているみかりの口元が、ニヤリと歪ゆがむ。

　その瞬間、般はん若にやのように髪を振り乱していた妖が、ちっぽけな人間の少年へと姿を変える。首を絞められ、苦しそうに顔を歪ませるその姿は、白狐の……隼人のよく知る人物だ。

『は、やとっ……は……や……とっ！』

「！」

　苦しみで喘あえぐ幼馴染みの姿に、白狐の手が、ほんの一瞬緩ゆるむ。

　ガッ！　という重たい音とともに、みかりの足が、白狐の鳩尾みぞおちに食い込んだ。

　蹴けり飛とばされた白狐が、黒板に打ち付けられる。

「ぐはっ……！」

　その端正な唇くちびるから、ごぽりと吐き出されたのは赤々とした鮮血だ。長く美しい銀髪を生々しく染め上げる。

「ぎゃははははははははははははっ！　あはははははははははははははっ!!」

　和かず希きの姿をした妖あやかしが、壊れた人形のようにケタケタと笑う。

「どうだ？　この姿では戦えまい？」

「うおおああああああああああああああああああああああああっ!!」

　そこへ飛び込んでいったのは和希自身だった。咆ほう哮こうと同時に放出された妖よう気きが、和希の姿を『玄げん狸り』へと変える。

　長い黒髪を翻ひるがえし、自分の姿をした異形に飛びかかると、振り上げた長い爪つめを、相手の肩口めがけて突き刺した。

「がぁっ!!」

　ビクリと跳ねる身体からだから、勢いよく爪を引き抜く。舞い上がった返り血の何滴かが、玄狸の頬ほおにハタハタと落ちた。

　躊躇ためらうものか。他ほかの誰だれの姿をされるより、迷わず攻撃できる。

「馬ば鹿かが……!!」

　黄金こがね色の瞳ひとみが、冷たく妖を見下ろす。

「おのれ……っ!!」

　低く呻うめいて、妖はまた姿を変える。

　見る間に縮み、華きや奢しやな体たい躯くが姿を現す。──井守イモリだ。

　飛とび退のき、距離を取った玄狸に、妖はあの夜のようにニタニタと笑ってみせた。

　そしてまた微かすかな揺らぎの後、現れた姿は仁に王おう丸まるだった。

『はぁい♡』

　とウィンクして片手を振ると、一瞬の後、真っ白な学ランを纏まとった銀髪の幼おさな馴な染じみへと姿を変える。

「ッ！」

　視界の端で白びやつ狐こが空気を飲むのが分かった。

　呆ぼう然ぜんとする白狐に挑発的な笑みを一つ贈ると、今度はその化ばけ魂たまの主あるじへと変幻してみせた。

「お前、もしかして……!?」

　声を上げたのは、鏡のようなもう一人の自分と向き合う宵よ々よだ。

「なんで気づかへんかったんや……アイツはフチカリや！」

　鈴すずがハッとみかりを見る。

「フチカリ……貂テンか!?」

「今いま頃ごろ気付くなんて、遅い遅～い!!」

　そう言うと、みかりの姿は、元の蜜み柑かん色の髪をした女子生徒へと変わる。

「テン……？」

　呟つぶやいた玄狸に鈴が応こたえる。

「イタチの妖あやかしよ。狸たぬき、狐きつね以上の妖よう力りよくと変幻の才を持つ。もうだいぶ前に死に絶えたかと思っておったか……生き残りがいたようじゃ」

　そう言って、鈴すずは鋭い視線を貂テンへと送る。

「そなたの目的は清白魂すずしろだな？」

「今更なに？　他ほかに何があるっていうの？」

「いや……」

　と、鈴が頭を振る。

「ならば、仕方ない。何、貴重な種族じゃからな。弱らすのも、悪いと思ったのじゃが」

「ハッ」みかりが蜜み柑かん色の髪をかき上げ、笑う。

「何それ、こっちの心配なんかしてどうするの？　しかも殺すじゃなくて、弱らす、なんて──」

　瞬間、朱あかい双そう眸ぼうに殺気が満ちる。

「バカにするなぁっ！」

　バッと間合いを詰めて鈴に襲いかかったみかりを止めたのは、玄げん狸りの長い爪つめだった。

　化ばけ魂たまの主あるじの前に立ちはだかり、先程相手の肩に深々と刺した切っ先を、今はその喉のどに向かって突き立てる。

　刺さるかどうかは、紙一重の差だ。

「殺すなよ、和かず希き！」

　背後で鈴が声を上げる。

「またそんな甘いことを……!!」

　異を唱えたのは宵よ々よだ。

　いつの間にか、青白い妖よう気きの炎を構えた白びやつ狐こが、みかりの背後に立っている。

「ま、どちらにしろ、逃げ場はありませんけれど」

　夜色の瞳ひとみが勝ち気に細められる。

　貂はグッと息を飲んで、一瞬負けを認めるような気配をみせたが、にわかに顔色を変えると、ニタリとひどく気味の悪い笑みを浮かべた。

「なんじゃ？」

　気付いた鈴が、眉まゆを寄せる。

「あははは、みかり、良いいこと思いついたぁ！」

　貂が嬉うれしそうに頬ほおを上気させる。

　突然の変化に、白狐は手の中の炎を強め、身構えた。

「……攻撃されたくなければ、攻撃できない姿になれば良いんだよね」

　そう言うと、貂の身体からだがじわりと揺らぐ。

　──そして、現れたのは、

『うふふ、こんにちは。鈴すずちゃん』

「!!」

　やや癖くせのある髪がふわりと揺れる。柔にゆう和わな笑みを浮かべ、優しくこちらを見つめているのは──榊さかき薫かおる子こ、その姿だった。

『ね？　この姿なら傷つけられないでしょ？』

　わざとらしい上品さで、貂テンの化けた薫子が微笑ほほえむ。

『ほら？　どう？』

　貂の喉のどに突き立てられた爪つめの先が、静かに震える。

　この姿の貂に攻撃するということは、鈴に、母親の苦しむ姿を見せるということだ。

　決して殺さない。そう思っても、もし……万が一……そう思うと、手の震えがとまらない。

　妖よう気きが身体からだから一気に吹き出し『玄げん狸り』としての和かず希きの身体が、点滅するように大きく揺らぐ。変幻を、保つことが出来ない。

『どうしたの、御み陰かげくん？　具合が悪いのかしら？』

　そう言って、微笑む貂は薫子そのものだ。

「ぐっ……！」

　鈴は……？　鈴はどうしている？

　しかし、この状態では振り返ることも出来ない。

「御陰和希！」

　白びやつ狐この背後で、宵よ々よが鋭い声を上げる。

「この期に及んで迷いがあるというのなら……鈴を連れて、今すぐここから出て行きなさいっ！」

　むしろ、貂が薫子に姿を変える前よりも、ずっと覚悟の決まった表か情おで、白狐は炎を構えていた。

　夜色の瞳ひとみも、これまでで一番鋭く光っている。

「後始末は、私たちがつけます……っ！」

「！」

　そのとき、分かったのだ。

　宵々は……隼はや人とは、一体何を使命にここまで来たのか。

　助けに来たと言いながら、主張することはまるで逆だった。力を奪うだけで良いと言う鈴と、とどめを刺すべきだと言う宵々。

　けれど、ことが丸く収まれば、無理に殺したりなどはしない。

　それでは一体なんのために、彼らはここへ来たのか。

　清白魂すずしろを狙ねらう妖あやかしの殲せん滅めつではないのか。

　──違う。それが今分かったのだ。

　彼らは確かに鈴すずを、和かず希きを助けに来た。

　いつか、もし本当に、殺さなければならない敵が現れたとき、躊躇ためらう二人を守るために。二人に代わってその役目を果たすために。どうしようもない、その迷いを二人から取り除いてやるために。

　──代わりに、手を下してやるために。

「貂テンは私たちが倒します！　出て行きなさい、御み陰かげ和希！」

　鈴に、苦しむ母の顔を見せないために。

「……！」

　いつの間にか、手の震えは止まっていた。

　玄げん狸りはそっと己の化ばけ魂たまの主あるじを振り返った。いや、実際は振り返ることが出来なかった。

「前を向け、和希！」

　凛りんとした声音で、鈴が叫ぶ。

「いいのか──？」

　その問いかけを、鼻で笑ったのが見なくても分かる。

「馬ば鹿かめ。和希、そなた誰だれの従僕しもべになったつもりじゃ」

　不敵に微笑ほほえむその姿が、容易に想像できる。

「この程度の傷で、ワシがどうにかなるとでも……？　笑わせるな。母上の傷つく姿など、これまで幾度も見てきた。……むろん、死ぬ姿もな」

　──母が死んだ。

　その最初の痛みを、鈴はよく覚えていた。

　鳩尾みぞおちが氷のように冷えた。手足の感覚がなくなり、自分がどんなふうに立ち、歩いているのかも分からない。全すべての力が、一気に零になる。

　もう二度と立ち上がれないようなあの、絶望を──。

「……だからなんだというのだ」

　けれど、迷いなく声を上げる。

「そんな痛みに怯おびえて、ワシは一体何を守るというのだ！」

「──よし」

　玄狸がしっかりと頷うなずく。……二人には、もう一片の迷いもなかった。

　白びやつ狐この後ろ、貂に鋭い視線を送っていたはずの宵よ々よが、少しだけ微笑んだような気がした。




『おのれ……っ！』

　自分の敗北を知った貂が、薫かおる子この姿のまま醜い唸うなり声ごえを上げる。

「どうする貂テンよ？　最も早はやそなたに勝ち目はないぞ？」

　挑発するような鈴すずの言葉に、薫かおる子こであるはずのその顔が見る影もない程激しく歪ゆがむ。

「あががががっがががっががっががっがっがががっがががががががっっっ」

　剥むき出だしの犬歯をガチガチと鳴らして、貂が最後の威い嚇かくを見せる。

「醜いわね……」

　嘲あざ笑わらう宵よ々よに、貂は遂ついに大きく身体からだをくねらせた。遂に攻撃を仕掛けようと飛び出し──四人の目の前から、忽こつ然ぜんと姿を消す。

「なっ!?」

　──が、それはまやかしであった。四人の足下を小さなつむじ風が駆け抜けていく。

「!?　あやつ、まさか！」

　そう、井守イモリに化けた貂だ。

　貂は薄暗いお化け屋敷の中を縦横無尽に駆け回ると、ハリボテの陰、そっと隠れていた本物の井守を見つけ出し飛びかかった。

「井守！」

　叫んで、玄げん狸りの放った黄金こがね色の炎が貂めがけて勢いよく飛びかかる。

　しかし直後、玄狸は全すべての炎を消し去った。

「ぎゃはははははははははははははははっ!!」

　変幻を解いた貂が、蜜み柑かん色の髪を振り乱して笑う。そこに、薫子と並んでも全まつたく遜そん色しよくなかったあの活発な美少女の面影はない。

　そして、その妖あやかしの腕の中には怯おびえ縮こまっている井守の姿が捕らえられていた。

　鈴が苦々しく貂を睨にらみつける。

「このままでは──」

　攻撃することが出来ない。たとえ出来たとしても、井守に中あたらないとは言い切れない。

　いつもなら、構わずに攻撃するべきだと訴えそうな宵々たちも、あんなことがあった後では、井守の身を案じずにはおれないようだった。

「くそっ……！」

「ぎゃははははははははははははははっ!!」

　身動きがとれない玄狸たちを見て、貂がまた愉快そうに嘲笑う。

　このままこのチビを盾にすれば、ここから逃げ出すことも可能だ。

　じわりじわりと、貂が暗幕の引かれた窓へと躙にじり寄よる。

「あやつ、逃げる気かっ!?」

「井守!!」

　叫んだ玄狸の声に、井守が振り返る。涙の滲にじんだ大きな目に、自分を傷つけまいと立ち尽くす四人の姿が、ハッキリと映る。

　──そして、貂テンが井守イモリを抱えたまま、暗幕に手を掛けたそのときだった。

　紅葉のように小さな手が、自分を抱える醜く歪ゆがんだ妖あやかしの顔を、めちゃくちゃにひっかいたのである。

「ぎゃあああああああああああああああああああああああああああっっっ!!」

　思わぬ攻撃を受けた貂が、たまらず井守を放ほうり投なげる。

　打ち付けられることなく器用に受け身をとった井守は、床をころころと二回転半でんぐり返しして鈴すずの足下へと逃げ込んだ。




　刹せつ那な、




「いくぞ、隼はや人とっ！」

「ああ！」

　幼おさな馴な染じみの名を呼んだのは、多分、偶然であった。

　で、あるのに、身体からだはまるで、既に何度も経験したことを繰り返すかのように、自然に……そう、自然に、動いたのである。

　走り、飛び上がろうと地面を蹴ける瞬間も、妖よう気きの炎を繰り出すそのときも、その炎を纏まといながら敵へと飛びかかるそのタイミングまで全すべてが同時に起こり、そして大きな一つの攻撃となって、貂テンへと襲いかかった。













「はあああああああぁぁぁぁぁぁぁぁぁぁっぁぁぁぁぁああああっ!!」

　青白い炎と黄金こがねの炎が絡み合い、大きな炎の濁流となり、まるで意思を持っているかのように玄げん狸り、白びやつ狐この身体からだを巡り、絡み合った二人の拳こぶしから放たれたのである。




　──瞬間、辺りは真っ白に染め上げられる。

　眩まぶしさのあまり、固く目を閉じた化ばけ魂たまの主あるじ二人が、そっと目を開いたとき、そこには、傷だらけで立つ二人の従僕しようねんの姿があった。

「和かず希き！」

「隼はや人と！」

「和希、貂は……っ!?」

　駆け寄る二人に、和希はそっとカーディガンの前を開いて見せた。

「なんじゃ……？」

　覗のぞき込こんだ鈴すずの眼前に、ひょっこりと蜜み柑かん色の毛並みをした小さな獣が顔を出す。

「まさか、この獣は……！」

「あらまぁ……！」

　すっかり妖よう気きを放出されてしまったそれは、しかし確かに、あの蜜柑色の台風の目であった。

　遅れて駆けつけた井守イモリが、その小さな獣を覗き込み、驚かさないようにゆっくりと撫なでる。そして、そっと抱き上げると、自分が和希にしてもらったように、ぎゅっと抱きしめたのだった。







　　終章






　さて、貂テンを捕獲した後の和かず希きたちの忙しさは、それまでの数週間とは比べものにならない程濃厚だった。

　まず、戦いでめちゃくちゃになった一年Ａ組の『お化け屋敷』を、貂の張った結界が解ける前に全すべて修復しなければならなかった。

　さっきまで全力で戦った四人がなんとか踏ん張って、なけなしの妖よう力りよくを出し合う。妖術を使ってヘロヘロになりながら、壊したハリボテや、なぎ倒した机を全てキレイさっぱり修復し、疲れ切った身体からだを引きずって自分たちの教室『猫耳メイド喫茶』に戻ると、そこには、最後尾が見えない程長い行列が出来ていた。

　兎とに角かく、借りたままだったメイド服を返し、すぐさま手伝いを開始する。

　めまぐるしく働く中で分かったことは、お客の九割がメイド服を着た薫かおる子こが目当てで、残りの一割がメイド服でもメイド服じゃなくても良いので、何はともあれ薫子が目当てだということだった。




　──そして二日目の一般公開。

『猫耳メイド喫茶』の行列は校舎からはみ出し、校門からもはみ出し、遂ついに銀杏いちようヶが峰みね高校の敷地をぐるりと囲む程の長さとなった。

　こうなると、当然ながら軽食などあっという間に売り切れてしまう。メニューはドリンクのみ、お客を時間制で管理し、行列をいかにさばくかに重点が置かれた。

　本来なら、二日目は自由行動だった和希たちも当然の如ごとくかり出され、終了時間ギリギリまで飲み物の補充と列の管理をし続けた。

　ときどき、他校の女子生徒が、頬ほおを赤らめて隼はや人とに写真のお願いをしているのを目に留とめては、胸の内で『ノー格差社会！　ノー顔面差別！』と叫んでいるうち、かくして、銀杏ヶ峰高校、秋の一大行事『銀ぎん葉よう祭さい』は大盛況の内に幕を閉じたのである。





　　　＊　　　＊　　　＊






　to:カズキ



　from：はーくん

　件名：後夜祭だよ！

　本文：全員集合ー[image: ]





　こんなふざけたメールが和希の元に届いたのは、銀葉祭二日目終了から三時間後のことであった。

　後夜祭のメイン行事は、校庭で行われるキャンプファイヤーだ。

　赤々と燃える炎を囲みながら、共に大きな行事を盛り上げた仲間たちと、互いの健闘を讃たたえ合う──と言えば聞こえは良いが、早い話が大規模な『ゴミ燃やし』である。

　文化祭で出た大量のゴミを処分するため始められたこの行事は、ゴミの分別に厳しくなった今でも銀杏いちようヶが峰みね高校・後夜祭の目玉であった。

　そして各クラスから出る大量のゴミを分別し、キャンプファイヤーの燃料として『燃えるゴミ』を集めるのが、文化祭実行委員としての最後の仕事でもあった。

「もう他ほかに燃やせる物ってないかしら？」

　段ボール箱にいっぱいの燃えるゴミを抱えた薫かおる子こが、すっかり元の状態に戻った教室を見回す。

「多分……あとは燃えないゴミかな。ペットボトルとか」

　和かず希きも紙くずの入ったゴミ袋を両手に提げて、もう一度辺りを見回す。

　すっかり暗くなった窓の外を見ていると、煌こう々こうと明かりが付いたこの教室が、暗くら闇やみの中にぽっかり浮かぶ船のように感じる。

　鈴すずは、クラスメイトたちともっと大量のゴミを持って先に校庭へと出ていた。

　最後の確認を終えた和希と薫子が二人並んで薄暗い廊下を歩く。

　他のクラスの生徒たちはもう既に終えていたのか、通り過ぎた幾つかの教室に、明かりが付いていることはなかった。

　人気のない校舎に、校庭から聞こえる歓声と古い音楽が響く。

　急に何もかももの悲しく思えて、和希は自分の感情の変化に戸惑っていた。

「ね、教えて？」

「え？」

　突然話しかけられて、和希は反射的に聞き返した。

「約束したじゃない。文化祭実行委員をやってみてどうだったか、後夜祭のときに訊きくって」

「あー……！」

「ひどーい、今忘れてたでしょ？」

　忘れていた訳ではない。

　あまりに色んなことが起こりすぎて、記憶の隅の方へ押しやられていのだ。

「で、どうだった？」

　どうって──そう言いかけて、ふと、思い出す。

「でも、榊さかきさん、俺がなんて言うか知ってるって言ってたじゃん」

　そう応こたえた和希に、薫子は少しだけ驚いたような表か情おをして、そしてまた嬉うれしそうに微笑ほほえんだ。

「じゃあ、私と同じ気持ちってことね」




「私ね、御み陰かげくんに他ほかにも訊ききたいことがあるの」

「他に？」

「どうして実行委員を引き受けたのか。どうして、最後まで投げ出さなかったのか」

「それは……」

「御陰くんが、本当はこういう仕事苦手だって知ってるわ。ううん、責めてるわけじゃないの。私だって得意かって言われたらちょっと分からないもの。……みんなそうよね、出来るだけ面倒は避けて──でも、楽しいことは味わいたい」

　意外だった。薫かおる子こが、まさか自分と同じようなことを考えていたとは。

　垣根がなくなった訳ではないが、なんとなく素直な気持ちを出しても良いように思える。

「鈴すずが……」

「え？」

「いや、鈴が、さ。こんなこと勝手に言ったら怒られるかもしれないけど……榊さかきさんのこと大好きで。一緒に委員が出来るって分かってからもう、大はしゃぎで……だから……」

　薫子がみるみる破顔する。

「嬉うれしい……っ！　私も鈴ちゃん大好き。そっか……いつも一緒にいる鈴ちゃんの為ために、委員をやることにしたのね」

「いや、そんな、鈴の為とか、そんな大げさなものじゃなくて──」

「そっか……それじゃあ御陰くんは、鈴ちゃんのことが好きなのね」

「…………………はあ!?」

　あまりにあっさり言われて、思わず聞き流しそうになる。

「だって、たとえ自分が無理をしても、相手を喜ばしてあげたいってことでしょう？　それって、好きってことでしょう？」

「いやいやいやいやいや──」

「素敵ね。私、鈴ちゃんも和かず希きくんも、二人とも大好き」

「……！」





　　　＊　　　＊　　　＊





　和希は校庭の隅に一人腰を下ろすと、燃え上がるキャンプファイヤーの炎をぼんやりと眺めた。

　仮設テントの古いオーディオプレーヤーからは、同じくらい古い昔の流行音楽が流れている。

「あら坊や、一人で何やってるの？」

　通りかかったのは、真っ赤なハイヒールを履いた仁に王おう丸まるだ。

「黄昏たそがれたような顔して……みんなのところにいかないの？」

「うるさい。俺は今一人になりたいんだ」

　呻うめいた和かず希きに、仁王丸が「やっだー」と笑い声を上げる。

「そんなこと言って。どっちかって言ったら、放ほうっておいてもぼっちな方じゃない」

「ぼっちじゃねぇよっ！　あえて親しいやつ作らなかっただけだ」

　と、咄とつ嗟さに返したものの、友人と呼べる人物の顔が、無駄にイケメンの幼おさな馴な染じみの顔しか浮かばず意味もなく落ち込む。

「はいはい、やめなさいな、そんなキャラ。坊や、それじゃなくても元々明るい方じゃないんだから」

「……っ！」

　他ほかにフォローの仕方はなかったのだろうか。和希は恨みがましい目つきで仁王丸を睨にらんだ。

「で、こんなとこでなにやってるの？」

「……つ恋した」

「はぁ？」

「……失恋した！　榊さかきさんが……俺も鈴すずも二人とも大好きって、でも、それって確実に異性として見てないってことだろ!?」

　まくし立てると、ゼイゼイと肩で息をする。

「……だから、今は一人でいたいんだよ」

「まったく……本当に可愛かわいいわね、坊やってば」

　呆あきれたように、仁王丸が言う。

「失恋したって言うけど、貴方あなたこそ本当に、清白魂すずしろちゃんのこと好きだったの？」

「え……？」

「胸がドキドキしたーとか、顔が赤くなっちゃってーとかは駄目よ。そんなのは、ちょっと可愛い相手なら誰だれにだってするんだから、男ってヤツは」

　男ってヤツは──の部分に、妙な力が入っていたような気がしたが、長くなりそうなので詳しく尋ねることはしなかった。

「で、でも俺、榊さんを助けるために……」

　そうだ。そのために鈴と契約し、妖あやかしと戦ってきたのだ。

　大切な人のために──、

「その大切な人っていうのは、本当に清白魂ちゃんなの？　本当に清白魂ちゃんを助けるために戦ってきたの？　他に力になってあげたい人がいたんじゃないの？」

　畳みかけられて、和希は脳裏に薫かおる子この言葉がリフレインする。

『だって、たとえ自分が無理をしても、相手を喜ばしてあげたいってことでしょう？　それって、好きってことでしょう？』

　一つだけ──一つだけ分かったことがある。

　あれほど、いやだ、やりたくないと尻込みしていた実行委員を何な故ぜやり遂げられたのか。重圧感にと劣等感に押しつぶされそうになりながら、何故逃げ出さなかったのか。

　憧あこがれのあの人がいつもよりもずっと傍そばにいたからだろうか。いや、違う。

　突然現れた蜜み柑かん色の台風の目に、いいように持ち上げられたからだろうか。これも、違う。

　子供のようにケンカをした。我わが儘ままを言って困らせた。たとえ自分がどんなに思い悩んでも、結局、たった一つの壊せないもののために自分は──。

「和かず希き！」

「!!」

　タイミングよく聞こえた声に、和希はどきりと顔を上げた。

　こちらに向かって駆けてくる栗くり色いろの髪をした少女の姿をまじまじと見つめる。

「和希！　見ろ！」

　そう言って目の前に突き出したのは、白い紙の花で出来た小さな花はな冠かんむりだった。

「これって──」

「母上が……くれた……！　さっき、教室の片付けをしているときに、残った花で作ったんだって」

　そう言う少女の栗色の瞳ひとみは、未いまだ驚きを受け止め切れていないかのように、少しだけ呆ぼう然ぜんと、けれど、嬉うれしそうに輝いていた。

「母上が……！」

　そう言うと、鈴すずは和希の前にペタンと座り込んで動かなくなった。

「す、鈴!?」

　驚いて覗のぞき込こむ。

　見開かれた栗色の瞳から、ぽろりと涙が流れ落ちた。

　さっきまでそこにいたはずの仁に王おう丸まるが、いつの間にか姿を消していた。

「母上が、くれた……っ！　鈴にお花をっ……！」

　涙はあとからあとから溢あふれ、流れ落ちる。

　まるで小さな子供のように、顔をくしゃくしゃにして泣く化ばけ魂たまの主あるじの手から、和希はそっと花冠を受け取る。

「紙なんだから、濡ぬらしたら溶けるぞ」

　そう言って、そっと頭に飾ってやる。

「……良かったな」













　それ以外に、言葉は出なかった。けれど、それで良いとも思った。

　突然、鈴すずの涙で濡ぬれた手が、和かず希きの手を強く掴つかむ。

「！」

「見せてやる……っ」

「な、何を……!?」

　鈴の手が、更に強く握りしめられる。

「ワシと母上の、たった一つの思い出を……本物の思い出を、見せてやる」

「え？」

　──瞬間、辺りの風景は淡く溶けた。




　温ぬくもりの中で和希は、自分が誰だれかに抱きかかえられていることを知る。

　見えるのは、陽ひの光をはらんだ茶色の髪と、鮮やかな赤い着物、そして透き通るような白い肌。自分は今、その人の、柔らかな胸の中に抱かれている。

　頬ほおに落ちた髪がくすぐったくて、ぎゅっとその毛先を掴んだ。

　それを見た女性の口元が、優しく言葉を紡ぐ。




「大好きよ、鈴」

「ずっとずっと好きよ」

「何があっても、ずーっと好きよ……」




　その優しい声音に、ゆっくりと瞼まぶたが落ちる。

　見えなくなるのが惜しくて、掴つかんだ髪をずっと放さずにいた──。




　和かず希きが目を開くと、そこにはちっぽけな栗くり色いろの瞳ひとみをした少女が、頬ほおを濡ぬらしたままこちらを見つめていた。

「……昔、神み子こをしていた母上の屋敷へ忍び込んだことがある。そこで働く使用人の娘のフリをして……」

　鈴すずはまだ、和希の手を握っていた。

「いつしかワシは使用人に化けたまま、遊び疲れて眠ってしまった。傍かたわらでは母上が、寄り添うように眠っていた。その温ぬくもりに触れた夢うつつの中で、ワシは今の記憶を思い出したのじゃ……」

　それが、唯一の思い出──。

「そなたには、悪いことをしたと思うておる。何も知らぬそなたを巻き込み、あまつさえ、一度その命を奪った──けれど、ワシは……!!」

　握っていたはずの手が、強く握り返される。

「鈴、これは契約だ」

　一つの魂たましいを分け合った。

　自分に新しい命を与えた相手には、生涯をかけて守りたい物があった。

　必死に守るその姿を見て、自分も一緒に守ってやりたくなった。

　だから──、




「仕方ないから、これからも、おまえの従僕でとなりにいてやるよ」





　　　＊　　　＊　　　＊





「アタシってば、本当にお人好し」

　キャンプファイヤーを挟んで反対側、テニスコートに通じる階段に腰掛けながら狗いぬ神がみの保健医は溜ため息いきを吐ついた。

「ま、人じゃないけどさー」

　そう言って、校庭の隅、微かすかに炎に照らされた二人の姿をしかめっ面で見つめる。

「貴方あなた、御み陰かげ和希が好きだったのはなくて？」

　すぐ隣に立つ金髪の妖よう狐この問いに、仁に王おう丸まるはヒラヒラと手を振って見せた。

「駄目駄目。坊やの鈍さってば普通じゃないもの」

「かずちゃん、ああ見えて意外とモテるからなぁ……」

　しみじみと呟つぶやいたのは妖狐の化ばけ魂たまの従僕しもべだ。赤々と燃え上がる炎が、銀色の髪を染めている。

「モテるっていうか、タラシじゃない？　無害なフリして意外とやるから、ギャップにやられちゃう、みたいな？」

「あー確かに……」と、同意しかけた一同が、ハッと振り返る。

　キャンプファイヤーにあてられた蜜み柑かん色の髪が、キラキラと浮き上がって見える。

「あ、アンタ……なんでここに……!?」

　唖あ然ぜんとする仁王丸の問いに、淵ノ瀬みかりは悠然と微笑ほほえんだ。

「なんでここにって言われても、ここにいるからここにいる、としか答えようがないんだけど」

「どうして人型に!?　妖よう力りよくはどうしたんですの!?」

「別に変幻出来ない程、無くなったなんて、みかり言ってないしぃ。あのときはたまたま獣の姿になってただけだしぃ」

「たまたまって……！」

「あーん、もう！　なんであの二人ちょっと良い感じになってるの!?　信じらんない!!」

　と言って、短いスカートをはためかせ、蜜柑色の台風の目が和かず希き達の元へ駆け出す。

「あ、ちょっと！」と、のばしかけた手を不意に下ろしたのは、彼女の背中にぶら下がる、二体の妖児が目に入ったからだ。つやつやとした尻尾しつぽがとっしり並んで垂れている。

　負ぶさるようにぶら下がる井守イモリと家や守もりの目に、怯おびえや警戒の色は見えない。新しいおもちゃを見つけた子供のような表ひよう情じようで、決して広いとは言えない──むしろ華きや奢しやな──みかりの背中に、必死にしがみついてる。

「ふふ、何あれ」

　吹き出してしまった仁王丸の横で、隼はや人ともまた安あん堵どの笑みを浮かべる。

「とりあえず、もう害は無いってことじゃない？」

「まったく……また騒がしくなりますわ」

　呆あきれを隠せない、いや、隠すつもりもない声音で宵よ々よが呟く。けれどその実、彼女がとても楽しんでいることを、その化魂の従僕はよく知っていった。

　舞い上がった火の粉が、乾いた音を立てて、夜空に吸い込まれる。

　突然現れた台風の目とつむじ風に、少女の姿をした狸たぬきが辺り一面に響き渡る程の怒声を上げたのは、それからすぐのことだった。





　　　＊　　　＊　　　＊





　──さて、

　ここのところの銀杏いちようヶが峰みね高校一年Ｂ組御み陰かげ和かず希きの身に起きた、種々雑多な事件の概略を述べるのはいささか面倒な話ではある。

　しかしながら、如い何かように掻かい摘つまもうとも割愛オミツトできないただ一点があるとすれば、それは、御陰和希が確かに一度命を落とし、新しい命と新しい居場所を手に入れた、という事実に他ほかならないのである。





あとがき







　お久しぶりです、もしくは、はじめまして、頂いただ生き崇たか深みです。

　この度は『化ばけ魂たまムジナリズムⅡ』を手にして頂き、誠にありがとうございます。

　楽しんでいただければ幸いです。

　さて、本編では『文化祭』について色々と描かかせて頂きましたが、皆様は文化祭にどんな思い出をお持ちでしょうか。

　かくいう、頂生も文化祭には様々な思い出があります。




　乱立する焼きそば店とたこ焼き店。

　フリーマーケットという名のガラクタ市。

　ねぇ、その台本どこから引っ張り出してきたの？　出典の分からない演劇。

　謎なぞの盛り上がりをみせる女装コンテスト。

　そして、一般公開という名の他学に通う恋人自慢。




　全すべては清々しい青春の一ページです！

　……冗談はさておき、決して絵に描かいたような、理想的な文化祭ではありませんでしたが、何な故ぜか妙に楽しかったのを覚えています。

　特に、女装コンテストの餌食になった、クラスメイト・Ｎ君の絶望に満ちた瞳ひとみを、頂いただ生きは忘れることが出来ません。




　これを読んでいる方の中には、まだ文化祭を体験していない方もいらっしゃるのでしょう。

　中学校の文化祭は、まだまだ学習発表の域を出ませんが、高校の文化祭は、ぐんと自由度が上がります。自由っていうか、若干無法地帯です。

　どうか、女装コンテストにだけは気を付──精一杯楽しんで下さい。




　本作を書いている最中も、近所の学校で文化祭が開催されていました。

　女子高生を公然と眺めに行き──取材がてらお邪魔したかったのですが、一般公開日にどうしても外せない用事が重なり、参加することが出来ませんでした。

　来年は何があろうと、たとえ石が降ろうとお邪魔し、女子高生が作った焼きそばや、女子高生が作ったたこ焼きを貪むさぼりたいと思います。




　文化祭で食べる料理は、普段よりも数段雑に作られているのに、普段よりも数段美お味いしく感じられるから不思議なものです。

　どうか、「えー、こんなん家で作った方が絶対美う味まいしー」等と無粋なことは言わず、これが女子高生の手料理を食べる最後の機会だ──文化祭という雰囲気をともに味わう料理だと思って食べてみて下さい。絶対に美味しく感じますよ！




　そう、文化祭を語る上で決して外せないのが、本編にも登場した『お化け屋敷』です。

　糸でつるしたコンニャクは、未いまだに現役の手法なのでしょうか。

　真っ暗にする分、他ほかの模擬店よりも教室の雰囲気ががらっと変わるのも外せないポイントですね。

　別に、意中の子と一緒に入って、「きゃー、こわーい！」なんて抱きつかれたいわけじゃありません。そんなハードル高いこと、実行できるはずもない……だったら何故、お化け屋敷が良いかと言えば、そこにお化け──の、姿をした女子高生──が存在するという事実があるからです。

　想像してみて下さい。

　あなたは暗くら闇やみの中にいる。そして、その数メートル先には、あなたを驚かそうと身を潜ひそめている女子高生がいる──!!　すごい！　お化け屋敷すごい!!　お化け屋敷最強!!

　そんな訳で、頂いただ生きの中の文化祭熱が最高に荒ぶったところで、担当さんから怒られる前に筆を置きたいと思います。




　ｍａｒｕｃｏ様、今回も素晴らしいイラストをありがとうございます。みかりのキャラクターデザインに心を打ち抜かれ、ここまで書ききることが出来ました。

　担当のＹ様、率直なご意見と的確なアドバイス、ありがとうございます。




　本作を書き上げるにあたりお力をお貸し下さいました全すべての方々と、この本を手にとって下さった皆様に、厚く御礼申し上げます。
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